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ー ひ ざ 和 対 さ 詐 計 [大 コ と で テコ ー エ の テマ ー 三 ] き 園 玉 叫 


1. 施 設 全体 を 包み 込む 緑 の 天 攻 は 、 歳 月 を か け て 育ま れる 年 を 目指 す も の だ と か 。 


が 集まる 南 街区 3 階 の FOOD HALL。 


2 テイ クア ウト し や すい カジ ュ ア ル な 店 舗 


南北 に 分 か れ て いた 宮下 公園 は 、 フ ルフ ラッ ト な ひと つの 多 機 能 空間 と し て 再 整備 され る 。 


渋谷 の 新た な カル チャ ー ス ポッ ト 


固 較 | 5ー 番 近 い 公園 と し て 半 世 紀 以 上 親 し 
ー まれ て きた 渋谷 区 の 宮下 公園 が 、 再 整備 事業 
を 経て 「MIYASHITA PARK] と し て 6 月 に オー プン 
する 。 敷 地面 積 は 約 1 万 740mi、 全 長 約 330m の 、 
公園 ・ 商 業 施設 ・ ホ テル 駐車 場 が 一 体 と な っ た 低層 


ご 当地 ママ に よる スナ ッ ク な ど 全 19 店 舗 が 集結 する 24 
時 間 年 中 無休 の エン タメ スポ ッ ト 。 北 街区 3 階 に は 、 渋 
谷 エ リア で 人 気 の 「 ミ ヤシ タ 成 ル 』、『 青 山 シャ ン ウェ 

イト 渋谷 初 の 本 造 所 付き ワイ ンダ イニ ング 『 邊 谷 ワイ ナ 
リー 東京 日 本 初出 店 と な る 『GRAN SOL TOKYOJ 


了 複合 施設 。 商 業 空間 に は 、 日 本 初出 店 の 店 舗 を 含む な ど バ ラ エ ティ に 富ん だ レス トラ ン ゾ ー ン が 広がる 。 

上 お よそ 90 店 舗 が 集う 。 カ ルチャ ー の 発信 地 ・ 渋 谷 。 また 同 区 画 に は 、 カ フェ ・ ア ー ト ギャ ラリ ー・ ミ ュー ジ 

人 の 持つ 多様 性 と 、 公 園 の 持つ 居心地 の 良さ な ど と い ッ ク バ ー な ど が 一 体 と な っ た 複合 施設 「or』 も 誕生 する 。 

円 っ た 魅力 が 融合 し 、 個 性 豊か な 憩い の 空間 と し て 大 施設 内 は バリ アフ リー 動 線 が 確保 され て お り 、 耐 震 

部 胆 に 生ま れ 変 わる 。 性 能 も 向上 。 災 害 発生 時 に は 、 帰 宅 困 難 者 の 一 時 避 

公園 は 南 街区 ・ 北 街区 の 2 つの エリ ア に 分 か れ て 難 場所 と し て も 機能 する そう だ 。 訪れ た 人 それ ぞ れ の 
お り 、 南 街区 に は これ まで 親しま れ て きた スケ ー ト ニー ズ に 合わ せ て 自由 な 過ごし 方 が で きる MIYASHI 
場 や ボル ダリ ング ウォ ー ル が 復活 ! さら に 多目的 運 TA PARK。 何 度 通っ て も 新 
ーー デ 動 施設 も 新設 され 、 気 軽 に スポ ー ツ を 楽し みな が ら し い 発見 が あり そう 。 

生 交流 で きる 場 に 。 北 街区 に は 、 イ ベン トス ペー ス に 

還 も な る 「 芝 生 ひろ ば 」 が 設け られ る 。 HG 

上 中 で も 、 南 街区 1 階 に 展開 する 「 渋 谷 横丁] は 、 日 本 gray 
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の 産直 素材 や ツウ ルフ ー ド 、 元 力士 が 作る 力士 メシ 、 


渋谷 区 神宮 前 6-20-10 谷 な し 
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『 散 歩 の 達人 の Web 版 が つい に 誕生 。 足 で 稼い で 見 つけ て きた 優良 コン テン ツ を 
「 さ ん た つ 」 向 け に 最適 化し て 掲載 する ほか 、 創 刊 20 年 を 超え る 街 歩 き 雑誌 な ら で は 
の 、 信 頼 性 ・ 品 質 の っ 高い オリ ジ ナ ルコ ン テ ン ツ も 発信 し て いき ます 。 ご 期待 くだ さい ! 


雑誌 の 人 気 連 載 バッ ク ナ ン バー や Web オリジ ナル の 連載 も ! 


達 子 に な っ て し まう あな た 


方 滞 音 痴 ラ イタ ー が 、 さ ん た つ (散歩 の 達人 ) を 


目指 す ! 歩い た り 、 考 えた り 、 先生 に 教わっ た り 、 


試行 錯誤 の 軌跡 を 綴る エッ セイ で す . 


ロッ ク バ ンド 「 ト リプ ルフ ァ イ ヤ ー] ボー カル の 
吉田 靖 直 が 、 毎 回 ひと つの 街 を テー マ に 思い 出 
を 繊 る 雑誌 で も 人 気 の エ ッ セ イ 。 


主 に 昭和 の ころ に 創業 し 、 続 々 と 増え た 大 衆 的 
な 中 華 食堂 "町 中 華 "。 そ の 名 を 世に 広め た 「 町 
中 華 探検 隊 ] が 、 そ の 奥深 き 世 界 を 徹底 取材 ! 
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ビー トル ズ を 聴け る カフ ェ 、 踊 れる ライ ブ ハ ウ ス 、 


語れ る パー…… そ の 魅力 に 酔 え る ビー トル ズ ス 
ポッ ト 、 教え ます 。 


ちょ っ と ハー ドル が 高 そ うな 店 で も 酒場 を 楽し 
む コ ツ " を 、 酒 場 ラ イタ ー・ パ リッ コ が 酒場 初心 
者 に お くる 入門 編 。 


散歩 の 途中 に 見 つけ る こと の ある 、 ふ と ツボ に 
ハマ る 何 か が 。 シ ュー ル で マニ ア な イラ スト レー 
ター が 考え る 、 結 構 ま じ め な イラ スト コラ ム 。 
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*(⑦ー③).(⑳ー( い は 122 ペー ジ の プレ ゼン ト ・ ア ン ケ ー ト 用 で す 。 

* 済 集 ペ ー ジ に 掲載 され て いる 座 品 、 メ ニュ ー の 価格 は 、 原 的 に 税込 み で す 。 
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大 特集 」 あ な た の 街 に も きっ と ある ! 
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さん ぼ , 


2 
楽し む 15 の 方 法 
/ 


の 


未 曽 有 の ウイ ルス 宰 に より 、 お で か け 自 体 が 制限 さ 
れ て きた ここ ご 数 箇月 。 私 た ち は 散 歩 に 何 が で きる か 
を 考え 続け て きま し た 。 た だ 、 い わ ゆ る “3 密 ” を 避 
けれ ば 、 自 宅 付 近 で の 散歩 や 軽い 運動 は 日 常 生 活 
を 送る 上 で も 必要 な こと 。 そ し て せわ し な い 日 常 の ち 
ょ っ と し た 気分 転換 は 散歩 の 醍醐 味 で も あり ます 。 そ 
こ で 今 号 の 『 散 歩 の 達人 』 は そん な 原点 に 立ち 返り 、 
日 々 を 楽し む 散歩 アイ デア 集 を お 届け し ます 。 ふ だ ん 
何気なく 過ごし て いる 身近 な エリ ア で も 、 想 像 力 を 働 
か せ た り 、 視 点 を 少し 変え る だ け で 、 散歩 の 楽し み 
は 無限 に 広がり ます 。 本 特集 で は 、 さ ま ざ ま な 分 野 
の 達人 た ち に 身近 な 場所 で ~ と っ て お き " を 見 つけ る 
15 の 方 法 を 教え て も らい まし た 。 ぜ ひ あ な た の 街 で 、 
新鮮 な 視点 で 散歩 を 楽し ん で みて くだ さい 。 
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いつ も の 景色 を 変え る 


穂 村 弘 Hemurs Hsshi 
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近所 で 歌 の 入り 口 を 見 つけ る 


「 近 所 を 歩く と 歌 の 入り 口 が 見 つか る 」 と 、 歌 人 の 穂 村 弘 さん 。 武 蔵 野 の 人 気 の な い 道すがら 、 短 歌 の 始め 方 や "素材 "選び に つい て 、 
初心 者 目線 で 根 掘り 葉 掘り 聞い て みた 。 散 歩か ら 生 まれ た 穂 村 さ ん の 連作 と と も に 、 肩 の 力 を 抜い て 楽し ん で みよ う 。 
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人 賠 め 舞 や" 上 4 れ 換 到 畑 ぐ " 
応 史 愉 壁 を 固 立 G 眉 線 辻 け 
環 Q で で 補 料 代 G 臣 掴め ン " 
ー 一 胃 郊 せる 昭 っ 0 ン PG 
じゃ 
笛 下 部 せ 和 NNN つき っ 
半 で で つっ" 埋 Q 尽 へ 人 で お で 
8 和 EQ っ 公 や つっ ()* 
暫 軍 々 親 槍 展 衣 KG 二 内 
じ ′ ズ 公 年 0 台 胃 郊 更 据 で し 
明 さ し じ 慰 臣 衝 Ne っ 心 出 骸 公 
到 ン ド " 地 ご 衣 下 押 角 王 り 
せっ 王 でろ っ っ) 据 へ Q じ っ te 
刀 む し 衣 証人 到 豆 WP つ HO" 
ーー し お ゼ / 細 音 つ 穫 篤 (QG 
附 じ 紀 ね っ JC 
斑 足 玖 さ で っ し ゃ S" 理 
っ し っ ぃ @ っ J^ 皿 不 公 じ 
っ tepG つ 家具 @ 守 っ 四角 公 


昭和 4 年 (1929) に 造ら れ た : 
腐 電車 庫 隊 線 橋 は 、 太 宰 治 が よ 


た 場所 と し て 有名 。 


た 


く 訪 れ て い 


Ds が っ や が で や が っ や が っ や ゃ が っ や そく が っ や ゃ 本 際 


層 G 革 己 介 DP” SW 由 搬 公 
嘱 じ っ hepG っ 握ら いっ 志 JO 
避 盟 表 記 隔 っ 昧 公 稚 中公 届 
っ し SS* 箇 郊 G 斗 償 公 呈 G 
甘 ぬ ホー 中 つじ つじ" 皿 せ 弓 
悦 っ し っ netQ( 子 )" 

一 一 忌 人 Q 押 公 員 展 郊 選 年 で 
し GDP 篤 ′ 田 田 や や 
GS 羽 謀 唱和 人 0 穫 し ……" 
揚 呈 普 pSQO き っ し じゃ? 
ーー…… 忠 尽 G 司 りか 1 民 で ・ 
覆 志 っ か "4hP" 恨 論 け 紀 
ne 由 押 G へ くく 徹 届 了 埋 徹 
り っ nG し SR” 時 忘年 盟 @ 
や 心 ロ 還 べく 舞 公 人 0 ン ド " 章 
せ 抽 SrQ 才 人 思 人 6" 

ーー や NK さ 信人 ン じゃ 眼 
せ M し WONGT っ JP 

名 足 民 G 局 限 ロ pWNet) 
ざし や 恨 郊 G 臣 罰せ 渡 震 
舞 じ せき っ SQ 民 曜 公介 
じゃ Bd 記 民 人 (0 き っ さじ 


了 の ん 
9 
22) 
橋 か ら 玉 川上 水 を 見 下 
ちょ っ と 怖い で すね |] 。 


ろ す と 鯉 (コイ ) が 。「 大 
き な 鯉 が た くさ ん いる 。 


jp SNe 1 蝶 け G べ や お 
G 加 親 代 蛇 路 尺 SV し 


ーーo 


一 一 収 前 ロ 其 つね ロ 委 ” 尽 公 
〇 ① 下 SNeGRS っ っ し つ ゃ 届 公 ? 
埋 足 玩 せ 圭 帳 し 60 マン 
盟 給 GS っ べ 公 邊 D 巡 恨 龍 和 
刀 ン 0 回 さじ っ 6h 只 / 
公 ロ せ 識 公 所 さじ しゃ Qp つ O 
っ っ っ 郊 公 Se" 弧 伺 G 薫 
旋 由 し 皿 CT)J 人 <ー テ ミロ 
SCP っ ne てく や W っ GS いか 和 R 
人 か G 由 無 じ 堤 公 で 台 了 所 明 郊 
| 飽 じ ゃ 府 7 で し っ 
っ GS」 で SDM 邊 SNG の) 
菩 っ 6 も 3" 

そ 用 仏 叶 Ne 人 8 公 玩 到 環 人 各 Q 
困 三 区 っ <" 上 否 光 相 


me- り 上 ン 交じっ" 
ーー 一 百 融 IT ロ ト い で ミ KG 
証し 基 典 公 | 押 つ ” 入間 G 秋 
や ゃ 抑 つ っ 仙 過 人 SQ 生玉 
ne 明 導 ptSNeG し つい 人 


寺 忌 " 岩 刑 H ロ ト い で ミ 


だ や 公 呈 で らき 26 上 % で ウン 


KG の 和 恨 郊 り hteGp | 
hG 賠 限 賠 隊 っ fes" 押 
長 表 聴 光 GJ0” 涯 宗 G べ R 
殖 青 G 限 呉 ロ っ じ " 思 机 和 細 
6 つ " 編 革 音 つ マレ" 
胃 郊 で Q 生 Se 人 SQ" 財 壮 
皿 時 所 無 湯 @ 居 SQ 恨 
郊 け 内 款 G 寺 更 押 66 証 
陽 信 GSNe 恩 鷹 つ つい G 詩 帳 
只 夫 や 6 つ " や つく 邊 G 以 
綿 つ 人 SS 人 SO 親 公 G 中 
Er ESYUS よ くり 
刀 ” 介 符 の 万 の 公則 選 っ 
写 し" 

諾 撤 骨 県 マロ 中 縮む G 装 っ 
押 G 認 ご 県 Wm パ いち つま 只 愉 
史 G レ し OO ン ー 坦 ね" 


- 生 
で 

3 は さま 1 

年 才 

VN あき 

N と きま も 

ドコ て 草 る 人 当 

9 で 親 選 還 

ca 1) 民 

ei に まる 8 

MI 
ゃ Eh 


提 呈 洋 っ 舞 G 上 累 公 StG 
/ っ 0p 松 有 つ を in" 騙 
っ 相 公 本) リン 将 又 " 尽 償 壇 公 
G 弄 KJ せ 問 っ Heht6" 
妥 同 守 幸 "内 並 の 
G 湯 攻 医 公 忠 選 や で し っ 19 拓 
了 ヨ 過 藻 弄 " 男 K 田 弄 昌 GT 窟 
握 思 」 急 公 SNO 填 弄 妥 * 
鳳 0G 剛 JD 世 人 で し っ N* 
提 定 尽 S じ 16 つ 選 お 7 
信 握 思 惑 公 研 っ 信人 9" 「 舞 握 
臣 ] いっ し せ 提 商 幡 くさ 所 
37 恨 准 人 S セ サリ ンド 公 さ ロ 
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景色 を 変え る 


で いつ も の 


⑩I 」 短 歌 


紀 っ 軍 G 部 @ 皿 統 つ 東 Q 合 作る や りり 会 ら 強 ぐ りら 2xo 栓 6@ 畠 


マン っ し ちゃ て で" 
ーー で SQ きっ けり 昌 虹 便り 7 
胃 衣 征 Net ) JC 

乾 忌 区 fe" 紙 せ 指 其 
公太 DP っ Ke) 民 野 角 
尽 避 きっ SQ 出 骨 公 借 や 閉 
nb っ des" っ QNO 人 
SSnetnusOy 
MS て の よく 2 く 】 
nb つ Hen ( 志 )" 周り 
kt トコ コン 
ン S 天 お 息 不 
EtNE=NCPNEUI Ku] 
WS 晴久 せ HHeHN 守 
っ " ズ 編 " 「 天 時 甘 公 
時 む ] つい N ユ ーK 公 
に PF で いよ ば | 
EE いい Oc 二 ドコ 
せ 中 者 G@ 赤 衝 瑞 
で 穫 p6” マロ Ne 


[所 蜂 甘 公 尺 杜 お ] っ ) 
っ 公団 野 呈 きっ JJ で SO 
元久 品 垢 ンマ S ゼ つ っ ? 台 
過 。 玩 半 斑 ロ 円 つ ン きっ 人 SQ 
3 いか や うろこ も さ さや く 3 エマ トド リピ 
NeR む し" 

ーー 一 國民 し W じ っ S 公 0 如 皿 
償 選 昭 っ 五 つ 刀 さ ” 虹 っ 
JJ 間 皿 本 ささ 員 回 可 つや ユ 
つじ 胃 衣 公 じ WONeG し か 人? 
米 吉 せ JA っ DJ 
MO" 尺 量 思 公 Q 直 NGKG 
明 郊 J っ QRS" 獲 訓 王 SG せ 
拘 陣 各 トー トル G 胃 郊 ” 北 了 っ 
GS っ JI ト AA 上 へ 穴 耶 っ 7 
吾 釧 立 畑 で 局 正貴 唱 演 つ で" 


HH か で さ KAD か JO 会所 会 


WG 医 困 畠 hte" じゃ 太 
隔 っ DO 届 酸 玉 人 SA へ A 四 
へ せ に SD 北 隊 っ SG 
唱 叫 じ っ 還 RNN マン 
te" 胃 郊 羽生 NeJD8/ 切 
飲 1 さ や PS 選 り W 山 侯 じ 
で 


に よこ で 
由 帯 @ 加 琴 ① つ 忌 作 く 


近 据 村 臣 N 帳 ロ 選 公 心 鋼 せ ” 
区 6 虫 郡 押 祭 抽 欄 ざ し っ やせ 

ーー 公 仁 明生 層 " 
据 足 癌 jp 由 寺 G 居 ロ 相 くじ 
っ っ ン 0SG 態 記 父 の 咽 
ロ 選 各 6 つ 麗 " 皿 償 や 躍っ 
Do19EV い USOE UES1F) 
信 ′ 財 東 徹 わ 上 人 夫 ( 了 )* 
ぐる 内 守 SQ GinQD 
尽 公 っ つじ 和 8 公共 っ っ) 隔 DP" 
爺 給 US 誤 下 っ つじ” 財 下 
@G 尻 G 処 交 補 D 台 忠明 伝 北 
ロロ で つ H6 つ 過 ? 

糧 玉 朱 玉 へ へり 机 区 他人 
8 ご” 珈 セ 人 SQ TTHN よ 所 
し っ 公 人 8] J 由 0 し っ や 揚 世 
0 お 舞 世 GR ン 公 SO 


家 ら ぐり 路 で 


GS 明 民 GSC sO 
2) 
′ 臣 作 し G 団 っ 思 導 ロ 
志 思 公 料 や " 
ーー 人 hmG 組 了 ” っ 公 公 
し つ 代 

提 押 説 G 編 軸 り 県 公 


境 山野 緑地 で お も むろ に 校 を 持つ 穂 村 さ ん 。 
「 登 山 の とき 父 が よく 枝 を 手渡 し て くれ て ]。 
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2 ン Q-eG 醒 移 ぐ 回 宛 つ お る 


C し p" S6 ユ ズ 色 っ っ" 
SG 直上 三 光 理 ン リ リ 
RS 避 っ SGP" 導 /NG ゼ 7” 服 
人 2 で YKSURUSENNY21OEY 
ー 一 届 ン 6 胃 郊 史生 DO 
由 配 避 選 入ら ne 忠 ) っ の ひ G 
せり で っ JO し h 公 で 
埋 足 貞 べ ロロ GOP 由 っ 羽 せ 
6406 し か 篤 。 下 咽 つじ っ 
NeG ゼ ′ 四 公 還っ や で 届 和 
悩 全 つ っ 胃 郊 全 WO 
SB ンス 08 っ JO” 想 
べ G く ヘー へ ふし 則 っ や G 
@ 王 肖 せ ′ Nu いし ゃ で っ ぐし 
合い 
設 早 唱 宮 WP” お IN 必 束 上 っ 
ロ 邊 DP し ば 福 代 の 幅 人 ひで 天 お 
で AU” 刀 ン 夫 で 衝 四 
採 代 SGD′ 唱 
< 骸 太 座 つい 豆 昌 
がい 地球 つじ 骨 到 に 
コ 規 王 絶 虹 0 や Gr) 
< JR 交 過 代 培 限 
で 妃 配 (しゃ 7 か 
1) っ 沸 融 選評 窯 公 型 
ONeT) 章 典 し 球 
、 回 昌 本 * 


駿 及 江本 玉 っ 」 | 剖 ら て いつ つ 


絹 癌 守 療 TNINAN 穫 
ヽ K 刀 公 Q 星 っ くじ" 弄り 
うり せ 矢 手 セン 0 っ りつ 公 各 
Q 侍 っ " 30Q 生 迄 とき 
心得 で 0 SG 邊 呈 更生 
で NG っ 心 忠 周 公 各 っ で 人 ドア 
NNOun: 人 0 さっ コリ ド い FN 
ヨ つ ”TNNSNKANKW 明 束 
た 放さ こい で さい いり 
3J っ Qt JA)" 
ーー⑭⑱m 肖 つ 必 や 写 療 つ 
や や し WONGS 角 人 記せ …… で 
所 足 嘩 監 局 ン じ 田 三 共 
G 更 図 嘱 豆 0 「 ヨ ヨ YOh 々 
し じ @ 加 叩 握 公夫 DP し] コス 
つつ "で 革 衣 G く ユ ロ 
公 や つ で っ ′ っ J” 臣 の 舶 送 
じゃ p′「XU 拓 公 穫 っ 青 公 意志 
NOR] の 喘 ね BS っ っ GS7 
6 穫 で Sr0S っ " 
ーー 一 罰 む o+ 開 G く ふさ ロ G 


皮 居 選 歌 0 屋 で 6 人 
揚 号 も ち 守 "し p 1) 
で ン Q っ GS 収 居 せ ぐ S 公 各 
字 屋 D じ つ Hin" [ 押 相 くじ っ 
SSNYM ENE 人 いり 
で 短 下 乱 の X ロ 1 トー 公 意 世 
柚 居 愉 台 っ で 尽 つ " 崩 ロ 
罰 療 扱 公 h1 リン SNe の 壇 ら 選 
GS ボボ 更 尋 人 じゃ p 選 で Ne お 
3J7 nyT)H6PGI ト AATA 民 
っ 貴 4m3 NO で ズ 3 せ 絢 愉 史 
SS っ " 居民 NeJHJNOG [と 
ト 」 じ っ 2 っ GR" 「 欠 」 を 2 ト ヽ 
T」′ 「 旧 に |] GS" 部 せく へ 
HAP 尽 DM′ 剤 江 羽 財 ロ つ 
じ 嘱 くじ 間 RH6" 

村上 le で GS 1JG「 骨 
三 芽 光 取 っ 本 きっ 心 琶 中 
選 " 癌 G く wm いち 欠 
Q 県 証取 お 9 hG 路 名 
仙 RteNANwn* 


だ や や 共 で SQ の 避 答 226 全 
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よき 文字 を 


写真 提供 =| 松村 大 輔 Matsumura Dasuke 


1973 年 生ま れ 。 ブ ッ ク デ ザイ ナー。 現在 、 出 
版 社 /% イ イン ター ナシ ョ ナル に 所 属 。 の どか 制 
作 室 と いう 個人 名 義 で も 活動 中 。 著書 に 「 ま ち 
の 文字 図鑑 よき か な ひら が な 』 『 ま ちの 文字 図鑑 
ヨ キ カナ カタ カナ ] (大 福 書 林 )、「 ま ちの 文字 図 


鑑別 冊 生計 人 向 め く 当 (上 ) 可逆 が ある 』 
FE 


さ 
) 鳥 暫 ト 


あな た の 街 に も "よき か な 」「 ヨ キ カ ナ 」 が た くさ ん ある は ず 


普段 、 見 慣れ た 看板 は 素通り し て し まい が ち 。 で も 、 じ っ くり 見 て みる と 、 あ ん な と ころ 、 こ ん な と ころ に ひら が な カタ カナ 、 
さま ざま な 形 が ある も ん だ 。 街 の 文字 探索 の エキ スパ ー ト 、 松 村 大 輔 さん に 「 よ き 文字 』」 た ち に つい て 語っ て も ら お う 。 


取材 ・ 構 成 か つと ん た ろう 


世の中 に は いろ いろ な 商売 
が ある 。 そ の 商売 に は それ ぞ 
れ の 特徴 が あっ て 、 使 われ る 
文字 に 方 向 性 が 見 えて くる は 
ず だ 。 も ちろ ん すべ て が そう 
で ある わけ で は な い の だ けれ 
ど 、 た と えば 美容 室 に は 華 や 
か な 文字 、 パ チン コ 屋 に は ネ 
オン を 使っ た 太め の 文字 。 同 
じ 方 向 を 向き つつ 、 ち ょ っ と 
ずつ 違う 「 よ き 文字 を 楽し め 
る の だ 。 


⑩ 力 強 さ の 中 に 軽やか さ が あ る 
『 ス ナッ ク ヒ ム カ 」。 @「 過 月 印 房 
は ハン コ 屋 さん らし く 仁 書体 (て 
ん し ょ た い ) 風 。@『 ペ イン トシ 
ョ ッ プ 』 は 丸く て て ポッ プ 。 @「 ん 」 
の し っ ぽ が か わい い 「 と ん か つ 王 
ろ じ 』。 と ん か つ 屋 に は 「 よ き 文字 」 
が 多い 気 が す る 。⑲ な ぜ か 「 ヌ ]」 
が 小さ い 「 パ リジェ ン ヌ 」。 @⑯「 ギ 
ター 音楽 教室 |』 ピ アノ な の に ギ 
ター な の が 趣 深い 。@「 パ チン コ 
コン ドル 】 の 注目 すべ き は 円 の 中 
に デザ イン され た 文字 だ 。@⑩「『C 
OFFEE すぎ 』 は 木 を 感じ させ る 
ツ | 文字 が た ま ら な い 。⑩ ク リー 
ニン グ 店 と 美容 室 は どこ か 方 向 性 

0 が 似 て いる 。 見 所 も 多い ぞ 。⑩ 
B1F を 。 の @「 す な っ くわ くわ ね く 』 『PUB マ 
の ー ガ レッ ト 』。 飲み屋 の 看板 も 「 よ 
き 文 字 」 は 多い 。 


い 集 な つれ い 文 う サ 呼 美 あ だ 古 と 紹 な 文 た お い お う に 
る な くそ 達 て も 学 な イ ん 理 う っ 業 まく 私 きら 字 店 し 好 ^ か 20 バ 導 よ 
か ど 見 れ う い の で ` ユ で 院 く < く 種 だ か は カー が と に か が デ げ 年 ソ き 
な か を ぞ で の わる は あび の い "ご 残ら 呼 ナ ま 残 て は し 増 ジ で 以 ヲ 歩 雪 
の 品 る れい の り 研 の らん 信 か と て 史 ん べ か つ 生 そ を ル 人 上 が い 
ム 職 方 の いぬ り 既 の らん は 令 に 棄 商 で 総 な て 表 職 そ て ル に 給 答 て 字 
も 人 同業 で の ま 人 う に すく や 特 ま 店 い 称 こい 情 人 れき オ は ち 太 み 完 
し さ 人 性 種 す で すう 友 使 ぶ ル す 賞 す 街 ま し 、 ま 豊 さ よ ま ン 便 まし 
れん は ほ は ご ょ い が オ 姜 わ ば い が * な す て カ あか ん り た と ト 利 す 始 る 探 
ま が と ね ひ ン 爺 れ 温 ら と あ ん で 中 人 で が 前 で で よめ に - 和 8 
せ 引 図 に * と 手 ト の て 衝 文 こる る か 例 き カ ひ 個 手 か 作 読 ね て て 
ん 用 率 な つ 作 で つい 呈 字 ろ 場 に ミ 文 ナ ら 性 作ら ら み "か 
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All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 
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ヤヤ や や ハハ べべ や ユ ユ う II つつ 5W5W5W5WOWOWOmO{ 


『 旅 の 本 屋 の ま ど 』 川田 正和 さん 選 


見 知ら ぬ 土 地 に 思い を 馳せ る 旅 の 本 
島 独自 の 歴史 と 鞭 大 南 


に ふ 
文化 に ふれ る 
[me ニッ ポン (南島 ) 大 図工 。 更 鑑 島 小 
小笠 原 か ら 波照間 まで 114 の "楽園 "へ ] 


加藤 生 二 著 
阪急 コミ ュ ニ ケー ショ ンズ /2012 年 /2420 円 


読む ん じゃ な い 
感じ る ん だ 


「 タ ミオ ー 日 記 Vol.5』 


タ ミ オ ー 著 
自費 出版 
2017 年 /2145 円 


孤高 の 旅人 ・ タ ミオ ー さ ん の 上 海 、 
メキ シコ 、 ラ ダッ ク な ど を 放浪 し 
た 際 に 実際 に 書い て いた 日 記 を 、 
その まま スキ ャ ン し て 海外 で 印刷 
製本 し て 作っ た 究極 の 旅 の セル フ 
メイ ド 本 。 文字 が と て も 小さ い の 
で 、 旅 を 読む と いう より も 五感 を 


主 から 軍 還 ま で 
TTF 


小笠 原 諸島 か ら 南 西 諸 島 の 波照間 島 ま で 、 
大 小 ・ 有 人 無人 を 問わ ず 114 の 南 の 島 
を 完全 網羅 し た 日 本 の 楽園 の 大 図鑑 。 お 
金 と 時 間 が な く て も 、 本 和書 に 掲載 され て 
いる 美しい 島 の 風景 や きれ いな ビー チ を 
眺め て いれ ば 、 空 想 リソー ト 旅 が 思う ぞ 


ん ぶん 体験 で きま す よ 。 

働か せ て 体感 し て くだ さい 。 
観光 名 所 や 都市 を 暮らす よう に 
クロ ー ズ アッ プ 旅 を する 
『 旅 に 出 た く な る 地図 「 ま た 旅 。」 
世界 」 岡本 仁 著 
東国 書院 京阪 神 エ ル マ ガ ジ ン 社 
2019 年 /2640 円 2019 年 /1980 円 


旅 と いえ ば 必需 品 な の が 地 
図 。 こ の 地図 は 、 追 力 ある 

鳥 預 図 や 映画 に な っ た 舞台 

の 街 を 特集 する な ど 、 ま さ 

に 「 旅 に 出 た く な る ] 仕 掛け 

が 盛り だ くさ ん 。 地図 も ス 

マ ホ で 事足り る 時 代 で す が 、 
本 書 を 見 て 旅行 の プラ ン を 

練っ た り 見 知ら ぬ 土 地 に 思 町 を 歩い て 、 た また ま 入 っ 
い を 馳 ( は ) せ た りす る の も た お 店 が 居心地 が 良い と う 
良い で す 。 帝国 書院 れ し く な り ま す 。 


雑誌 暮し の 手帖 】 の 連載 
今日 の 買い 物 ] (現在 は 「 ま 
た 旅 。]) で 旭川 、 盛岡 、 上 田 、 
鳥取 、 松山 、 唐津 な ど 6 年 
か け て 日 本 各地 を 歩き 、 食 
べ 、 撮っ た 旅先 の お 気 に 入 
り の 町 を 抜 砕 し て 一 冊 に ま 
と め た 旅 ガ イド 。 ふらっと 


すま を 人 まま すま すもも する 
ン な が ら ク い 化 が の ご 今 ん で さ ュ ユ き 。 で り で 田 と 旅 ま 

施 の 本 屋 の ま ど 。 い 郊 い ご 日 が ` 隣 逢 年 な も ん で 文 四 も 具 旅 さ 抜 行 ど 1 刊 
[ 束 カカ まき 日 本 混 ア で の 川 か 日 宇 過 異 体 を ん う 記 で マ ・ 
で 信 本 か ざさ ジ 針 ま 上 策 田 全く 旅 と 持 彩 的 感 が ジ だ 男 し 胡 

JR 中 央 線 本 荻窪 駅 北 すさ ロ か ら だ 久光 し 月 と 純 ダ 記号 必 作 含有 ゃ け 琴 た 草 
か ら 徒 歩 5 分 。12 21 " シ ら の 生み た ほ 名 度 ミ 録 具 要 つう 有 作 誠 つ 李 区 
時 (日 ・ 祝 は 20 時 )、 旅 ア る 区 で 中 は ジ 年 が オ す が な の 寺 交 な と す 還 が 和 抽 
水 休 。 杉並 区 本 区 北 3- の と 時 全 す 東 当 黒人 に 高 | 結 イ レ が 々 な 才 策 四 \ 外 集 
12-10 司 ビ ル 1F 話 い 間 ー パ | 海 1 三 い さ 更 ラベ ペー を の まな 
は うな は ロロ の > 度 旅 ん ま ス ル タ < く < た は 広 文 ガ る く 

合 03-5310・2627 尽 嘘 の ウ 最 シッ 沿 ア 人 は フト の ミ ら どい 学 イ に 
【ONLINE SHOP】 き 離 に ラ 近 アパ 岸 人 旅 全 ^ く の 小 オ むる 写 " ` ド 旅 旅 
http://nomad-books. る 感 ジ 人 な な ` グ に "僕ら コ さ | 本 こ 真 店 映 ブ の を 
storesJjp この 行 オ 気 ど ん トル 出 の ラ な 日 だ と や 主 画 ッ 本 テ 
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いま こそ 想像 力 の 細 を 広げ よう 


本 の エキ スパ ー ト で ある 書店 員 さ ん に 、 そ れ ぞ れ の テー マ で 本 を 選び 、 お すす め コ メン ト を も らい まし た 。 
実在 の 街 、 架 空 の 街 、 自 分 の 脳 内 に 作り 上 げた 世界 を 、 歩 く 。 紙 の 本 か ら 浮か び 上 が る 仮想 散歩 と いう 、 濃 密 な 読書 体験 を ぜひ 。 


取材 ・ 文 屋敷 直子 撮影 佐藤 七海 (編集 部 ) 


『BOOKS 青い カバ 』 小国 貴司 さん 選 】 
外 の 世界 を 感じ る 文学 ・ ノ ン フ ィ ク ショ ン 
地名 か ら 喚 起 さ れる 紀行 文 で あり 
旅 の 記録 文学 論 的 エッ セイ 
『 風 と 双眼鏡 、 「 街 道 手帖 」 
膝 掛 け 毛布 」 ジュ リ ァ ング ラ ジュ リア ン ・ グ ラッ ク 著 
梨香 上 著 『 こ 示 井 数子 訳 ・ 角 説 


筑摩 書房 /2020 年 /1650 円 風 藻 社 /2014 年 /3520 円 


断章 か ら な る 本 書 は 、 い つ 
で も 、 ど こ か ら で も 入っ て 
行け る 豊か な 森 の よう 。 実 
際 の 、 そ し て 記憶 の 中 の 街 
道 を 描く 筆 さ ば き は 、 思 い 
が け な い 発見 を 与え て くれ 
る 。「 シ ルト の 岸辺 」 で 有名 
な ジュ リア ン ・ グ ラッ ク の 
観 守 眼 と 知識 の 深 さ に は 読 
む ほ ど に 落 嘆 。 


家 に いな が ら に し て 全国 各 
地 を 歩き 回 っ て いる 気分 に 
させ る の は 、 梨 木 さん の エ 
ッ セ イ で あれ ば こそ 。 見 て 
いる 風景 の 再現 力 に は 脱帽 
させ られ ます 。 そ こ で 暮 ら 
す 「 我 々 ] の 営み の 連続 が 、 
その 地名 に 残る 。 こ の 本 を 
きっ か け に 自分 の 身近 な 土 
地 を 見 直し て みて は ? 


生き 別れ た ブルーメ - チ yh クィ 小さ な 村 に 流れ た 
仲間 を 探し て 黒 ヶ 氏 の 上 て 百年 の 時 間 を 描く 
『 ノ モレ 』 呈 「 黒 ヶ 丘 の 上 で 

国分 拓 著 ブル ー ス ・ チ ャ トウ ィ ン 著 
新潮 社 棚 木 伸明 訳 

2018 年 /1760 円 みす ず 書 房 /2014 年 /4070 円 


まだ 見 ぬ 部 族 と の 遺 遇 に よ 
り 、 自 ら の アイ デン ティ テ 
イ を 問い 直す 。 時 に 危険 な 
存在 に な り 、 し か し 同じ 人 
間 で も ある 「 イ ゾラ ド 」 は 、 
百年 前 に 別れ た ノ モ レ ( 友 ) 
な の か ? 未知 に よっ て 提 
さぶ られ る 既知 。 こ ご 数 箇 
月 の 出来 事 を 象徴 し て いる 


「 旅 を 描く 作家 ] と 思わ れ て 
いた チャ トウ ィ ン が 、 そ れ 
に 反する よう に し て 書い た 、 
ウェ ー ル ズ の ある 村 か ら 動 
か な か っ た 双子 の 兄弟 に ま 
つ わ る 百年 の 物語 。 移 動 す 
る こと が 旅 で は な く 、 流 れ 
て いく 時 間 の 中 で 、 そ の 日 
その 日 を 生き 抜く こと も 、 


か の よう な テー マ 。 また 旅 だ 。 
= 他 弓 ワ な ヤ ん あー と 時 ふ が い の の 場 に 国 記 こ 
で そ と 罰 を ザ 償 カム か ン の り B い 間 た 生 人 上 上 醒 所 た 買 の そ 家 
BOOKS 青い カバ く 2 ラ の さ を すす を 北本 な 〇 え や り ま 生 で 本 に と 司 4 ^、 
れん 国 ラ 訪 リ 集 で の が O る 太 は れ を 選 味 思 り さ 冊 外 選 の 
( ちな ル 分 ん れ 攻 多め 録 ら K る 色 動 る 送 よ の いん を の ぜ び 中 
た バ か ラ 名 
JR 山手 線 ・ 地 下 鉄 南北 コト トイ 千 全 見 は 判 詩 し 第 そる 胃 た 生 と 人 ※※ 際 こん 中 し いり 
総和 北 口 か ら 徒歩 うと を ず 昼 固 各 広 も ヵ な れ 。 村 下記 有 だ ら ほ うだ を た よ 
分 1ー21 時 (日 ・ 祝 ク 1 描 え 能 も 地 く 9 が いい の の あの た ちる 行 す 申 き 申 外 
た 人 要 な る は 計 は す る あと 罰 を た と を くま る を 
合 03・6883・4507 お る シ 仁 ん テ ほ い 吉 も 放ち 歩 つ は と 主 店 る な じ 
【oONLINE SHoP す 佐 方 則 公 っ 2 か 條 番 故人 多 も 床 つ が を まき いる 
http/www. すか 呈 オ な の 店 ケ 読 な の "か 
KS め あめ 大 ぶ 家 炉 旋 も ジ さ で 歩く ぐれ ら な 丘 書い 念 小 上 ら を 
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0⑩4 | 散歩 本 で どこ まで も 行こ う 


『 ク ラリ スプ ックス 』 高松 徳雄 さん 選 


さま ざま な 形 の 現実 を 撮っ た 写真 集 


現実 を 忘れ て 
華やか な 妄想 を 
か つて あっ た 国 ・ ニーーー 
ソ連 の フツ ー の 生活 「Lartigue's Rivieral 
ウン ター ラン ド ジャ ッ ク ー 
『 モ スク ワ 不思議 の 都 * 央 アン リラ ル テ ィ ー グ 著 
WT ほ 胡 』 由 
女性 が 覗い た ソ連 最新 風 人 LArigucs CN 1997 年 /2800 円 
モー ド 学園 出版 局 編 Rivicr 
1990 年 /1500 円 生活 の 中 に お ける 「 一 
所 瞬 の 幸せ |] を 撮り 続け 
20 代 の 若い 友人 に 、 ソ 連 と いう 国 に ラ 
に つい て 関 いて みた と ころ 、 北 に あ 人 


ル テ ィ ー グ 。 彼 の 写真 
を 見 る と 、 現実 と は か 
け 離 れ た 、 何 か 理想 的 
な 夢 物語 の 世界 に 迷い 
込ん で し まっ た よう な 
気持 ち に させ られ る 。 


っ た ヤバ イ 国 と いう 印象 、 と の 答え 
が 返っ て き て 、 な る ほど 確か に 世代 
に よっ て は こう いう 回 答 に な る か と 
思っ た 。 ソ ツ ソ連 崩壊 目前 の 、 モ スク ワ 
の 生活 が 多数 の 写真 と と も に 紹介 さ 


SO 和義 MR ブルー スト 的 な 20 世 
紀 初 頭 の フラ ンス の 、 
あの 優 共 な 世界 へ 。 

日 常 を 問い 直す 

白黒 の コン トラ スト い 

ーーー どこ か な つか し い 

『 マ リオ ・ ジ ャ コメ ッ リ ] ) 思い 出 が 浮か ぶ 

多 木 浩二 、 エ ン ツ ォ ・ カ ルリ 著 ーー Ma 和 

フス ンク ョ ン B [幼年 の 「 時 間 ]」 

本 メ cha 邊 用 著 

20m**/2500 際 失 : Mole/1995 年 /4500 円 

モノ クロ 、 と いう より この 真 集 を ぼん や リ 

自 と 黒 の 写真 。 強烈 な 眺め て いる と 、 と て も 

対比 は 、 む し ろ カ ラー 末 紗 な こと に 、 写真 家 

より 便 天 に 一 肝 を 切 り の 視点 で は な く 、 む し 

取る 。 彼 の 写真 を 見 て ろ 被 写 体 へ 同化 し 、 そ 

浮か ぶ の 世界 へ 入り 込ん で し 

と 生き 上 まう 。 自 分 が 写っ て い 

な い 不安 な 現実 の 人 1 る わけ で は な い に も か 

と し て 、 彼 の 写真 に は 1 か わら ず 、 彼 ら は 和 々 

どの 時 代 で も 常に 人 の 見 る 者 の 分 身 と し て そ 

心 を 牙 き つけ る 不気味 こ に 倍 ん で いる 。 と て 

な 乱 が 邊 在 する 。 も 不 届 議 な 写真 集 。 

ーー に 二 が ラボ の る の う 不 で ど 進 の レ バ 

Tniormation 作り 0 く る 作る を am け と ほ 委 る すこ と の 條 クミ ラ 半 ク 
剛 ビ ロ N が か 北 9 

クラ リス プッ クス た ィ ま ビ じ や ある うま さす も フ あ つっ 塊 Z 直 を 加 ス で 学 ラ 
[ 下 * まる か の る ち を を た は コ な ん * 多 2 部 は 計 実 | 家 60 お 松 良 トメ 

小田 急 線 ・ 京 王 井の頭 久 を 3 ま 思 気 芝 合い る は か な オ 記 る を 70 い 傘 朱 ま 想 ラ 

線 下北 沢 駅 東口 か ら 人 徒歩 で で いな い 味 剤 二 ミ アシ gmo 全 と れ 生 充 年 し さっ ま か ク 

3 分 。12 一 20 時 (日 ・ きす まもる 分 な 地 が ヵ チ 全 年 真 ゃ さ 腸 実 人 氏 た ん た ま ら ス 

祝 は ー19 時 )、 月 休 。 ま よ 読 の け 折 に 有 ラ も と 代 で コ せ 成 し め ょ に 吉 ち る は 

世 田 人 区 Ra26.22F ” す む に 人 な 写 て 名 カ | ロロ 後 す メ て 確 た 大 店 は 書写 は 

合 03・6407・8506 され を 全 交 病 と する を シン 時 コリ ん の 時 内 全店 ン 真 て 

【ONLINE SHoP1 まな て 実 く い が ん 2 を 人 42 后 る 真 え の 合集 うめ 映 

https:/clarisbooks. せり じ 誠 だ そそ た ナチ 必 な に ら の 

co と り ま デ け 短 読 い を 通 ル ワ 実 の は な た 新 集 セ 県 が 思 哲 


【 『 七 月 堂 古書 部 』 後藤 聖子 さん 選 】 


本 の 世界 に 散歩 に で か ける 詩集 


いつ も 持ち 歩く 魂 を の せ た 舟 は 
精神 安定 剤 光 差す ほう へ 
『 歩 き な が ら は じ ま る こと 』 骨 「 広 』 
西尾 勝彦 著 news 半生 
月 党 5 レコ 
2018 年 /2200 円 か て で sime の 2019 年 /1500 円 
奈良 の 森 近 くに 住む 詩人 の 池田 さん の 詩 の 根っこ 
作品 。 絶 版 も 含ん だ 詩集 5 に は 、「 生 きる こと へ 
冊 が 収録 され て いる お 得 な の 背 定 感 |」 が ある 。 つ 
一 肛 と な っ て いる 。 た ま に まず き 。 喜び 。 意 し み 。 
椿 を 食べ る 男 や 廊 人 が あら どれ も が 自分 を 作る も 
われ る が 、 そ ん な 空想 も 含 の だ と 思い 出さ せ て く 
め 、 手 を 伸ばせ ば 届く よう れる 。「 帰 る 場所 は こ 
な 愛 お し い 日 常 を そっ と す の 灯 の ある と ころ 。 た 
くい あげ て 編ん で いく 。 くさ ん 寄り 道 を し て き 
日 々 を 抱き し め た く な る よ て も 大 丈夫 。] そ ん な 風 
うな 詩集 。 に し て 、 歩 きだ す 心 に 
寄り そっ て くれ る 。 
The inland sea 
水 を 欲す る よう Takei Rie 12 の 島 と 2 つの 港 
本 を 読む を つづ る 旅行 詩 


『 の ど が か わい た 」 TThe inland seal 


大 阿久 倖 万 著 タケ イ ・ リ エ 著 

岬 書 店 archaeopteryX 

2020 年 /1430 円 2019 年 /1000 円 

17 歳 か ら 発行 し て いた 詩 瀬戸 内 海 の 島 々 と 港 が 計 入 
と 詩人 を 紹介 する フリ ー ペ と し て 連なり 編 まれ た 詩集 
ー パ ー と 、19 歳 の 著者 が で す 。 景色 の 描写 、 名 


書い た エッ セイ を 収録 。 ふ 
と 出会う 違 和 に 「 こ の 正体 
は な に ?」 と まっ さら な 妖 
間 を 投げ 、 自 分 の 力 で 考え 
る 。 そ し て 、 結論づけ られ 
な いも の も その まま に 飲む 。 


詞 の 登場 で 、 い つか 見 た 景 
色 や 共に いた 人 の こと が よ 
み が え る 。 旅 は 日 常 の 線上 
に ある 。 束 の 間 、 記 憶 を た 
どっ て 旅 に 出る こと が で き 
る か も し れ な い 。 第 25 回 


エッ セイ で あり 評論 で あり 中 原 中 選 人 最終 修作 。 
哲学 と し て の 本 。 
ーー nformatton 一 一 は 棚 の 篇 と を ヨ し 田 紹 の に あ 見 誰 守 繰 す 三 割 揃 小 
ic し や る の も 皿 計 た 雇 介 則 と る つと りり て を 8 ま 詩 
め 枕 . る あい の 区 弘 し 会 ピ と け も み 返 し 夫 は な 
月 堂 古書 部 て そ 元 ぜ と る 出自 効 沢 きた い 婦 落 る 共 た し ず は め 新 書 溝 集 
時 大 も を 計 全 の 四 を か 才 う れい 謎 る 謎 き 則 原 ・ 
5 みみ ロ 回 
線 ・ 井 の 珠 骨 大 。 民 つ 持 し 半 鼓 多 持 本 勝 し さき 交 き 存 た も 衣 店 古 で の 多 
前 駅 か ら 徒 歩 2 分 。11 けち 共 面 舞 様 ち を 彦 む お り ま 裳 な 在 い か な まお 書 月 出さ 
ー 呈 。 0。 求人 委 詩 ほ が G す だ に 開 さ 時 うす が いで 。 に い 多 あ 堂 版 肖 
田谷 共 原 2-26-6-103 集 し 楽 っ 物 る * 舎 くん 間 ツ ソ ツァ あ 昌 す 日 いと 藤 わ 吉 社 
が し に 豆 門 "リサ と や な ク と ろう 怒 ゃ 々 で 上 后 避 せ 量 に し と し 
合 03・3325・5717. い 去 好 ラ ま きい ヽ 話 に 3 持 思 避 て 
あ し 楽 ラ ス て 裏 ゎ も て 都 併 い 
【ONLINE SHOP】 る よる まき こし ク は も 作 の し すい 楽 ち 日 2 耶 詩 民 設 し 
htips:/shichigatsud. 生 る と 誕 を いり セ 表す と ご ま を し 湖 党 を を 集 で き エ 
buyshopJp/ 活 “ る こ | そ の 元 詩 く の V 
4712 を 本 う が か る と シッ う 守 が 然 分 ビ に は ぉ に ちほ ら る 品 た 月 


027 散歩 の 達人 


0⑩4 | 散歩 本 で どこ まで も 行こ う 


【 『Readin'Writin' BOOKSTORE』 落合 博 さん 選 
ユー に テー ぐ ーー ふ さ 
新た な 魅力 に 気づく 東京 本 ・ ガ イド ブッ ク 
さま ざま な 読み 方 
が で きる 鬼門 の 物語 池 が 育ん だ 文化 と 
ーーー 歴史 を た どる 
「 東 京 ス カイ ツリ ー と ーー 
東京 タワ ー 「 不 忍 池 る ものがたり 
[ 押 門 の 塔 ] と [ 裏 鬼門 の 塔 ] 一 江戸 か ら 東 京 へ 』 
細野 透 著 に 著 
nr 2018 年 /2640 円 
葉 ス カイ ツリ ー 
建築 ジャ ー ナ リス ト の 著者 か つて 一 帯 は 東京 湾 の 入り 
は 「 推 理 小説 の 作法 を 借り と 東京 タワ ー 江 で 、 成 戦争 の 激戦 地 を 


経て 明治 に は 競馬 が 開催 さ 
江戸 か ら 東 京 へ れ た 。 そ ん な 想像 を し な が 
ら 散 策 し た く な る 1 司 。 大 
学 に 入っ て 初め て の デー ト 
で 不 礼 池 の ほ と り を 歩い た 。 
イン バウ ンド と いう 言葉 も 
な く 、 週 末 な の に 人 は ま ば 


た と いう 。 二 つの タワ ー は 
な ぜ 皇 居 の 上 鬼門 (北東 ) と 裏 
鬼門 (南西 ) に 向かい 合う よ 
うに 、 そ び え 立 つの か 。 千 
年 と いう スパ ン で 平 将門 、 
太田 道 濯 、 徳 川 家康 、 西 郷 
隆盛 、 丹 下 健三 ら が 登場 す 


る 異色 の ミス テリ ー。 ら だ っ た こと を 思い 出す 。 
新た な 視線 で 気づく LA PI NA 

東京 の 楽し さ 條 / 10KD も し 古代 ロー マ に 
ーー 三 タイ ム ス リ ッ プ し た ら ? 

『 ア イラ ブ 東 京 」 っ 5 遇 

ラ ・ ビ ピー ナ 著 「 古 代 ロ ー マ 旅行 ガイ ド 
学研 ブラス 一 日 5 デナリ で 行く 
9 フィ リッ プ ・ マ ティ ザッ ク 著 
著者 は イタ リア の 人 気 DJ に 安原 和 見 記 

し て ミュ ー ジ シャ ン 。 本 国 ちく ま 学 芸文 庫 /2018 年 /1320 円 
で は 5 万 部 以上 を 売り 上 げ タイ ム ト ラ ベラ ー 必 携 の 一 用 。 海 


た 。 来 日 回 数 は 50 以 上 と あ 
っ て 、 微 に 入り 細 を 董 ( う が ) 
つ 記 述 か ら は 愛 が あふ れ 出 
し て いる 。 気 に な る 女の子 
に 告白 さ れ て いる よう で 何 
だ か くす ぐっ た い 。 東京 未 
経験 者 に も お すす め の 一 冊 。 


外 旅行 ガイ ドブ ッ ク の 定番 [地球 
の 歩き 方 』 の 古代 都市 ロー マ 版 か 。 
エン ター テイ ン メ ント や お 買い 物 
な どの 情報 も 掲載 され て いて 、 至 
れ り 尽く せり 。 ラ テン 語 の 日 常 会 
話 集 ま で つい て いて 、 シ ー ザ ー に 
遺 遇 し た と し て も 安心 ? 


ーー mm 一 場 の 感 の す 社 タ の 地 こ 棚 一 いい 時 飽 だ る 2 店 地 児 会 階 
9 所 愛 あ 目 っ 会 ワ が 域 の か 取 ま 間 き 本 の 0O 主 図 童 科 段 え 
Readin'Writin* を お ふ で 志学 | た 性 店 ら り す を ら で は 1 の と 書 学 が 
BOOKSTORE 長 し を 見 イ は ひ は せ は 目 上 * か れ す 文 ア 差 日  、 目 を を 
(7 前 が 文 東 ラク と 天 呈 革 う た て と 返 て で で 博 入 還 シ 入 弁 色 
地下 鉄 銀座 線 田原 町 駅 し 仙 体 京 素 口 京 し や %4 老 賞 晶 い 店 さ 活 "と る が か の 
ae の 02 みす 組 エ 交 よ も みい 滞る は て 閉 る り 前 は を 全 必 く を 
3 ご ろ 、 月 休 。 よ あ ト \ 思 5 SS No 
47 うく し る は 分 うう ま 人 を を 率 きま 眼 と で た 較 え 了 m 因 中 け 
合 03・6321・7798 " 自 て と イ 析 下 リ コ い 眉 京 た を は 生 = 記 る 若 必 本 て 
分 て スタ レ し マ 1 不 で ま 、 と い ほ 分 置 者 が ・・ 棚 階 中 
が ヽ い ピ リ た | と 忍 す [ 地 思 林 まで い を 交 東 編 に へ に 
住 1 ア 本 ク 東 池 か と 図 ム 選 て 経 計 舎 - 続 入 
お 異 ト 人 で を 京 も ら な の て を いん いて 信 応 集 社 く る 


【 『 こ ども の 本 屋 て ん し ん 書房 』 中 藤 智幸 さん 選 】 


散歩 の 視点 を 変え る 絵本 


女の子 の 視線 に ダディ の 鼻歌 
導 か れ て り 子連れ 散歩 
『 い っ ぽ 、 に ほ …」 「 だ ん ご むし の 


シャ ー ロ ッ ト ・ ヴ ロト ウ 文 ダディ ダン ダン 」 
ロジ ャ ー・ デ ュ ボ アザ ン 絵 お の りえ ん 作 / 沢 野 ひと し 絵 
ほし か わな つこ 訳 / 由 ss、 福音 人 書 店 

重 話 遂 出 版 /2009 年 /1540 円 こ 2011 年 /880 円 

ちい さ な 女 の 子 と その ぼん や り と テキ トー な 
お 母さん の 、 あ る 春の 鼻歌 を 歌い な が ら だ ん 


日 の お さん ぽ ぼ 。 い っ ぱ ぽ 、 ご むし の ダディ ダン ダ 
に ほ … と 足 を 進め な が ン は 子守 の 散歩 を し ま 
ら 、 女 の 子 は こと ある す 。 ど こ か な げ や りな 
ご と に 此 細 な 風景 を 指 光景 は 近所 の 公園 で も 
差し 「 み て ! 」 と お 母 さ よく 見 か け ま す が 、 世 
ん に 呼び か け ます 。 短 の ダディ た ち は 我 が 子 
い 道 の り で も 、 新 鮮 な に 危険 が 迫る と どう 対 
気持 ち で 向かい 合う と 処す る の で し ょ う 。 ダ 
世界 は 変わ る こと に 気 ディ ダン ダン は 「 た あー 
付か せ て くれ ます 。 つっ! っ と 解決 。 は あぁ ん 。 
1 枚 の 絵 か ら まち に は か お が 
街 が 広がる あふ れ て る 
『 イ バラ ー ド 博物 読 」 [まち に は いろ ん な 
井上 直久 作 か お が いて 』 
佐々 木 マキ 文 ・ 写 真 
1994 年 /3190 円 福音 館 書店 
2013 年 /990 円 
画家 ・ 井 上 直久 が 創り 
上 げた 架空 の 街 「 イ バ 人 と の 接触 を 8 割 減ら 
ラー ド 」 の 風景 画 シリ せ と お 達し が で まし た 。 
ー ズ 第 1 作 。 超 現実 で これ まで は 当たり 前 の 
幻想 的 な 街並み に も か よう に 顔 を 合わ せ て い 
か わら ず ど こ か 懐か し よ 六 た 人 た ちと 気軽 に 会 え 
く 、 本 を 開く た びに こ に な い 状況 に な り 、 孤 独 
こ で は な い 別世界 へ と を 感じ る 方 が 増え て い 
連れ 去ら れ ま す 。 ス タ る と 思い ます 。 で も 周 
ジオ ジブ リ 作 品 の 世界 り を よく 見 渡せ ば 、 実 
観 に も 大 き な お 影響 を 与 は "いろ ん な か お "た ち 
えた 、 偉 大 な る 理想 郷 が 親 し げ に 声 を か け て 
へ の 入り 口 。 き て くれ て いる の で す 。 
ーーmrmaon 一 激 運 望 レ ス ? 0O 書 て 詰 見 点 に いさ も ん で 一 楽 り 店 
と ん に セ ゼ で 80・ い こま が を 行 ま ん の で あ し い 内 絵 
こども の 本 屋 護 で 応 て 冊 円 札 た れつ う あ 変 く ` は を すま 散 め 子 に 
て ん し ん 書房 自 え 上 読 目 全 送 が まく る えと 近 話 選 が りか る 供 は を 本 
本 感 分 て 用 後 安 ふう サ 。 で と か て き 所 す 真 本 は 絵 幅 や 
了 が で 絵 な 感 べ | 店 実 名 も み に に * ま ど と 合名 が も 本 広 児 
地下 鉄 丸ノ内 各駅 選 本 ど や 。 4 ビ の 店 し る 通 生気 し こ に と 産 ち だ く 童 
6 ぶ を 最 号 民 ス 営 舗 れ と る 活 軽 た か きん ろ け 扱 書 
1 番 出口 か ら 徒 歩 4 分 。 で の 選 お 近 女 目 ご 業 で な いい 人 に と 気 え りら で ん で うな 
10 時 一 暗く な る まで 、 月 き と ぶ 客 の 2 安 を 休 の い 思 る 埋 街 店 が た ぉ もら 大 も = と 
休 ( 不 定休 あり )。 文京 区 る は * き お ぉ 0 で 褒 止 販 い の 曲 に 年 晴 と て 誠信 5 て いで 
IS297F 人 ほ ま 番 ん す 0 1 め 挟 あ が 人 道 の 出 の れ 示 は が 0 人 < こ 
で 03.5615-9589 ます た 店 か す 円 方 た 久 に どけ に 買 ら 中 る 多 ` 読 0 し と 
拓本 の 人 の 日 っ で だ て GNU た 攻 まる: 人 を 品 人 きる 
コス コ な っ 
素 を 要 ブ 1 60 選 ち が 叶 視 の い 電 な を な たま も あぁ 卸 本 
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No 生計 松 LM 6 導き SS りき 

1 8 ロ う SS へ ョ s。 色 呈 0G 嘩 伸二 呈 8 

ao 表 る さっ 心 臣 こ 上 き 水門 る 1 届 選 モ ョ 
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IA ED SS タロ 昌和 ま 才 SH 后 SKS 還 る 
の 介 :3 性 1 

へ 迷 : 太 に 中 どら に 間 時 生 半 丘 還 や さら よせ SE 

SN 到 < 史 召 せる 弄 叶 窟 。 下 O 邊 め 年 。 虹 記 齋 な E 

ェ ゼ 由 人 委 Q 明 問 展 還 や で 玉吉 補 つ = 

HH ラ | S 。 世 時 人 の 交 指 ミ 

所 較 取 国 角 品 避 財 ンマ 回 の 


1JG っ ntG 因 参 " で せ 編 香 全 ン 
で で 和 トー6tnG や 7 上 下 
GU 掴 導 じ KK つつ し ツ teIIINOT 門 
慌 G03) で うり 司 Ne 唯 所 < 下心 へ 代 
SOJWW0 っ 緒 公 BI)NOS 


ン 析 じ つ WeO' 編入 交 4NNTOS 
二 R # 。 し ゃ 穫 っ つ " GU 半 お 県 卓上 ロ 四 4 
6 人 タ Ro つつ 怠っ いい 必 DPD 肥 代 で 代 っ つ * 
倒 K SSK 宮本 っ 穴 や 和 人 NR 串 ロ 7 
の だ ゅ で IN キーJKTTSN つ 過 Ne pnQNQ 
ド ENVSS1SPUSPUY ま SMG:BP 
で he や" 悪 器 所 友 h 回 由 G 駐 党 
9 現代 っ 0 さ ふさ G 国 弟 16 し 統 公 ロ 
下 っ 刀 朗 人 っ ン "1)G 墨 稚 G 団 問 
ぉ ミ @ 幸 じ 抜 芝 ne 了 皿 公 つ い 妖 つっ " 
1 まる ト 拓 | ゆ さ 懲 展 ロ くっ GST)0G 罰 
に まさ 回 全 2 キ コ 
証 症 お さき 生 NeOAG 回答 U つ し @ い っ 公 公 
| き ミミ る マ NO" 記 Cuo 「 鐘 時 情 田尾 せ 噌 0 
8 3 前 SG 時 人 祥 SrNRYG DP 
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き 全 ピ 1 還 Pipty8 唱 意 っ し ちい Ne IN 
四 D NR いき S ン し 絡 つ ら お し ば マソ 収 匂 NN さ 
引 jn 拉 四 


や ヘー で 8 「 公 で っ っ 一 | 牧 守 で No 
JJ 本 北 っ きつ "* 
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散歩 が くれ た ギフ ト を 形 に し よう 


散歩 の 途中 で 思い が け な く 出会っ た ね こ た ち 。 ね この いる 気まま で 自由 な 風景 を 集め て か わい らし い 豆 本 を 作っ て みよ う 。 
手のひら サイ ズ の 豆 本 を 開く と 、 ね こさ ん ぼ の 思 い 出 が よみ が えっ て くる 。 手軽 に 作れ る 蛇腹 式 豆 本 の 作り 方 を 紹介 。 


これ 以上 
こうか な いか ら 、 
透け な いで 


※ プ リン ター に より 行 の 高 さ を 50mm に 
する と エラ ー が 出る 場合 が あり ます 。 そ の 

合 は 行 の 高 さ を 低 くす る 、 款 白 を 狭め る 
な どの 方 法 で 試し て みて くだ さい 。 


【 準 備 す る も の 】 


カッ ティ ング マッ ト 、 定 規 、 カ ッ タ ー、 へ ら 、 木 工 
用 ポン ド 、 筆 。 厚め の 紙 (表紙 用 )、 画 用 紙 (見 返し 用 ) 。 
本 体 は 高 品位 A4 紙 を 使用 。Word で 4 行 8 列 の 表 を 
K さ せ 、 行 の 高 さ 50mm、 列 の 幅 34mm に 指定 
※)。 表 の 下 左端 か ら 1 枠 ずつ 写真 を 挿入 し て いく 。 
その 際 、1 行 ご と に 天地 を 逆 に する 。 


写真 を 印刷 し た A4 用 紙 を 左 か ら 
1 列 ご き 折 り 、 次 は 山 折 り と 
いう 具合 に 繰り 返し 折っ て いく 。 


1 行 目 左端 か ら 折 り た た み 、 右 端 同様 に 2 行 目 と 3 行 目 は 左端 の 写 周り の 奈 白 を 切り 取る 。1 行 目 と 山 折 り の 場合 は A4 用 和紙 の 裏 か ら 
の つなが っ て いる 部 分 で 折り 返す 。 真 を 、3 行 目 と 4 行 目 は 右端 の 写 2 行 目 の 間 に 切 れ 目 を 入れ る が 、 折る 箇所 に 定規 を 当て 、 へ ら で な 
同様 に 最後 まで た た ん で いく 。 真 を つなげ た まま 切れ 目 を 入れ る 。 右端 の 写真 だ け は つなげ た まま 。 ぞ っ て 折れ 線 を つけ て いく 。 


表紙 は 本 体 より 2mm ほ ど 大 きめ 。 表紙 は Word で 作成 し た 1 行 3 列 本 体 と 表紙 を つなぐ 見 返し は 50 蛇腹 状態 の 本 体 。 ⑤ の よう な 横 位 
行 の 高 さ 52mm、 列 の 幅 36mm の 表 に 写真 や 文字 を 挿入 し て 作る 。 ※68mm の 大 き さ 。 こ れ を 2 つ 置 写真 は 左右 半分 ずつ っ トリミング 
( は 9gmm) に 指定 し て 作る 。 育 の 折れ 線 を へ ら で つ け て お く 。 に 折っ て 本 体 に 科 付 け す る 。 し て 印刷 する と 見 開き に な る 。 


で きれ い に 納 まる 


プ 


表紙 写真 を 帯 の 高 さ (12mm) だ 見 返し を つけ た 本 体 が うま く 表紙 


け ト リ ミ ン グ し て 印刷 し た 帯 を 巻 に 納まる か 確認 し 、 見 返し と 表紙 
き 、 適 度 な 長 さ で 付 け す る 。 を 籠 付 け す る 。 
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0)6⑮ 珍 樹 ハン ト は 
漠 造 する 自然 遊び だ _ 


で sz .。 

泊 昌 計 の クロ マツ 。 よ く 不 と 到 福 
し た 寺 が ん ト の よう ( 。 マダ 季 雑 な 形 

っ プー ミー 征 c ー 


上 夫 Mtame Nohiko 


HI965 古 請 東 記者 生ま れ 。 珍 樹 ハ ンタ ー。 
数 年 前 具 木 格 的 に 珍 樹 ハン ト を 始 
交 証 証 目 証 棋 た 目指 じ 活動 中 。 コ レク シ 
目 較 数 上 2000 点 超 。 「 珍 樹 ア ニ マル 探偵 
回 明細 本 の きま っ くり さん フォ トコ ン テ 
NIS ント も 開催 。 SS 
の コレ クシ ョ ン 」 も 公 

" に 


珍 樹 ハン ト の コ 


3 つの 点 を 見 つけ よう 


珍 樹 は 正面 か ら 見 た 顔 の 形 に 見 立 
て る こと が 基本 。 そ こ で 、3 つ の 
点 が 集まっ た 形 を 顔 と 認識 する 人 
間 特 有 の 防衛 本 能 「 シ ミュ ラク ラ 
現象 ( 類 像 現象 )] を 利用 し よう 。 \ 二 を 樹種 は イチ ョ ウ 。 
木 の 節 な どか ら 目 や ロロ と な る 逆 三 ギク ツキ が 側 け た 9 っ 
角形 の 3 点 を 見 つけ 、 ア ッ プ で 撮 て 
影 す れ ば た いて い 顔 に 見 える 。 3 人 の 5 に 069 


う バ パー ジョ ン も 。 


調布 の 野川 公園 の アオ ギリ 。 よ く 見 る と 木 の 股 に 顔面 が ! 
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じっと 観察 ・ 想 像 すれ ば きっ と 何 か が 見 えて くる ! 


木 を 眺め て いる と 、 模 様 や 形 が 動物 や 物 に 見 える こと が ある だ ろう 。 そ ん な 珍し い 木 = ニ 「 珍 樹 」 は 、 公 園 や 街路 な ど 
私 た ちの 身近 な 所 に 潜ん で いる と いう 。 数 々 の 珍 樹 を ハン ト し て きた 名 人 に コツ を 聞き つつ 、 あ な た も レッ ツ 、 ハ ン テ ィ ン グ ! 


取材 ・ 文 ・ 撮 影 (P.37 の み ) ニ 下 里 康子 


右 / ポ ー ジ ング し た ボディ ビル ダー の よう な 幹 。 下手 を 広げ 
た オペ ラ 歌 手 の よ うな 木 は ラピュタ "の ロボ ッ ト 兵 に も 見 える 。 


ドー 珍 樹 ハ ント の コツ タ 
寄っ て タメ な ら 、 引 いて 見 よ 


木 を 見 て 森 を 見 ず と いう 言葉 で は な いけ れ ど 、 
細部 を じっと 見 つめ て も 感じ る も の が な か っ 
た ら 、 ち ょ っ と 引い て 遠目 か ら 木 全体 を 観察 
し て みよ う 。 思 わ ぬ 発見 、 見 え 方 に な る は ず 。 
また 、 周 囲 の 背景 を 一 緒 に 撮影 する こと で ハ 
ント 写真 の 面白 み が 増す こと も 。 


3 だ 参 ン ト の コッ 旬 EE * 旨 ハン ト の コッ レグ 
樹 は 顔 だ け に あら ず 足元 に も ご 注意 


動物 や 人 間 、 キ ャ ラク 
ター の 顔面 ば か り を 探 
し が ち だ が 、 物 に 見 え 
た り 文 字 に 見 えた り 、 
シル エッ ト も あっ た り 
する の が 珍 樹 。 い ろ い 


目 の 高 さ の 幹 や 枝 だ け 
で な く 、 足 元 も お 見 逃 
し な く 。 根 や 切り 株 、 
倒木 に も 珍 樹 は ちゃ ん 
と 生き て いる 。 写真 は 
切り 株 な の だ が 、 な ん 


ろ な 見 立て 方 で 臨む こ と も 人 間 的 。 両 ひじ を 
と が 大 事 だ 。 写真 は サ 曲げ て 寝そべっ て いる 
ザン カ の 幹 に 現われ た よう な 、 酔 っ 払い が 起 
クマ 。 色 の 異な っ た 樹 き 上 が ろう と し て いる 
皮 が 、 立 ち 上 が っ た 姿 よう な ……。 想像 する 
の シル エッ ト に 見 える 。 の が 楽し い 一 枚 だ 。 


補 珍 樹 ハン ト の コツ Z 


見 つけ や すい 樹種 が 


補 2EAPX2EV7 。 ) 


PR あれ ば 、 じ っ くり 観察 
] 販 京 ク 


街 は 意外 と 木 が 豊富 。 片っ端 か ら 
観察 する の も いい が 、 打 率 を 上 げ 
る な ら 樹 種 を 絞り 込む の も 手 。 珍 
樹 発見 率 第 1 位 は アオ ギリ (写真 ) 
で 、 枝 の 落ち た 跡 が 目 の よ うな 模 
様 に な る こと が 多い 。 マ テバ シイ 、 
ユズ リハ 、 ヤ マモ モ 、 シ ラ カ シ 、 


何 か に 見 え そ うだ けど わか ら な いと 思っ 
て も ひと まず 撮影 ! 帰宅 後に 画像 を 眺 
め る うち に 気づく こと も 多い 。 画像 を 回 
転 さ せ て みる の も アリ だ 。 写真 は と も に 
撮影 時 に は タイ トル が 付け られ な か っ た 
珍 樹 だ そう 。 左 は 肥 中 類 っ ぽい イチ ョ ウ 、 


4 


右 の ヤマ モモ は 「 ひ ょ っ と こ ]」 と 命名 。 = ト 0 コブ シ 、 カ エ デ な ども 狙い 目 だ 。 
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RS 


だ 


珍 樹 ハン ト は 創造 する 自然 遊び 
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【 キ ャ ラク ター 編 】 


【 人 体 編 】 


う 。 


さい ロ 侍 つ 嘱 閉 じ 拘ら 公 四 緒 ” 交 和 品 


軸 は 人 IKE 8 
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は コーン ーーー ャ の ーー ャ ーー 
3 ロ " 釣 六 り ふか かっ くし 


ロ つ WS 國 り つ QY 斑 G 敵 上 p 番 仙 
SG し 父 編 G ふ yh や SINHI ト Y 避 販 く 
し っ Ne つ ” 咽 禄 0 代 っ OpASNG" 


語 じ を 

装っ 時 SU べく ロ mm で SS っ K 押 や つ 

b 合 久 ま っ さじ" ゴ 拓 人 編 @ 皆 正 細 公 他 
際 き 人 で WSrituEyUaU 
衣 還 C 記 り 和 人 SG し 伸 ン 包 前 人 つ " 
財 まさ と で 表せ HOHHOJ つ しっし 白 つっ G 乱 お で 
全く 5 SU RGKGMSO 和 * 無 mne" 散 ポ 7 

まお っ re 人 rr)Ny Fm4 朴 レー] J ト 

時 や ー ミ fte さ し "mWSRS 所 さ 


散歩 の 達人 
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RS 
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珍 樹 ハン ト は 創造 する 自然 遊び 
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ペコ J 和 0 で っ けり Ne トミ 0 で GO しか 
1 民 ]) 0S 褒 ロゴ 0 和民 ロ くさ GS 
く ハ ィ 理 庄 革 ” 岡 導 臣 証 忠 谷 賠 ′ 連 
SI 


SASFESESM 


rf く ] FV 
尽 層 te 皿 ′ 咽 半 じ NG る 


6 斑 藤 G 敵 上 届 握 問 つじ 菩 も や G 
や く ヘ ハーG 婦 明和 二 や te 瑞 過 穫 そ て ヘイ" 
暑 GtO 穫 培 明 公 嘱 (で NeG ぜ 必 ヘ ー 
私 じ ト 慎 つ " 六 公 奥 信じ 斑 欧 公 
S16 や 据 で っ 事 疫 GBS 了 固 押 っ 
握 郷 接 R 給 閉 OG も 人 斑 公 嘱 人 ユ 
っ G" 掴 け QOS お ふ 
ym 人 K 和 守っ 0QT 
TS NR お NR お もつ 台 司 @ 斑 代 ゼ 光 咽 角 
R っ WO FDGWG 末 家 せ 郷 抱 1 ユ 
や 湯 し 表 由 で C: じゃ 斑 G 敵 上 ひ 円 
回 で RSO 穫 っ く 提 4 守 埋 …… ピ 

「N で で せ 志 む NonQD 狼 W じ っ ン G し 
玉 慌 " 斑 U 直 人 や っ いっ tr) の ゃ 和 
っ し つ ′ で Ste 地 せ 福 好 の 過 記 的 入 
つじ し 4Q ン コリ っ っ し じゃ] 

6 公 ロ mp く ヘ て GTA ゼ っ ン DMSO 
(98 特選)′ 1 貴 穏 りり せ 
く コ " 「 尽 展 Nem ( 障 詳 R) 中 閉 Ne 
人 る (回 悪 R) しゃ 」J そ ヨゴ 0" の ロ 全 ン 
過 ン 0 で G 斑 藤 呈 4mOD” の 0 ン 忌 
OH0P ン 刀 人 0 っ " N@ 宮 公 各 公 嘱 D 
SQ っ SM” o 選 換 Q 手 人 や じ ” GS 
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な り 


【 水 族 館 編 】 
= さい と 言わ ん ば か り の 立派 な 
! ケヤキ な どの 大 きく な る 木 


用 を 足し て くだ : 


は 、 切 られ た 根元 の 断面 が 便座 の よう 
や すい の だ と か 。 多摩 動物 公園 に て 。 


便器 に ドキ ッ 


画 時 忌 む つ を で っ 
NAK マー 0 さよ いこ に て 


根っこ 。 
思わ ず 感 動 。 以 来 、 


ク で 、 く ね 高尾 山 の 4 号 路 沿 いで ハン ト で きた 


と 小山 さん 。 


文字 探し は や みつ き に な り ま し た . 


「 巧 みな 届 折 の し か た 〔 


える と は ! 
ポ 
い 気 分 。 ペ ンチ 代 


校 と 大 き な 節 、 
ガメ の 横顔 を 表し て 
て 。 


テバ シイ の 割れ た 


「 鼻 の 先端 
] (小山 さん )。 


リー 


ウゥ 
アシ カ は 、 実は 倒 


ミ 


井の頭 必 賜 公園 で 見 つけ た 


ウゥ 
海 で は な く て 空 を 泳ぐ カメ が 亀戸 中 央 公園 


出現 ? マ 


カシ ). 
り た 


同じ 生き 物 と 出合 


と 
うな る の ? と 不思議 で 仕方 地面 で の ぴの び 、 何 と も 蛋 動 感 の ある 「 ん 」 は 、 


シワ が 見 事 ! 
いる 。 地 名 と 
な い 。 ク ス ノ キ の 核 ぶり は ユ - 


寄っ た 
すれ ば 「2] に 変身 ! 小金 井 公園 


木 (樹種 は お そら く シ | 

ー ル を 乗せ て 写真 を 撮 

わり に 座っ て いる 人 も いま し 

どん な 経緯 で 

くね 伸び る 校 の 形 は 多く の 文字 を 生む と いう 。 
逆さ ( 


や さっ J”G 人 S ロ せ ” 訟 各 の 人 SS 
で 由 っ 公選 必 る 団 ね Gp っ っ し ゃ SR" 
1 く GBO 人 居間 協 で 生 レ ャ マーK ロ し 
ONe" 時 甘 つ じ 雅 や H6h]" 将 居 GS 代 
く ヘ ーQ 衝 玩 じ 座 ぶり 拘 な くつ 一 
NMS 公 0D9SYO を っ むき っ GR 中 
む や 貸 編 ロ ふ ャ て ミ さむ teT ) JP 
「NG 環 し 配っ DS る さ ン レ p′ 人 能 臣 0 
MS0 ン 4Q 幅 じゃ 編 必 公 Q 近 NeG 
や 6 台 牙 つっ や 6 か 」” 自作 人 科 じ っ 
h6 昭 A8NpS し じゃ もつ" 串 客 つ 互 
ふ ャ て ミ だ むせ Nut 唱 人 井 屋 晒 公 
直 H6SNO" 1) や 因 是 光 " 
ST ) で に 狩 札 や 〇 て" っ 0O 碗 鉛 一 
県 計 選 昌 っ し NO の 弄 G 散 G 麗 0 
切っ 尽 Ne" 人 Nun シ ロゼ 貸 編 せ 咽 
DSQS2" 握 補 に を T か SOP ゃ 7 
足 りき No 中 人 8 屋 ” 隔 っ 0 っ じゃ 店 
SQ08 っ つっ) 公 他 環 べ り 公 玩 さ トド 
皿 G 瑞 占 愉 GO 公 棚 Ke? 由 珈 
暴 皿 代 G 公 居 塊 李 賭 っ 斑 世 の 咽 上 
ゃ っ し じ " 撤 16 じ 嘱 じ ( 心 値 人 0 宮 "本 財 
画 園 財 や や 届 穫 居 人 ロ ゃ で 0 レン 
te” し ゃ 7 名 固 1) 肉 四 ” NbSS 革 じゃ 
間 S で 8 泡 衝 DIO TS せ 一 っ 隔 
Ne 内 是 り ヨ 4mNto SQ に 昭 艦 " 代 斑 
せ 束 つじ 税 SNe 押 玖 多 尽 避 代 っ " 還 お 
ゴ つ G 了 で SQD 全 さら せ 父 罰 く へ 入 
ー” ヒ ゼ wWSS 朋 箇 G り ヘイ 誰 斑 選 YY 
っ リン ュ J1 章介 で 一 


た 


下 里 が 実践 し て み ま し 


ライ ター 


さん 
た い 。 


けた ら 、 ぜ O 観 宗 し た 


見 か 


くま の プ - 
と 思わ れる 枝 の 


跡 が 黒く て 出っ張っ た 


鼻 ( 


植わっ て いた 


せ 下 人 
も を 6 
まき さ 
S も リ 
SR 車 
き 【 


ル 
に 
ピ 
王 
マ 
M 
で 
還 


ろ を ハン ト 。 重定 
見 える 。 ま ゆ げ と 


た 


目 は も し か し た ら 誰 か 


が 付け た 傷 か ? と 一 
昭 医 っ て し まう くら い 、 


の 傍ら 


と 
され 


し 3 
S 
ゞ 
人 
IN 


い 樹 種 の ひと つ 。 


8 
1 
に 


に 見 え 

だ が 、 

その 場 で は 似 て る も の 
そ 


類 と 穏 や 
顔 ( 
と 確信 。 


恥 り ミ 
人 Q 必 て 
て 
ふ 
ロリ 


I 
導 
セ 
に 3 
し ul 
じ 
ち 
トコ 


落ち た 。 


う 


も 


た 
は 


た ら . 


た 


見 えな く な る 


貴 
を 
癌 
価 当 
地 
芋 
華 


弄 ! 
える ] と い 


た 高 倉 健 の 画像 が そっ 
思っ 


る ! 

くり で 、 駒 ( 
う 

に し か 


見 。 太 いま ゆ と 大 き な 

鼻 、 骨 ば っ 

が 思い つか ず ひ と まず 

撮影 。 後 で 何気なく 見 
の が 珍 樹 ハ ント の 呪縛 。 


か な 表情 


度 そ 
れ ! 


樹 ハ ント の 手引 き 


谷 


E 


面白 写真 満載 、 


た 目 に 、 大 き な 


て ハン ト 。 丸い 節 は ぎょ ろ っ と し た 


江東 区 北砂 の 仙台 堀川 公園 に 


珍 樹 は 比 


た 


オウ ム な ど 島 
の よう な 形 を 


し 
ゲッ ト は 本 物 で は な い が 、 
見 つけ る 行為 は バー ド 
ウォ ッ チ ング その も の 。 


較 的 見 つけ や すい 。 ター 


こ か 毛羽 


も 人 て る ]。 


樹 友 も な ん だ 


くち ば し に 見 えた 。 よ く 眺 め る と ゴツ ゴツ し た 


羽毛 っ ぽい 。 担当 編集 の T 屋 氏 日 く 、「 ク ッ キ ー モ ンス ター! 


穴 は 開い た 


立っ た 


散歩 の 達人 
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和 N 0 どす 
Srsewwect Ne 
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StaJ ら un 
[NKK ゅ mmSK 計 さき 思 還 
便 GmWrap で い 
8@pSu 貞 虹 人 YS トン 
4 最 w つ CSJ 
思 較 つ ペン AG 4 次 、 
紀 @ 閑 つつ っ" っ 、 
= きい 8 旧 。 CS 
攻 SQOxuau 時 「 で ーー 
時 し WS や Nm0S 。 生 le 、 
者 各 Gteh? 生ま く 。 
で @ 補 ht3K よ 時 騙 臣 吉 
MG 過 gRw 提 つ Voi0R Su 生 証 5 
尽 る m じ SSS 5o NII 還 
ー の ら 開 昭 倍 G 坦 球 公 編 じ っ ko 
四 掛 図 世 この らら 外 へ 呈 YNG や 
G し め っ っ G し ミー て 人 4⑮Q-U 六 記 
@Wh き Dts" 合計 上 起 司 じ 征 論 
っ で こさ を ゃ うっ GS” ゃ Y 還 


し 


た 


際 og ャ 
イア 

M る 2 
鑑 | 


デ 
H 


『 ハ ー プ 図 


( 文 一 総合 出版 ) も 上 梓 予 定 。 


的 研究 を 開始 。 野 


も 
= 京 = 


四 殺 


野草 写 真 
” 山下 智 3 
Yamashita Tomomichi 
革 に 関す る 講 
出演 を 行う 。 著書 
と 暮らす 365 日 』 ( 山 あ 
谷 社 ) 
くっ つい て 移動 し ます ]。 


ゃ 


ー 


レレ 


視点 次 第 で 、 普 段 の 舗装 路 が 野花 彩る トレ イル に 


いつ も の 通勤 路 や 散歩 道 。 な に げ な く 歩 け ば 退屈 な 道 だ けど 、 道 端 の 植物 を 興味 深く 眺め て 歩く と 、 実 は 野草 の 宝庫 な の だ 。 
野草 研究 家 に その 識別 法 や 観察 の コツ を 教わり 、 実 際 に 近所 で 探し て みる と ……、 可憐 な 花々 に 出合 えて ハッ ピー な 気分 に ! 


取材 ・ 文 = 鈴木 健太 撮影 本 野 克 佳 (人 物 ) 


うし 塩 て ハ 食 る 抹 だ 
だ て を 粉 上 | 材 し 茶 『* 
* 使 混 未 ブ と 、 ラ ミ 
きら や ぜ 丘 二 シテ ネ 
シン ニハ パレ チ で て ラ の ラ 
ト と ス た は ぁ ぉ うみ ょ ル 
に も ギ ギ ス 乾 癌 と う が 
る を すき を 
香 を と と せる の めで 
ヒメ スミ レ 


都会 の 路傍 に 咲く 、 
住宅 地 周辺 の 道端 や 石垣 の 間 、 公 園 な ど 日 当 
た り の 良い 場所 に 咲く 。 花 の 見 頃 は 3 一 5 月 
ご ろ 。 直径 1 1.5cm と 小さ い 花 は 、 鮮 や か 
な 濃い 紫色 が 美しい 。 葉 の 裏面 は 紫色 を 帯び 、 
株 が で こ ぼ こ と し て いる 。 


小さ な 貴婦人 


ユー> ン 一 (て 科 吾 uu 
添 の と へ き Otr 可 


すす 
の が え ぇ え で 広 も り 料 草 
で 伸ばす い 楽 ^ 理 は 
きり 。 人 千 5 
は 繁 四 る ブ あ と 
嫌 殖 ナ も 風物 飲 
わ し っ 本 呂 に め 
れ や 根 て 当 と 使 た 


身近 な 野草 ミニ 図鑑 〇 ① 


ヤセ ウツ ッ ボ 


合成 を せ ず 、 寄 生 し て ニョ キ 
多摩 川 の 河川 敷 や シロ ツメ クサ の 群生 地 な ど 
に 生息 。 葉緑素 を 持た な いた め 光 合成 する こ 
と が で き な い が 、 マ メ 科 ・ キ ク 科 な どの 植物 
に 寄生 し 、 そ れ ら の 根っこ か ら 養 分 を 吸収 。 
4 一 5 月 に 唇 状 花 (し ん じょう か ) を 咲か す 。 


キュ ウリ グ サ 


ワ ス レ ナグ サ の そっ くり さん 


公園 の 草地 や アス ファ ルト の 隙間 な ど に 自生 。 
茎 や 葉 を も むと キュ ウリ の 匂い が 立ち 上 る 。 
花 の 見 頃 は 3 一 5 月 で 、 外 側が 淡い 青紫 色 、 
中 央 が 黄色 い 花 は ワ ス レ ナグ サ を 初 徒 (ほう 
ふつ ) と させ る 。 花 の 直径 は 2 一 3m と 小さ い 。 


散歩 の 達人 


古く か ら 薬 草 と し て 重宝 
河畔 や 森 周辺 に 見 られ 、4 一 5 月 ご ろ に 薄紫 
色 の 唇 状 花 を 咲か す 。 シ ソ の よう な 芳香 が 特 
徴 。 開 花 後に 走 出 茎 (そう し ゅ つけ い ) が 地 を は 
い 、 垣 根 を 通り 抜け る ほど 伸び る こと が 名 の 由 
来 . 乾 燥 させ て 藤 じ て 飲む と 糖尿 病 に 効く と も 。 


PyEIATIunal 


詩 帯 S (お で ) 一 ドーロ 


半生 介 品 
簡 を イ ウ ポ て し 装 5 
た 人 人 ラン 硬 る < 婦 
採る タ ポ じ の だ 付 
取 た ン 獲 外語 け 
き 多 人 する 来 * 根 
る の 種 - に 
る あ 広 は が あこ あぁ 
で く 受 在 セ が る . 
タ 日 粉 来 イ ム 総 5 
4 を す 32 昌 
ポ 分 に カタ リ に 
て ふ ば だ て の ス 
る る ョ 呈 み ん り に 
ゃ や ぇ えも も る 行 や 
すま に プ の り リ け し 
いす スラ も 食 に ら 
ょ テン 楽 べ 使う 
すさ イイ 5988 
2 まる 年 68 ま て 
タ 信 が えと で し で ぐ 
を 92 く 
ポ す 草 て 摘 い | 
か く と れん 育 。 ト 


物 っ 
銀 宗 し た 植物 は 写真 で 記録 。 写真 は シダ 
植物 の ゲ ジ ゲ ジ シ ダ 。 日 な た 、 日 陰 、 岩 
場 な ど 場 所 に より 植物 の 種類 が 変わ る 。 


ーー よ は . 寺 き SAY ププ せこ 


0⑩7 | 野草 さん ぽ で 知る 意外 に 豊か な 足元 の 世界 


ご 面 希 ウ まい え し 足 ご 子 と 者 。 ら 
近 : 白 少 えす ` る い 元 し プ そ 玄 流 の に た 始 
所 : いな ジ "その の や ラ 評 関 !) こ ひ だ め 
野 と で 種 ロ ウ の で 野 健 / す イ か を ちる 
草 い す 類 みる 変 草 気 い 條 し 出 有期 
さ う よ の シ ジ 化 ご は な こ | こ て 委 き は 
ん こ 上 上野 な 兄 を 近 一 野 ら の め に | 声 有 は 
ぼ と 草 ま る 美 所 年 章 記 時 野人 を 久地 か 
ト K を ^ ト し 血 遂 后 世 間 草 人 へ 重 且 な が 
出 探 時 ウゥ む 同 目 寺 を 人 摘 で 
イ 星 し 間 タ こじ し を た ゆ ゅ が じ と むし 
。 速 て を ン と 場 て 向う 1 る ん 際 ょ 
29 を すま %E を そえ ミ ) を 8 用 る 
タマ アジ サイ を じっくり 観 誠 。 葉 の 裏 まで し 久 も も て や も き 通 訟 ほそ て 財 王 い 有一 


っ か り 見 る こと で 種類 を 識別 で きる こと も 。 


身近 な 野草 ミニ 図鑑 ② 


ヒメ ツル ソバ 


し 『 表し ーー ン < / _ 奈 で w テ ) 
ビタ ミン C 豊 富 で 、 食 用 に も ! 見 つけ られ た アナ タ は 幸運 原産 は 、 は る か 遠く の ヒマ ラ ヤ 
河原 な ど に 生え る 1 年 一 多年 草 。 も と も と は 花 の 見 頃 は 4 一 7 月 。 普 通 の ノ ゲ シ の 花 は 黄 繁殖 力 が 強く 、 道 路 わ き な ど 都心 で も 遭遇 率 
ヨー ロッ パ 原 産 だ っ た が 、 日 本 各地 で 野生 化 色 一 色 だ が 、 こ ちら は 花 の 回 り が 白い 。 葉 が の 高い 野草 。 真夏 は 少な く な る が 、 例 年 4 
し た 。5 一 6 月 ご ろ 、 淡 青 上 繁 色 や 白色 で 、 花 ケシ に 似 て いる こと か ら こ の 名 が 付い た と さ 11 月 に 小花 が た くさ ん 集まっ た 直径 1cm ほ 
径 1.5mm と いう 可憐 な 花 を 咲か す 。 ビ タ ミ ン れる が 、 キ ク 科 の 植物 。 茎 や 葉 を 傷つけ る と 、 どの ピン ク の 花 を 見 る こと が で きる 。 初 心 者 
C を 豊富 に 含み 、 サ ラダ な ど 食 用 に も な る 。 タン ポポ の よう に 白い 肝 液 が 出る 。 に も 育て や すく 、 園 芸 用 と し て も 人 気 。 


ウス ジロ カン トウ タン ポポ スギ ナ ネバ リノ ミノ ツ ヅ リ 


> 本 5 


路傍 で 発見 。 小 さ な 目 玉 焼 き 杉 の 葉 に 似 た 、 栄 養 豊 富 な 野草 虫 も くっ つく 、 ネ バネ バ 野 草 


カン トウ タン ポポ の 中 で まれ に 見 つか る 多年 葉 殖 力 の 高い トク サ 科 の 植物 で 、 道 端 か ら 畑 ナデシコ 科 の 植物 で 市 街 地 の 道 端 に 多く 自生 。 
草 で 、 関 東 か ら 中 部 地方 に 分 布 。 日 当たり の まで 生え て いる 場所 は 幅広 い 。 カ ル シ ウ ム や ノミ ノ ツ ヅ リ の 変種 で ガク 、 茎 、 葉 な ど 全 体 
よい 道端 や 草地 に 生え 、 高 さ 20 一 30gom。 開 マグ ネ シ ウ ム な ど 栄 養分 が 豊富 で 、 食 用 や 楽 に 細か な 腺 毛 が あ る 。 腺 毛 に は 粘り が あり 、 
花 時 期 は 3 一 5 月 で 、 直径 4 一 5cm の 頭 花 の 用 資源 と し て も 重宝 され る 。 春 に 芽 を 出す ツ コバ パ エ な ど が くっ つい て いる こと も 。 花期 は 
外側 に ある 舌 状 花 ( ぜ つ じょう か ) だ け 白 っ ぽい 。 クシ は 、 実は この スギ ナ の 胞子 茎 。 3 一 6 月 で 白い 5 弁 花 が 可憐 。 
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「 ハ ー ブ プ 王 子 」 の 野草 レシ ピ 


タン ポポ コー ヒー ゼリー 


ノン カフ ェ イ ン 、 低 カ ロリ ー! 
タン ポポ コー ヒー は ウー ロン 茶 を 濃く し た よ 
うな 味わい な の で 、 コ ー ヒ ー が 苦手 な 人 に も 
の 。 根 を 焦がす ぐら い 炒 る と より ビタ ー な 味 
わい に 。 色 添え に タン ポポ の 花 を 添え よう 。 


材料 (3 人 分 ) 


ヨモギ の ケー キ 


香り 高い この 時 期 こ そ 、 作 り どき 
「 ヨ モ ギ は 春 一 初夏 に 、 香 り が 一 番 よ く な り 
ます ] と 山下 さん 。 香 り を 生か す た め 湯 が き 
過ぎ は NG。 ブ タク サ と 葉 が 似 て いる が 、 裏 
が 白い の が ヨモギ 。 摘 むと き の ご 参考 に 。 


材料 (3 人 分 ) 


作り 方 


…80g 


作り 方 


タン ポポ の 根っこ を 洗い 、 ハ サミ で ぶつ 
切り に する 。 


@ 丸 1 日 、 ⑩ を 天 日 干し する 。 


フー ド プ ロ セ ッ サ ー で 粉 に し 、 フ ライ パ 
ン で 香ばし い 匂 い が し て くる まで 炒 る 。 


の つの を 大 さじ 3 杯 ほど すく い 、 タ ン ポ ポコ 
ー ヒ ー を 溢れ る 。 


の が 80 度 くら い に 冷 め た ら 、 粉 ゼラ チン 
を 振り 入れ 、 よ く 混 ぜ る 。 


⑥ 粗 熱 を と っ た 後 、 容 器 に 入れ 、 冷 蔵 庫 で 冷 


や し 、 ス ブー ン で 適当 に すく っ て 艇 に 盛り 、 
お 好み で 豆乳 や オリ ゴ 糖 を か けた ら 完 成 ! 


散歩 の 達人 


玉子 を 黄身 と 白身 に 分 け 、 白身 で メレ ン 
ゲ を 作る 。 

⑥ ヨモギ を 湯 が いた あと 、 少 々 の 水 と と も 
に フー ド プ ロ セ ッ サ ー に 入れ 、 ペ ー ス ト 
に する 。 

マー ガリ ン を 500W の レン ジ で 20 秒 温め 
て 溶かし 、 黄 身 、 砂 穂 を 入れ て 混ぜ 合わ 
せる 。 そ こ に メレ ン ゲ 、 振る っ た 小麦 粉 
を 入れ 、 あ ん こと づ 、 バ ニラ エッ セン ス 
を 入れ 、 混 ぜ 合わ せる 。 

の @ 型 の 側面 に マー ガリ ン を 塗り 、 小 麦 粉 ひ 
と つま み を 入れ 、 よ くま ぶし た ら @ を 流 
し 入れ 、 台 の 上 で トン トン と 叩き 、 表 面 
を な ら す 。 

アル ミホ イル で 苦 を し て オー ブン トー ス 
ター で 40 分 、 茸 を 外し 、 も う 一 度 トー ス 
ター に 入れ 焼き 色 が つい た ら 完 成 ! 


番 , で TumY 全 NIINS 米 坪 吉 
陣 絹 , 店 澤 豆 是 放 区 定 画 党 9 評 


画 付 うつ 状 出 に る 色 
面 け た 態 る 分 と い 
を ず 不 や と 布 花 五 
拡 ~ 各 腺 % す の 弁 
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し マミ が こら は 花 
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な じみ 深い 、 日 本 古来 の ハー プ 
全国 各地 の 河川 の 土手 、 空 き 地 、 道 端 な どの 
日 当たり の 良い 場所 に 自生 する キク 科 の 多年 
草 。 清 々 し い 香り で 、 古 く か ら 食 用 や 薬用 、 
お 信 の 原料 な ど に 重宝 され た 。 葉 は 羽 状 に な 
っ て お り 、 裏 面 に 細か な 自 い 毛 が 密生 する 。 


セイ ヨウ タン ポポ 


識別 の キモ は 、 舌 状 花 の 付け 根 


ヨー ロッ パ 原 産 な が ら 、 日 本 に 今生 えて いる 
タン ポポ の 約 8 割 が 、 こ の 花 か そ の 交雑 種 と 
され る 。 舌 状 花 の 付け 根 に ある 絶命 片 の 反り 
返り が 特徴 。 何 度 も 開花 、 発 芽 を 繰り 返す の 
で 一 年 通し て 花 を 楽し め る 。 


びそ の 解読 方 法 を 知れ ば 、 
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散歩 日 和 の 空 


な る その 姿 


散歩 は も っ と 快適 に 、 一 層 楽 し く な る は ず ! 教え て 、 佐 々 木 さ ん 。 
・ 文 = 町 田 紗季 子 ( 編 集 部 ) 写真 提供 = 佐々木 美 


散歩 の コン ディ ショ ン を 大 きく 左右 する 空模様 。 ひ と 


いつ も 気 ( 


取材 


出演 。 
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お 話 を 聞い た 


ば 4 
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気象 予報 十 
佐々 木 聡美 さん 
宮城 県 生ま れ 千 葉 県 育ち 。20 

気象 予報 士 資格 を 取得 。 
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散歩 の 達人 


EK1 


~ 鳥 さ ん ほぼ "は 
マイ フィ ー ル ド こ そ ぞ て 面白い 


胸 か ら 腹 に か けた きれ 
いな 黄色 と 、「 チ ッ ] と 
いう 鳴き 声 が 特徴 。 ホ 
オジ ロ の 仲間 で 、 ス ズ 
メ よ り ひ と 回 り 大 きい 。 


2 ィ 


湖沼 や 綴 や か な 河川 に 
」 すむ 、 潜 水 の 名手 。 小 

型 の カモ 類 より 一 回 り 
小さ い 。 夏 は 首 の 羽 が . 
赤 茶 色 に な る 。 


、 全日 本 鳥 フォ 1 ト 書 査 中 
観 表 ガ イド や 講演 会 、 小 中 学校 で 
の 特別 授業 な ど 野島 に 関す る 偽 広 2 こそ が 
い 活動 を 行う 。 近 状 に 「 鳥 説 (トリ DD 還 ご 本 ー で pt 年 いた 鳥 家人 
セツ )】 (主婦の友社 ) な ど 。 な ど 楽 じい 発見 が あり ます 」、 


だ っ て 


近所 鳥 さん ぼ の 楽し さ を 深 掘り ! 


し か も 都心 で 。 探 鳥 の 達人 と 水辺 を 歩き 、 
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と り 


鳥 は 自由 、 鳥 見 も も っ と 自由 で いい 
木々 が 落葉 し 野鳥 を 見 つけ や すい 秋冬 が 、 一 般 的 な バー ドウ ォ ッ チン グ の シー ズン 。 けれ ど 、 初 夏 か ら 夏 [ 


鳥 た ちの か わい い 姿 を 見 る こと が で きる 。 
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下り 論 し い 穫 3J 公 中 キ ス 
3 直 W じ っ ne-JI JO 冬 ” 弄 G 甘 画 * 
ミ G 革 天 臣 尽 せ 世 也 G っ NG 醒 時 人 
っ " 叶 環 " 宮 記 映 公 甘 画 G 


所 NeJ” RE 愉 思 征 甘 " 


0 マン に 控 還 っ 早 幸 全 因 ne 人 
WS お 詩 下 (いつ っ" 
FNSOQ じ ン 得 0 っ "RE や 如 
0 穴 区 の 羽 尽 唱 臣 人 各 っ "所 笛 閉 
じじ 手 芝 地 璧 や 尼 つ し っ e" 昌 
皿 じ 相 乱 振 ロ 頭 っ 所 She * 可 っ 
束 杏 、 つ し 6i 民 ] 

CU 本 CEN <S2 放 コ 
公 尽 つい っ tGR" NT) 手 町 


《“ 鳥 さん ぽ ^ の 心得 》 


届 ぐ ぷっ 鷺 へ G 呈 多国 

弄 K 地 せ " 担 ボ SQ 和 悪 G 選 室 記 つれ も っ ? 
写 公 庫 M 世 や ロン っ 細 層 骨 せ 諸 能 り に 豆 WP 
利和 を 的 民 せ 短 据 つ つい 

思 中 選 ロン Jp 中 に 継 公 け " 据 W0 中 揚 
づつ 中 せ 攻 思 GtTG_T6m い DR(NENeGP ン ⑦* 
ドド ュー ニル ここ が 


地 骨 仏 居 っ KKRXINS 由 下 ロ 思っ Kー 
さ Ke 由 SO TAIRAY| 可 へ N も し 緊 記 | 


に 人 : ャ に ドン つこ リー ルー いく) 
羽野 疾 し 昌 世 お 妃 組 いで つ ン じ 褒 っ パン 
医 也 志 や Ne-Y 写 公 手 つ じ 漠 和 や ter Jp 一 
購 か 折 仙 つの 計り うい 


図 縛 ロ 虫 響 G 圭 0 販 せ 元 庶 唱 記 っ 刀 柏 JTK く へ 
福 DNe)Jp" 四 愉 GR ふ 下 所 下 AT 


行く と 、 巣 作り の 
め の 土 を 運ぶ 姿 も 。 


田 
4 
お 
kS 
所 
っ 
1 
人 


畑 ( 


に 


類 の 変化 や 、 新 た な 鳥 の 飛来 の 発見 に 役立つ 。 


当日 見 られ た 鳥 を スマ ホ で メモ 。 渡 り 鳥 の 種 


teJ” 1) 県 話 陳 0 ぐ HG 如 つ 人 
や ふい J 尋 HeNe" SG 仙 公 皮 人 0 代り 
mm- 公 中 へ 選 要 6 旧 で ロ つ 
0 生 や パ ョ に の そ コ の デバ) 
区 邊 やら 選 つ し っ 選 さ "1JG ゼ 寒 
邊 GRJ さ 6 思 り 002 ロ 
栄 hen く XG 虫 明 選 泊 中 * 球 間 邊 
NeG 如 SS” | 直江 但 士 選 財 訟 秀 民 
千 DTHA 移 

ュ J 軍 帯 GS 「 中 征 中 」 の っ 
心 如 0 折 公 "人 SC 栖 
他 G 民 抗 革 じ 返 人 0" 人 る 面 
さ RQ 「 卓 皿 R 人 っ っ G 環 選 
10 も いり 強 つ じ 沖 む Net JAJ4P" 
Ne マン 揚 人 つき そ 0 穫 に いふ A 
へ 公記 6 つっ し じ 」 トー に て 
K" 奄 唱 県 邊 ン 角 せ かつ 
し じ Sn ン っ J” 悪名 押 玖 芽 じ 1 ) 
00 ポ 咽 O で 式 二 県 避 人 生 
避 著 陣 つ や nA エモ R ハ そう) 揚 公 
思 te い SS 路 索 p 遇 お 選 会っ っ " 


散歩 の 達人 
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《 東京 周辺 で 見 られ る 野鳥 図鑑 》 


> 和 首 が し た ら 、 
む , 


を ソン 
る きこ 


コゲ ラ 


全長 約 15om と 、 ス ズ メ と 同じ くら い 小 さく て 
探し に くい が 、 住宅 や 公園 の 木々 に も 見 つけ ら 
れる 日 本 最小 級 の キツ ツキ 。 春 か ら 夏 に か け て 
は 、 木 の 葉 に いる 虫 を 食べ る こと も 多い 。 目 の 
上 辺り の 羽 色 が 赤い の が オス 。 「 ギ ー ギ ー」 と 戸 
が きしむ よう な 鳴き 声 が 特徴 だ 。 


近 に も いる 、 
の SA 計 


今 


ハク セキ レイ 


コン ビニ な どの 駐車 場 や 河川 敷 で も 見 か ける 、 
遭遇 率 の 高い 鳥 。 体 形 は 横長 で 、 尾 が 長い 。 運 
が よけれ ば 水浴 びす る か わら いし い 姿 も ! 東 
京 で は 科 し か 見 られ な い 鳥 だ っ た が 、1970 年 
代 に な っ て か ら 関 東 で 切 殖 する 留鳥 も 増加 し た 。 
鳴き 声 は 「 チ チン 、 チ チッ ] な ど 。 


和 有 居民 あの 個 っ 日 シ ペ 
の 和 析 る 机 人 た 最 谷 ば 
鳥 な 入 に が で 測 姿 今 
きら で と 止 し し 参 日 
ん で き な ま 今 ま て 身 は 
ぽ は まる つっ 年 うい 巡 こ 
は の す と た 飛 。 な の 
大 倒 ま 、、 来 まけ と 湖 
団 言 ね そ と し た れ が 治 
円 を の 感 て ば で ぞ 
に 生 鳥 じ き 去 気 き 基 
明 5 無 両 と か し 
に い < く と じ 同 な た く 


。 叶 罰 ご Stdrrr( の 0WA 違 ,Ar 


o ゞ わ ボ ディ が 委 ら / 


ーー の 


エナ ガ 


お も に 平地 や 低 山地 の 林 に 生息 。 体 重 は 約 8g 
と 日 本 最小 クラ ス で 、 丸っこい 体 が か わい らし 
い 。 尾羽 が 長く 伸び 、 ヒ シャ ク の 柄 に 似 て いる 
こと か ら 、 こ の 名 前 が 付い た と も 。 緊 殖 期 に は 
コケ や クモ の 糸 を 集め 、 木 の 枝 に 丸い 巣 を 作る 。 
鳴き 声 は 「 ジ ュ リ リ 」 「 チ ュ 」 な ど 。 


大 で 、 雌雄 
4 の を る ラ レ 


ご 


シジュウカラ 


市 街 地 か ら 山 地 ま で 広く 生息 。 春 か ら 夏 に は 、 

枝葉 の 部 分 で 昆 由 類 を 探し て いる こと も 多い 。 

白い 類 と 、 胸 か ら 腹 に か け て ネクタイ の よう な 

早 い 線 が トレ ー ド マー ク 。 こ の ネクタイ の 太い 

の が オス 、 細 い の が メス (写真 ) と 覚え て お こう 。 
鳴き を 声 は [ピー ツ ツ 」 「 ジ ュ ク ジュ ク ] な ど 。 


コン マ よ 声 全 属 カ 覚 
日 テイ し 1 が 区 的 タネ 
々 マフ |! 週 記 な な カ る 
グ | 、 間 恒 と 音 ナ コ 
近 を ルト) に に 、 表 ツ 
所 と 島 1 残 メ > と 記 は 
の レル レ ド ダ 種 り 1 か で ぞ で 鳴 
同 &: に ん な や > え メ き 
じ 了 過 み ら す を 宮 モ 声 
場 ラ ラジ を そい サ す を 
所 ^^ い 1 すら るる 自 
に 鳴 に 年 こま 嘱 こ 分 
1811 
う 全 

こ 人 の 種 と 音 金 の 


as 中州 ご 時 生還 の ON 思 肝 当 


_、 癌 沼 で 見 か け s 、 
MM こぐ 8/ 


カワ セミ 


河川 や 湖沼 の 水上 に 突き 出 た 、 木 の 枝 や 護岸 な 
ど に 止ま っ て 餌 を 探す こと が 多い の で 、 水 際 で 
見 つけ や すい 。 そ の エメ ラル ド グ リ ー ン の 羽 色 
か ら 飛 ぶ 宝石 と も 呼ば れ 、 メ ス は クチ バシ 下 側 
の 赤 が チャ ー ム ポイ ント 。 大 き さ は スズ メサ イ 
ズ で 「 チ イー ッ ] と 鋭い 声 で 鳴く 。 


カワ ラ ヒ ワ 


空地 で タン ポポ の 種子 を 食べ る 姿 な ど 、 市 街 
地 か ら 河 原 まで 広い 場所 で 見 られ る 。 繁殖 後 は 
草地 の 広い 河原 に いる こと が 多く 、 こ の 名 が 付 
いた 。 全 体 的 に 茶色 が か っ た 羽 色 だ が 、 飛ぶ と 
四 と 尾 の 黄色 が 目立ち 、 探 し や すい 。 鳴 き 声 は 
高く 潜ん だ 音 で 「 キ リリ リリ ッ ]。 


の ーー の 今 
で き ア 各 度 例 了 
党 声 オ 打 は し えき 
を 2 る を る が 
い 週 叶 た チ 、 
く 六 いい ヶ 再 志 何 
と に て とび し か 
ュー 
68 え 5 
生 黄 
野 い の 人 と 
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⑩33 」 鳥 さん ぼ "” は マイ フィ ー ル ド こ そ て 面 白い 


ヒヨドリ 


全国 の 市 街 地 、 公 園 で 非常 に よく 見 か ける た め 、 
グレ イッ シュ な 羽 色 や 約 27.5m と いう サイ ズ 
感 を 覚え て お く と 、 逆 に 他 種類 の 鳥 を 見 つけ る 
と き に 役立つ 。 興奮 し 、 頭 の 羽毛 を 逆 立 て る こ 


オナ ガ 


本 州 の 中 部 地方 か ら 北 、 山 地 や 住宅 地 に 生息 し 、 
関西 で は 見 られ な い 留 鳥 。 水 色 の 田 を 広げ 、 水 
平 に 飛ぶ 姿 が 美しい 。 カ ラス の 仲間 の た め 鳴 き 
声 は 「 ギ ャ ー イ 、 ギ ッ ギ ッ ] と 騒 々 し い 。 天 瑞 の 


と も ! 


を 迎え る 。 鳴 き 声 は 「 ピ ーッ ]」 な ど 。 


いい 


最も 身近 な 鳥 で 「 判 別 する 」 快 感 を ! 


玄関 を 開け た 先 に も いそ うな 都会 の 住人 ( 住 鳥 ?)、 ハ ト と 
カラ ス 。 実 は 日 本 の ハト や カラ ス に は いく つか の 種 が いる 
の を ご 存じ だ ろう か ? まず は 、 漫 然 と 見 て いた 身近 な 鳥 
の 識別 か ら 、 ご 近所 鳥 さ ん ぽ の 一歩 目 を 始め て みて は ? 


ee 


、 


ハシ プ ト カ ラス 


動物 の 死体 や 人 間 の 生 ご み ま 
で 食べ る 都会 の 掃除 や さん 。 
全長 約 57cm と ハシ ボソ ガラ 
ス よ り 体 は 大 きく 、 ク チバ シ 
は 太く て 大 きい 。 鳴 き 声 は 洪 
ん で お り 「 カ ー カ ー」。 


か な ま 普 

ら 鳥 せ 段 

の て の 

鳴 み 散 

ーー きよ 歩 

ド バ ト (カワ ラバ ト ) キジ バト 声 う 

全長 約 32cm。 原種 カワ ラバ 全長 約 33cm。 全 体 的 に 淡い 内 そ 少 

ト を 飼育 改良 し た 伝書 バト な ぶどう 色 で 、 首 の 小さ な 水色 NM 

ど が 野生 化 。 頭 は 濃い 灰色 、 模様 が チャ ー ム ポイ ント 。 夫 で に だ 

た た ん だ 四 に は 2 本 の 黒 線 が 雪 で 仲良 くし て いる 姿 を 見 か い は け 

ある 。 鳴き 声 は 「 ク ッ ク ー、 ける こと も 多い 。 鳴 き 声 は 「 デ き 軸 宮 
ッ ク ー」 「 グ ルル ル ] な ど 。 ー デ ー ポ ッ ポ ー」。 3 

クッ クー」 「 グ , な ど 。 ッ ポ ー」 ず ろ を 

だ ん 洪 


主 に 樹 上 に 営巣 し 、5 一 7 月 に 産卵 期 


の 巣 の 近く で 営業 する こと も 。 


ト と カラ ス の 見 分 け 方 ----: 


ハシ ボソ カラ ス 


全長 約 50cm。 地 上 を 歩き 回 
つて 餌 を 取る こと が 多い 。 農 
耕 地 や 田園 地 に 生息 する が 、 
水辺 や 畑 に 近い 市 街 地 で 出合 
える こと も 。 鳴 き 声 は 濁っ て 
お り 「 ガ ー ガ ー」。 


カラ ス を 追い 出し て くれ る 、 小 型 猛 高 類 の ツ ミ 


た 


カー ブ や 三 差 路 の 先 に 鳥 
が いる こと も 。 逃げ られ 
な いよ う 、 表 か に ゆっ く 
り と 道 の 先 を の ぞ こ う 。 


KNIUEUONRAM こ 3 か し 


「 一 中 放 さき 薄 民 畑 則 


アオ サギ 


主 に 水辺 に 生息 。 全長 約 93cm と 存在 感 が あり 、 
見 つけ や すい 。 「 グ ワ ァ ー」 と いう 大 き な 鳴 き 声 
に 驚 か され る こと も 。 青 み が か っ た 灰色 の 羽 は 
アオ サギ 、 羽 が 白く て クチ バシ が 黄色 い (繁殖 
期 の み 黒 ) の が ダイ サギ 、 羽 が 白く て クチ バシ 
が 黒い の が コサギ と 見 分 ける 。 


ダイ サギ 


シラ サギ の 中 で 最大 で 、 全 長 約 89cm。 本 州 か 
ら 九 州 の 林 に 集団 で 営巣 し 、 都 市 部 を 含め 各地 
の 水辺 で 生息 する 。 細 か く 分 け て 日 本 に は 亜 種 
チュ ウ ダ イ サギ と 亜 種 ダイ サギ が 見 られ 、 前 者 
は 脚 全体 が 基本 的 に 黒 。 後者 は 用 (すね ) か ら 上 
が 薄い 桃色 や 自 。 鳴 き 声 は 「 ガ ァ ァ ] 「 ゴ ワー」。 


お り も が いで つえ 鳥 
す た 明 大 で ` 双 て 見 
すい る きま な 了 眼 も の 
め な くい る 鏡 ら 際 
ら 見 も 対 べ は どら に 
気 ^ え の 師 く 告 た あぁ 
軽 ハ まほ レ 骨 骨 る 
に イ す どる と 
呈 細 さそ 会 人 き 敵 便 
レ ド ら 周 護 え ぐ 利 
フュ コー 男 波 そら な 
顔 ン 写 が し も い 道 
月 る を くい GS を 
ジ カ 
の が 撮 て 必 い の 教 


区 5 寺 人 量 細 代 人 SQ 編 出 必 忌 G 褒 華 

ラコ 問 結 68 = 
昌 皿 沿 回 江 YS て 革 つ 上 球 KAN ロ 
は まれ 内 2we" 所 Gr 
。 量 まま まお | 県 ホ 和 上 補給 尽 章 枕 り 和 
※ つ 生ま ます 較 : QNO っ 算 本 時 男 ん 選べ 相 pt 
に 講和 す - ま : 盾 NNOR7 藻 WPA へ 公 策 り 押 品 ン 

を か に SNUEN 
書 RW 8 Pot や 昭 額 つ ′ 上 圏 王 
Vi 1064 和 や PP" 飲 革 信 さ G 

駅 畑地 所 


早宮 過 ” SD 皿 爺 地下 り GO 錯 
点 則 he 早 庫 に 中 尋 応 駅 お 当 
SO っ ?" 也 人 W い シン さい へ 
ES で TE 
や 計 明 SS 語 " Non 人 0 代 っ 刀 人 S 唱 
で や 7 1) 球 革 六 間 日 求 つじ" 二天 


入 ん で お 


上 り 


「 カ ロリ スキ 


N 1 臣 つ し いい し せ っ 
きき 記 ロ <ー シ テリ 設計 つ も (いっ (いち 
トミ し せっ " 皿 品 ば 表 内 e く 将 紀 編 
人 き ロ 晶 下 むし G 投 R 加 索 Ste" 

る 四 四 SQ お no 趣 杉 本 ふ ふ 出 G 喜 玩 


SE 玉 史 Ne 県 区 G 意 WW 選 昌 共 0 
刀 " 暗 思 6 朗 似 ツ OO の の 麗 
(し OSHSOQSQ せ 叶 加 WO) 中 超 骨 
妹 只 いり 内 で じ っ N0 り 人 R" パン 


目下 愛用 中 な の 6 


くれ る 。 


人 人 信康 さん ぼ で 体 を 整え る 


人 間 の る 88 9 
TRSESr きい 提 8 WM で で No 一 民 再 。 郁夫 6 つ 監 補 
きき 粗 作 人 改 昌 ま ま まま 公 科 っ つつ" JR 過 お PpQ 直 所" 
間 人 きま ED 必 YWSLN つ 章 ン 人 5She* 
見 本村 を NADPH 頂 N0GtJG ら TO 昌 各 RI 一 
部 1 さき きき ミ は ロ 衣 全 1 “HK 生還 WUG ゼ っ 
は トト 生生 ーー ラー ナー 
間谷 当 電 胃 還 が 肖 し 郁 魚 つじ 志 並 せ の OO の 軸 
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こよ 。 


え 


備 
た 


る べき 本 格 和 散歩 の 復活 ! 
すぐ 取り 入れ られ る も の ば か り 


た 


め の 効果 的 歩き 方 を 紹介 。 


た 


で は な いか 。 そ の 


が 体力 。 家 で ゴロ ゴロ し て る と 意外 と 衰え や すい の だ 。 来 
う 


いて ちょ い 気 に な る の が 
近所 歩き を ひと 工夫 、 体 力 維 持 に 励 も 


近所 歩き で 体力 キー プ 


ー* 
ーー 


井上 洋平 


えて 
向 道草 撮影 


目指 せ 8000 歩 ! 
外出 を 控 
取材 ・ 文 


抽選 SQ て 貞 全 ロ 8 十 和 ? 

穫 で ヘー ロリ Ne 遇 WO 選 せ 7 「 半 謀 叶 
麗 0] nt6 羽 想 ] 下 へ て 衝 W1G 
KKXco て ーー へ "っ Sp 宮 所 和 
量 *% つ * 到 稔 現 ン 私 マリ つら 友 
で 8 ご 雪 時 玖 や " 貢 DD も で 
KINGPEENUKEMI:1W に (と ui 

ロー ド 后 品 ” 箇 っ し 宮下 1 っ 帳 邊 
G っ っ 咽 へ GBS TO 居 ロ SC し 
っ QpGG” 十 0 さ 器 NeG 色 固 刺 補 


使 


ライ ター 奥谷 が 
実践 し て み ま し た 


ド 
ド 


0 志 路 っ 層 ん 外語 括 回 ふ ロ 8 人 う 
掴 人 人 94S (tm 尽 WO” 晶 舞 軽 人 ト いい 
さじ りさ 人 懇 伯 会 侍 っ 大 さじ 和 (の 1 
弄 4N っ 計上 
欠 革 る 賠 じ て へ 中 笠 呈 や じゃ p を 全 
hhQ ヨ fern 和 h" 遇 親 つい っ no 理 皿 せ 表 
刺 1JOt)G 陣 江 絹 つど 細 む ie て つ " 財 * 
AM トキ AK ロ る * 
更 記 咽 計 移 弄り 9 回 
ざっ 

0QD 爾 毅 記 人 NbG 玩 和典 2 人 
宮山 計 軸 U い もじ 更 Jp0Jt っ 2" 婁 5 
り ロ 旧記 帆 志 電報 G さ (0 間 上 


書 距 放 回 Q 寺 DP ウン で Ke" っ っ 事 
6 つ 唱和 Ne つ " 掴 唱 | 上 尽 や つき っ 


- - ク 1 党 業 % 代 W 70 
FEE コ いく et ざい: ルン お ス 革 還 き 財 ぐ ミ 
芯 .OS7 台 綴 JuGr JJUpfNe" RS 『 ド きき る SS3E S る 

屋 り 幼 む し se 一 私 第 半 る ます 計 き きき 
っ "4H 議 小沢 R ロ ユー 悦 る ん ル ます も 時 は 
RBr JAN 2 ET は HH 
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チェ アリ ング で 
- 非 日 常 "を 楽し む 


スズ キナ オ swzukiNao 
(リモ ー ト ワー ク 中 ) 1 


大 阪 在住 の フリ ー ラ イ 
ター。「 デ イリ ー ポ ー 
タル Z」 な どの WEB サ 
"イト を 中 心 に 婁 筆 中 。 
。 パリ ッ コ と の 共著 も 。 


酒場 ライ ター。 主 に 赤 
ちょ うち ん 系 の 大 衆 酒 
場 が 専門 。 著書 に 『 酒 
場 っ 子 ]「 つ つま し 酒 
懐 と 心 に や さ し い 46 
の 飲み 方 』、 ス ズ キ ナ 
オ 氏 と の 共著 に 「 酒 の 
只 ! な ど 。 


チェ アリ ング の 心得 
3 か 条 


ー 人 一 脚 、 折 り た た み 椅 子 を 持参 


(ai 


っ を た じ 計 まま に に て 豆 識 だ こ 公 び も バ 
柏 溢 人 ぅ うた 還 た ネ な た う ま 仙 を 朱 し [ここ で ひと 休み し た いな] 
る げ 痕 の ち 際 み コ 酒 昌 中 全 で た コ そ 初 と いう 場所 が あれ ば 座る 。 
まま も まだ ませる を も | aacaeaaees 
みれ ぁみ 然 護 ぜ だ つん 年 を 還 ーー 「 今 日 は 絶対 ! ] で は な く 、 あ くま で チ 
る 全 と り ん な て ? か だ 所 広 持 ア 手 り ア の を が と 
ロ 間 低 心 ぜ 上 を 前 い ウ に ン シ り ャ ンス が あれ ば の 姿勢 で 。 
に 位 が と ちら 謎 チ る と 巡 間 ト 5 り る ク モラ ル や マナ ー は し っ か り 守 る 
て 衣 還 ん の 問 9 る に 月 欠 人 人 を 双 が な い 、 汚 さ な い 、 他 人 に 不快 感 
いら い で ジン 以 どん る 用 全 の た も は 与え な い は 大 前 提 ! 
ず 空 だ 全 光 直 叙 抱 いこ て 折 遊 と 


らい まし た ! 


う 。 


創始 者 の お 二 人 に その 交 力 を 語っ て も 


散歩 折り た た め る 椅子 を 持っ て いっ て みよ う 。 気 持ち の よい スポ ッ ト を 見 つけ て 座っ て みよ 


それ は キャ ンプ と も ピク ニッ ク と も 、 ち ょ っ ぴり 違う 「 チ ェアリング 」。 


撮影 松岡 誠 


今日 は 椅子 を た ず さ え て 


こっ RT じ 「 ト HK へ や 」 さ 
PT や むし 部 中層 0 レ っ Q7 皿 
つら QS 和 っ つり の 唱和 く 穫 さ 7 研 
きつ じ 区 の 6 届 ロ を 0 レン SG スマ 
只 陣 で せわ 人 S レ お つ NQI JOAQ 絆 
っ tes" 

KK 。 咽 尽き 避 光 斗 入 じ つ 台 人 
Q* 


刀 中 選 静 ビレ 
編 隅 日 二 じ 6 避 


KK WM 本 GS ONC 
K 昌 羽 選 款 @ く 公 螺 H6Ne 環 庄 半 映 


te 陣 GSNe 補 の せき っ し 人 " 


刀 お 5)7 編 了 @ の 旧家 由 選 地 O 


商店 街 の お 気に入り の 店 で 、 チ ェアリング 用 


の お つま み を 購入 。 


そ 内 
も ピ 
玉 
K ゃ 
AA 晶 
信 1 
3 
上 
| 較 
拓 
5 
3 


じ っ C0 国 ン レズ く G っ っ 理 話 
嘱 D む 品 0 WSGS つ 包 お 中 H ト 
さ へ や ふつ じい 豆 1) か の っ いひ G ぜ ゃ p 
つる つじ し 玖 ふ や 信 くわ を っ 公 JY 

< ュ sT 細 つ っ JI)QPp お る)" 
NSPp [GS 和 ヨ 和 ン 人 さ し 計 
や っ 一 つっ 届く や っ te づつ" 
Sn っ On 補選 に じゃ ロゼ 
親 向 信和 旧 畠 を つ 電 革 Ne 選 交 
GS ら JJ0nDSNo で の を さっ 公 う や 7 
か 08 昭 っ 6h さ で " 

KK 下 虹 で ヘー 公 や 
つや で で" 加 革 トー を ト 皿 
喝 史 宮下 DPNo) っ 心 癌 信人 
QR 届 (0GOm*ONG 参 phNe つ " 


旭 人 SQ 記 信 くし て の の 氏 目 
か じゅ ら の 針 過 0 じ っ 刀 " 加 洒 
志 澤 信 志 中 じん つ 6 つ 巴 人 SO 
こさ PT SS で せ 紙 4 れ の 科 ン 
MC 

KK ゼ ぜ せ " 幅 で で じ NO つ J 夫 
で せ 幼 4 人 や つ で っ" 乱 お む 
ヽ SAmAW 軸 つじ 國 6J" 『) 公 
ぉ Crn っ っ Sh" 堅 Sn ン マユ 
換 拍 む Ne 壇 の し せき っ ぐし か 
皿 四 公 箇 で hGe 信 わ せ 十 人 SQ っ Y 
こさ RT 字 や 台 で で 球 つ て ン で ユ 
6 や Cx 

KK つっ し も で ー 

こっ nhT せ せ 3" じゃ 幅 紅 ロ せ 
敬 つ SNe-J” 咽 刀 思 や や R ヘ を て 
愉 占っ 得 つ ? 

KK 碗 府 っ np 忠生 AN 
汐 4mJNSAmA つ り 撰 台 G 
トー か ミ ぬ つう )H6 り 人 SD つじ 否 
求 っ Pte で し? 

ニュ RT つり へ の を きっ も 公 ? 
KK キ np 示 避 照ら ユ 
へ ふし" 

こさ *T 副 G 附 4m" 交 洒 上 内 公 


Q シ @ 也 世 0 宮 く 周 人 SG 
SK′ っ Cp 咽 G 志 し IEO じ つ 
6 っ 6% つ 妃 寄 や 将 打 ′ 家 天 
合わ し りら っ 心 窓 や し ちゃ 民 "My 
psp/ 所 由 和 表し 全 むり っ 0 
刀 公 (0 っ 0 し や つ JpA0tin20 っ 
っ K モ て 公 中 DO お Sv 
Sm せ 衣 ソ 中 HN つ へ 必 秀 SNO 
っ 員 員 皿 否や 和 S さ 則り 本 いつ" 

KK キ OS" 夫 ツ 6 し 本 葛 0 


じ っ ン 」 の っ DK ぬ て ミ "で ンマ 
っ 6 居 地 OR 0nD っ っ ふり 照 っ 6 
* 


所 WI 

ささ 人 
NN Na 
直 で お りき 
提 は 生 凍 生き 
| | 削 PESS 
まく 本 き -】 
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0 」 チェ アリ ング で "“ 非 日 常 "を 楽し む 


こっ T 部 る 賠 提 | 医 つ OO 下 
HK へ AA つじ WW 如く し 公選 
習 や バンド 路地 恨 地 0 つつ G ゼ 
pt0QQ 4PG 表 寮 じ や 0 ふ GS ユ 
INANK 民 所 補 GPC・ J つ /QIJ 
っ JpSQ 刀 る し 爺 壇 つ 6 つ " 

KK TJS6 し p 居 剖 ロ 「 取 
叶 OQsY 罰 補 ] 豆 っ 奈 褒 し 
0 し つっ 避 の を きっ し じ ち 公 " NG ン 
0 っ Sin3J く te っ っ, 人 

こっ RT 還っ く 圏 DS 和 AA 和 S 和 へ 
や べ 公 っ いじ” 1 札 唱 さ Pto で お つら 
を きっ で や 37 SN っ Ke] CM" 


MS 妨 む し た Cr nIDJpNe っ 本 
in ぐし ゃ で" 


リ で だ 公 SGK ふ へ ヘー テヒ 
「38 箱 中 H い へ や ふ 」 


こっ T 條 回 せ 皿 償 札 選 王 唱 や 
近 つ っ 急 さ りつ し SNS TS 
6 訂 箱 ] 羽生 し HK へ ふつ 
く じゃ や 民 "KR で GS せり で 
で で 

KK 飯 G 騙 SO ド テ つ 還 
ー ハ RG UK 半径 ONO 
革 親 志 記 D さ 刀 つ し WP” し 


そお 。 
ほ 芝 り 
2 る 9 
で | @ セ っ 洒 呈 S 昌 
っ J| で 世 K 条 包 さ 公 
YE 握 栄 S 
| ま 邊 や の う 。 
G し 6 り 交 克つ 
る ン ミ ( い 還 畠 昧 つ 
羽 | 中 紅 S 人 まま 
| 人 症 慌 更 G さる さき 
せ せ さ Ns 
訪 N > ミセ 
に を ト で る ヨン 
ーー! っ 
ン と 収 っ 孝 じ 
EE で 


ささ nhT で せ せ ー 中 て エ ハ 皮 0 


KK nonGi ト R< 青 ロ せ " 
算 据 迷 D じ っ 選 く ヘミ ー 民 や) 
BE だ で ご 人 au 引 : そ やく すう ) 
QpGpr く 0 し っ NG” 給 和 つき それ 
Eo さこ はい に で 
や GDA……" 

こっ 介 坪 王 下 玩 公 町田 h 
YONe” で 0 や 遂 G 和 S 公 0 栖 箱 明 
ロ く StG 抽 稀 夫 や 6 つ で 
KK SN6 つ ATY 

こ ユ か IT 3 せ ? 

KK 8 時 人 0 ぐ 人 S く で レン で や 
1 トホホ ーー 記 っ 守 岩 会 つじ" 

こっ fT 押し く で SGD 0 っ 
た ロ つ っ J" 

KK キ 路 避 けり JANG そ 控 公 
失 OMGMPT TMANG 想 | JO や お 
< くく” RIIR′ 旦 つや 届 色 記 
に そこ こさ 

くっ T 路 玉 G 想 園生 し も" 
「 く で じゃ 上 さ も 」 つ を きっ CN 
KK せ せ 3" yp くさ ロ 4H 
呈 抑 っ つい 條 々 し 避 (0 所 っ つつ 一 
DAN 抑 W0] つじ 司 唱 や つ 上 * 
こさ RT っ 仙 。 HeS 交 レ 記 っ 
3J? 

KK こさ TO SG 宙 条 親 せ " 
坦 DPN9pG 記 っ し” 8 つつ 


Ri 

結い 2 
宮 せく て 
一 | 召 曽 く A 
@| 三 | きき SS 
| 司 | き 欠 N や 
k コ っ KK ユ さて 
K に | 


し 民 一 

こっ fT 幡 県 服 DQh6 む ROSSG 
革 箱 明 ロ " 悦 IRG 垣 也 選 回 いじ 販 
っ 上 晶 @ 旧 や 6 記 人 し 更 6 つ " 
民 師 圏 G 人 SQ 理 お 7 甘 持 上 
Sn に さ UcY く いと YKINd 
や い 公 ン G 抽 本 箱 S ぐ し Qt0) 
1) 居 jpG や pr く で じゃ や 届 の 昭 D に " 
揚 世 環 唱 人 SNe や 0 代 セ ーー 夜 上 っ 
人 S 多 葉 し 親密 上 過 で っ 4Q り YO 
さ 有 内 上 く じゃ" 遇 WO 介 
半角 じ 表 ぐ いじ 夫 NG" 1 で 人 
6 ンジ” Nin っ 躍 引 正 選 っ っ 0 
じ 虹 っ 6 つ * 

KK 夷 つ NnDS* 
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ミュ っ T DPNepGm 人 SG 皮 
紅 条 親 吉 唱 握る 郊 *NeG* 藻 つ 
っ つ ” 穫 さ で 刀 名 醤 や NRTNG 居 名 
te りゃ で * 
KK nn" 条 親交 紀信 
MtQ 屯 や 他人 SGG 超 骨 け や 
っ っ 居合 つ D" 
こっ fnT 46PT へ AI し 皿 
慌 騙 凌 公 弄 6 つっ っ り 曲 呈 つじ 0 台 
中 HK へ ふじ 公 「 NO っ 7 
や 篤 公 信太 習 量り し WW 守っ 牌 4 
皿 本 責 0GSS 公 し 条 箱 公 り く 
p 避 人 0 人 9 爵 つ レン NG のせ 條 束 
し つい " つつ 30 ン ゼ も 0 も っ) 条 親 
聞 邊 D じ て IN へ ふし 違 HN さ へ や " 
1) で 人 で トー リロ で Min" 

っ せっ w Tj つ し 爺 角 り を 0 し 


で MD の を SNS 「 夜 守 人 0 で 
や やら 一 | )4HR し 加 人 SOSNe 公 り 
っ 心 J” 所 N じ や 提 R じ ゃ 移せ 
失っ で お し か 篤 * 

KK せ inDp 民 " 刀 紀 や 
や うり 「 点 HeNWn 一 0 し っ /n 上 E 遷 わ 
で ン ーー ズ 6 刀 せる べく 球 中 
0 紅 4nUteUE 林 0O 台 人 SrOY 
こ ュ RT GS ロン 居 D 人 る 各 
っ in0UK て さ K を に 也 代 居 地 
到 豆 60 し つ 6D や っ te 是 條 も 公 
人 Q" 参 DEODO を NeviQ っ SI) 
JE 誌 季 つ 民 つっ" 


EE まき 3 ら 
率 G 較 羽入 つ 4 心 


KK し Ote 妃 むべ) 思 毅 G 玖 


へ 

IN 

13 
5T 
る て 8 
ゃ 8t 
人生 6 泊り を 8 や る 
は 全う] R 打 人 S 団 @ 色 
h 科 トト ぶる 
人 半 ル 6 R キ き 呈 ミラ 
全 生 00 まき 忠昌 5 
ちか N DE ます せり 


ココ ! と 決め た 場所 


景色 の 良い 定番 スポ ッ ト は いろ いろ ある けれ ど 、「 
な ん か 好き 」 で 決め る の が 、 何 より 大 切 ! 


スポ ッ ト ⑨ 


Ne 也 記 "つじ NuT) く ビン 6 し 
りう 導 te tn 代 事 4N 人 RS 太 
っ 理 庄 嘱 つじ" 

ミュ ST っ る 國 G 芋 じゃ べら 
る で っ K 稚 トー) 公 ” 人 陣 記 台 っ で 
東庄 選 洋 や Gp 娘 つき G ら JO も 
st" 

KK 球 皿 G 昭 で 評 哨 庄 Nn 
っ 届 代 昌 公 坦 N6 公 や つ 玉 信 っ つ " 
則 り 還っ る ピ じゃ NT)D 人 SN さ 
べ 公 澤 f6C じ じ っ Q 角 お eX 
し つ * 避 つ " 

こっ fhT 画 事 己 閲 ロ " 密 SDy 
で Np 加 じ 玖 刀 0 つっ 皆 m 
WUNGSp” 細 つ っ じゃ" 
KK キ 此 つ っ じゃ ? 県 区 じゃ pH6 
INOS ENIKSESC) 
ぐし も" 「) SS っ JE) 同人 的 0 
志和 RS 男 全 じ ptS っ Hs" 


こさ ST 1 れ 0Q 現 人 ONHN つ へ や 
KS 公路 EQ を 誤っ JO7 
EK 

KK ns" 904nSD 
妃 還 品 電 PO レ S 和 MO AU 

こさ RT 08 で し 届 ym946Nv4GO 
MP” NG 世 S ロ 7 写 四 0 人 S 
公 パ や 中 っ 公 JpY 

KK ny" つじ せい 
つ ” っ 0 の っ 心 JWGR 細 っ 遂 
所 INA や ー pn0QS 任 UIh 
へ 和 ふ 人 S で っ っ 心 て やっ he つつ せ 人 
さい 

こ ュ RT win っ 必 環 4 せ 7 自 
GS 鈴 恨 HMI1 一 ミ ハ ー ィ 操っ いじ” 窒 
下 む し か Ne 和 お じゃ 民事 余り 照 
っ 6 本 で" 

KK 率 G 層 UN 壇 OQSSYS7 
や きか 人 S ウ や 玲 ヘー 
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旨 


肉 野 菜 炒め 
1 パッ ク 172 円 
豚肉 入り の 塩 炒 め 。 
八 宝 藤 っ ぽい と ろ み 
で 、 後味 サッ パリ 。 


麻 契 ナス 

1 パッ ク 172 円 
甘 め 仕 上 げ の 食べ や 
すい 味 。 ニ ンジ ン や 
玉 ネ ギ も 絡む 。 


中 華 揚 

1 枚 90 円 
野菜 た っ ぷり 6 種類 
の ピリ 辛味 。1 枚 を 
2 等 分 し て イン ! 


中 華 街 に 行か な く た っ て 大 満腹 ! 


砂 町 銀座 食べ チャ イナ 弁当 


取材 ・ 文 = 下 里 康子 提 影 = 山 出 高士 


特製 内 シュ ー マ イ 


1 個 65 円 


1 個 60 円 

小 科 包 も 思わ せる 豚 上 に は エビ 、 中 は エ 
肉 の ジュ ー シ ー さ ! ビ 油 入り の 豚肉 で 食 
上 に は クコ の 実 。 感 ぶ ぷり ぷり ! 


デュ ー ス 


}⑤ 


パン ダ 

3 個 入り 300 円 

甘 さ も あん この 量 も 
控え め な あん まん を 
廊 ゲ ー ト に 。 


鶏肉 チマ キ 
1 個 100 円 


本 場 の 表 油 で 味付け 
を し た 鶏肉 が ゴロ ゴ 
品 入 っ て る ! 


みどり の お か ず 


店 名 か ら は 想像 つか な い が 、 鍋 を 振る 
の は パリ バリ の 中 国人 店 長 。1 人 分 に ち 
よう どい い 量 で 、 何 種類 も ある 一 品 料 
理 は 楽し みな 日 替わり だ 。 店 内 に は イ 
ー ト イン 席 が あり 、 生 ビー ル も 飲め る 。 
8 一 20 時 、 不 定休 。 江 東 区 北砂 5-1- 
32 橋本 ビル 102 谷 03・6873・6056 


増 英 蒲 鍵 店 


創業 約 50 年 の お で ん 種 専 門 店 。 練り 物 
の ライ ン ナ ッ プ は ざっ と 数 えた だ け で 
も 40 種 以上 。 中 華 揚 は 、 辛 いも の 好き 
だ っ た と いう 初代 が 試行 錯誤 し て 生み 
出し た 品 。 そ の 場 で お で ん も 食べ られ 
る 。 10 時 30 分 一 19 時 、 月 休 ( 連 休 あり )。 
江東 区 北砂 4-24-5 合 03・3645・1802 


上 海 肉 まん 


中 国人 の 地 さ ん が お 母さん と 二人三脚 
で 営む 店 。 名 物 の 上 海 内 まん を は じ め 
7 種類 の 大 き な 中 華 まん 、 シ ュー マイ 、 
春巻き な どの 点心 は お 母さん が 、 炒 め 
物 な どの 一 品 料 理 は 地 さ ん が 手作り し 
て いる 。10 時 30 分 一 19 時 、 水 休 。 
江東 区 北砂 4-9-8 谷 03・6323・4890 


開店 し て 2 年 の 中 国 総菜 店 。 中 華 まん 
や 餃子 、 蒸 し パン な どの 点心 が 中 心 で 、 
店 先 の テー ブル に ずら っ と 並ぶ 。 チマ 
キ は 5 種類 ほど あり 。 味 付け と いい 商 
品 値札 の 表記 と いい 、 か な り の 本 場 感 
が 楽し め る 。9 時 30 分 一 20 時 、 不 定 
休 。 江東 区 北砂 4-24-8 全 な し 
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ご 近所 の 魅力 を テイ クア ウト で 再発 見 ! 


毎度 お な じみ の 地元 商店 街 。 そ の 魅力 を 、1 つの お 弁当 に 詰 


め 込 ん だ な ら ? 


各 4 店 か ら 最大 2 品 ず つ を 条件 に 生ま れ た 、 東 西南 北 の ラ ンチ ボッ クス 。 
も し も 『 散 歩 の 達人 』 の キッ チン カー が あっ た な ら (P.105)、 お 届け し た い 力 作 ぞ ろ い ! 


野菜 た っ ぷり で フォ ト ジ ェ ニッ ク ! 


商 軸 の ー 補 国柄 チ 


取材 ・ 文 井 島 加 恵 撮影 一 井原 淳一 


@ 

鶏 ハ ム 

1 個 300 円 

低温 調理 で ジュ ー シ 

ー に 。 ハー ブ ゃ ニン 

ニク が 効い て いる 。 尋 
[4 


ポテ ト サ ラ ダ 
1 個 300 円 
スモ ー ク ペー コン と 
ポテ ト が マッ チ 。 カ 
ッ プ の 約 半分 を 使用 。 


1 パッ ク 465 円 

オリ ー ブ オ イル の 風 
味 が 豊か で し っ と り 。 
スモ ー ク 加減 も 絶 紗 。 


1@⑱ 


ディ ル 風 味 さ つま 揚げ 
(レモ ン と 野菜 付き ) 


2 個 480 円 
ディ ル が た っ ぷり 。 
ヌ ク マ ム と ベト ナム 
の 塩 で 味付け 。 


ーー 
フォ カッ チャ スモ ニク チー ニ ズ 靖 


真っ 赤 な ドラ ゴン 
フル ー ツ ボウ ル 
(チュ ー ニ ャ ン 
ヨー グル ト に 変更 ) 
669 円 

と ろ っ と ろ の ヨー グ 
ルト 。 ナッ ツ も ぎっ 

し り で 食べ 応え あり 。 


生 春巻き 


1 本 320 円 

皮 は も っ ちり 、 中 は 
シャ キシ ャ キ 。 食べ 
や すく 1 本 を 3 等 分 。 


酒場 ニ ホ レ モ 


日 本 酒 と レモ ン サ ワー を 飲み な が ら 、 イ 
タリ アン 、 ス ペイ ン 料 理 、 和 食 まで 、 
オリ ジ ナ リティ あふ れる 料理 を 楽し め 
る 。 レ モン サワ ー は 5 種類 以上 。11 時 
30 分 ご 14 時 30 分 ・17 一 24 時 ( 士 * 日 ・ 
祝 は 通し 営業 )、 無休 。 杉並 区 高円寺 北 
3-20-19 合 03・5356・7662 


散歩 の 達人 


し げ く に 屋 55 ベ ー カ リー 


北海 道 十勝 産 の 国産 小麦 を は じ め 、 店 
主 が 区 力 を 感じ た 生産 者 た ちの 素材 を 
使用 。 小麦 の 風味 を 感じ られ る シン プ 
ル な パン か ら 、 ワ イン に 合い そう な 総 


菜 パ ン ま で ずら り と 並ぶ 。 10 一 20 時 、 


火 ・ 水 休 ( 臨 時 休 あ り )。 杉 並 区 高円寺 
北 3-22-9 谷 03・5356・7617 


KICHIRAKU 


今年 3 月 に オー プン し た フル ー ツ た っ 
ぷり の ヨー グル ト ボ ウル の 店 。 中 国 南 
部 で お な じみ の 餅 米 を 発酵 させ た と い 
う 、 珍 し い チ ュー ニャ ン を トッ ピン グ 


で きる 。 8 一 20 時 ( 士 ・ 日 ・ 祝 は 9 時 一 )、 


無休 。 杉並 区 高円寺 北 3-33-16 か め や 
ビル 1F 合 03・6383・0083 


チョ ッ プ ステ ィ ッ クス 


生 フ ォ ー と 無 浦 加 ス ー プ が 自慢 の ペ 
トナ ム 料 理 店 。 本 場 の 味 を 再現 し た 屋 
台 料 理 も 豊富 に 摘 う 。 ハ ノイ に 本 店 が 
ある 焼き 鳥 専 門 店 が 隣接 。11 時 30 分 
ー15 時 ・17 時 30 分 22 時 30 分 LO、 
無休 。 杉 並 区 高円寺 北 3-22-8 大 一 市 
場内 合 03・3330・3992 


(スイ ー ト チリ ソー ス 付 き ) 
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狙い は 、 和 x パン と いう 意外 性 


大 森 ・ ノ リ に の っ て る の り た ま サ ン 


取材 ・ 文 信 琴 暮 子 


け ⑮ 


撮影 一 小野 広幸 


と う も ろ こ し と 校 豆 の つま み 揚 げ 
100g 200 円 


B 


9 ー 御 勝 の り 青 まぜ 玉子 焼き (大 ) 
と う も ろ こ し と 核 豆 10 枚 入り 756 円 560g 550 円 
直人 2s 秋 に し か 採れ な い 芳 濃厚 な 味わい 。 2009 
手 が 上 上 ま ら な い 。 レー い 青 ノリ を 混ぜ 年 に は 「 お お た の 介 
品 ] に も 選ば れ た 。 


箇 の お か か 煮 
100g 280 円 
食べ 進め る ご と に か 
つ お 節 の 出汁 が に じ 
み 出 て うっ と り 。 


苔 子 と 鶏 団子 の 


詰め 合わ せ 


1 パッ ク 540 円 


パン 屋 の 総 菜 コー ナ 
ー で チョ イス 。 当然 
パン に も 合う 。 


個 煮 の り 

85g 318 円 

ノリ の 風味 を 伝え る 
べく 調味 料 を 極 カ セ 
ー ブ 。 無 添加 。 


無 の 極み 味噌" 
2 丘 907 円 
食パン か ら 江戸 甘味 
噌 の 甘み が ふわ り 。 
和 総 菜 と 相性 良し ! 


商店 街 に 店 を 構え て 40 年 以上 に な る 地 
元 密 着 型 。 子連れ の 主婦 か ら サ ラリ ー 
マン 、 お 年 寄り と 客層 は 幅広 く 、 揚げ 物 、 
東 物 、 サ ラダ 、 焼 き 魚 な ど 80 種 以上 
の 品物 が 並ぶ 。 店 員 の 笑顔 も 地元 民 の 
元気 の 源 。10 一 20 時 、 日 ・ 祝 休 。 大 
田 区 大 森 東 1-5-1 人 03・5471・0336 


題名 の な い パ ン 屋 


2019 年 オー プン の 高級 食パン 専門 店 。 
母体 は 明治 17 年 (1884) 創業 の 個 ・ 
総菜 専門 店 「 個 浅 商 店 』 で 、 代 々 使用 し 
て きた 江戸 甘味 只 を パン に も 使う 。 店 
の 脇 で 販売 する 総菜 は 本 社 の 自信 作 。 
10 時 一 18 時 30 分 、 不 定休 。 大 田 区 
大 森 東 1-12-4 谷 03・3761・3036 


約 30 年 前 、 寿 司 屋 か ら 玉 子 焼き 屋 に 
鞍替え し た 。 小 さ な 工 場 で 一 本 一 本 焼 
き 上 げ る 家内 制 手工 業 。 調味 料 は 砂糖 、 
塩 の み で 、 ひ と 口 食 べ れ ば 千葉 県 産 赤 
玉 卵 由来 の ピュ ア な 甘み に 交 了 され る 。 
10 一 18 時 、 不 定休 。 大 田 区 大 森本 
町 2-31-21 合 03・3761・7360 


海苔 の 松尾 
江戸 時 代 か ら 続く 海苔 問屋 で 、 在 板 の 
「 御 膳 の り ] は 将軍 家 に も 納め られ て い 
た 。 海苔 は 素材 が 命 で 、 そ れ を 吟味 す 
る 目利き の スキ ル と 心意気 は 長年 に わ 
た り 引き 継が れ て いる 。 9 時 30 分 … 19 
時 (日 ・ 祝 は 10 一 17 時 )、 日 不定 休 。 大 
田 区 大 森 東 1-6-3 谷 03・3762・0656 
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主役 級 お か ず を 過剰 に 全部 の せ ! 8 
1 es・ オ カ ダ ・ 肉 パラ クイ スミ ー ル スト 


取材 ・ 文 = 鈴木 紗耶 香 撮影 デオ カ ダ タ カオ 


ひ A 

ハス 揚げ 自家 製 カ レー & 

100g 167 円 グリ ー ン カレ ー プ レン ド (ルー の み ) 
鶏 内 と イカ 。 シ イタ 100g 129 円 

ケ の ミン チ と レン ユ 


ン を 合わ せ て 拉 げ た 。 2 


回 


浅 漬け 
120 円 
濃 ゆ い メ ン ツ の 中 に 

あっ さり 、 サ ッ パ 吸 
爽やか な 風 。 


1 パック 204 円 
ヘル シー な 十 五 穀 米 


自家 製 高菜 の 
油 炒 め 
小 バッ ク 180 円 


全日 店 で ザク ザク 刻 


国産 牛 


は カレ ー に 合わ せる あみ 焼き ビー フ 
人 も 多い と いう 。 100g 610 円 (特売 時 590 円 ) 
牛 ブロ ッ ク の 外側 を 
網焼き で 衣 り 、 中 は 
美しい レア 状態 に 。 
厚 焼き 
ハー フ 194 円 
新鮮 な 卵 を 使っ て ポ 
リュ ー ム た っ ぷり の 
玉子 焼き を カッ ト 。 
1 1 1 ムル 】 1 


特製 煮干 だ し スー プ と 自家 製 玉 で ラー 
メン ファ ン を 諾 (と りこ ) に する 新進 気鋭 
の ラー メン 店 。 サイ ド メ ニ ュ ー や お みや 
げ 束 干 そば 900 円 な ども 持ち 帰り 可 。 
11 一 15 時 ・18 一 23 時 ( 土 ・ 日 ・ 祝 は 
11 一 21 時 )、 火 休 (「 逆 流 』 と し て 営業 )。 
北 区 上 十条 1-13-2 谷 03・6454・3983 


散歩 の 達人 


その 日 の 朝 5 時 に さば いた 「 朝 び ぴき] の 
新鮮 な 和 鶏 肉 が 並ぶ 。 唐 揚げ や ソテー な 
ど に 使え ば 違い は 瞭 然 。 鶏 肉 を 使っ た 
お 総菜 も 美味 で 、 毎 日 行列 。1 個 10 
円 の チキ ン ボ ー ル や チキ ンロール が 名 
物 。10 一 20 時 、 日 休 ・ 祝 不定 休 。 北 区 
十条 仲原 1-4-11 会 03・3905・1414 


ミー ト ・ デ リカ 塩 家 


上 質 な 和牛 ・ 黒 豚 ・ 地 鶏 な ど を 扱う 精 
肉 店 & デ リカ 。 ロ ー ス トピ ー フ や チャ ー 
シュ ー な どの ご ち そ う 系 お 肉 総菜 、 五目 
豆 や 、 いつ も 売り 切れ る 高菜 炒め な どの 
ヘル シー 系 野菜 総菜 も 充実 し て いる 。 
10 時 ご ろ ー 20 時 、 火 休 ・ 水 不定 休 。 北 
区 上 十条 2-30-5 谷 03・3908・3276 


お まち どう 十条 本 店 
ロー カル チェ ー ン の 弁当 & 総 菜 店 。 サラ 
ダ ・ 掲 げ 物 ・ 煮 物 ・ カ レー に ご 飯 ま で 種 
類 豊 富 で 通い 倒し て も 飽き ず に 栄養 バラ 
ンス も G。 深夜 1 時 まで の 営業 で 、 十 条 
民 の 生活 を 応援 。 10 時 30 分 ご ろ ー 翌 1 
時 ご ろ (な く な り 次 第 終了 )、 無休 。 北 区 
十条 仲原 1-2-6 合 03・5963・6790 
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っ や 介し 公 忌 っ …… つ 沖 じ っ 記 NOT | 
「[ つ や ソロ 陣 人 8 マー ド ユ ー』 @Yー | 
さじ ホ ヘー で 中 届 LOT | 


SINAK や っ っ 民 | の) 填 咽 上 澤 昭 や 
1) 握 球 ” 刀 @ ホ ー3@GINA 中 慌 AN 
KW 咽 Q 胡 甘 掛 じ ′ 忌 せ / 
ー ミ K" 十 G 訓 むと や 展 け Ne 
(0400 李 ン いっ ち お 507 昌 
べし ゃ 握 史 じ ONe 公 Q 般 去 ざ ヘー 
TK ト か ミ 人 Sp TO6 褒 や 守 N6S 
ー] 准 臨 Hiplmin 幼 や 興 昌 昌 
中 トマ ふい トー し Ne 
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て SC トド せ 選 利信 | 如 つ / 東 計 4mS や No 可 つ 愉 忌 負 0 G | 了 し X て へ 只 | で し 男 震 る で te 地 外 也 所 G 
ャ ま ミ ド % 上 
も つ 足 さ つ じ ] ふい 臣 環 ・ | er)JSPWOP" 半 手 CM( 事 ) 一 き 水上 地 皿 闘 H | AYAHNNA RU つ 十 氏 ー 
条款 E3 ビ 
普 


拉 . 


相 抽 しね 台 MO ね 
拉 往 
vVE 4 
ii 
前 きき 58 
島 N 旧 し Ao 各 
| お ます る 
ENNESN 4W り lt 2 絆 


[ホー マ さ つじ せ ^ 時 眉 | 
瑞 S の < 届 本 本 陽 加 人 くい 


3JnP つ や DC 


志 隊 G 昌 克 過 や 慰 ン | 
4H そ 芝 人 RSGS っ | 


員 表 欄 @ 媒 抽 ′ 箕 抽 一 副 
堪 抽 圏 G 恨 半 全 っ te] へ や へ つ " 
撤 人 "へ ユ 失 講 G 吾 局 愉 O 
じ 昧 堅 品 き 介 p 典 拓 訪 圏 伝 届 つ " 
想 促 し 届 購 還 " 箕 押 員 域 ( い 由 拉 
p 刷 で NG 明 唱 洋 DA" 


「 人 SU′ 句 細 剛 
到 宮 人 S 台 角 く へ 
記 志 公 間 NeQ 
つっ 」 ヽ 電 半 
で し 是 搬 全 OQ 人 S っ 7 [ 記 " 指 
記 人 QO の 0 代り 記 @ 鑑 採 お へ 
を て 中 De で も ゃ 篤 ” 殿 抽 
せ C」" Up 人 0 和 「「 困 吾 」G 
困 中 没 0p く じゃ] の 三世 ” 嘱 
避 ロ 電 拘 全 「[G へ 刀 H6 お へ を っ っ 
公 や 一 選 畠 や 民 じ 映 | つ つき 
9 般 嘱 羽 6)S つ 和 0 配下 一 
KINYK つ へ AG 一 措 里 艦 G ユ 
交 凌 "pn 一 疾 ロ せ 最 郊 @ や へ 
前 ご" つじ R 和 と つ 妃 用 由 桂 
0 お へ を "INA 中 乱 穫 NKD3 陸 
掘 や VN 芝 栄 さ 6 争 様 慌 握 S" 人 
筐 一 咽 血 選 悦 I ト YK 「 失 
前 衝 示 4m で や 貞 っ 」 0 是 搬 人 科 い 
っ Gyp 湊 時 せっ " | 選 じ る 
世 せ に Ap 田中 枝 和 0 や p 折 名 笛 RY 
1 ト ネ ホー ィ て っ ,Qh」 JG 徹 回 jp" 堪 抽 
ペー つじ 遇 ぐ 得 ロ 〇 や 圭 
INSPHQ 伸 画 舞 M" 

MG 選 "「 ホ ー さ コロ ー ン て 疾 
玖 On 如 さ 」 「 棚 臣 革 掛 無 
癌 G ゴ もぐ 公 っ じ 給 革 民 公 StG] 
「 財 せ 士 民 果 ハエ ユ ] の 劉 さ 二 人 
he 聞 ” ホー 己 G 宮 玲 せ 0G 握 
世 加 しゃ p 劉 きじ ONun い SS 呈し 髪 答 
づつ 如 っ J" 妨 つ じじ ー・ 


近所 仲間 で 料理 好 
き ・ 片 付け 嫌い の ライ ター・ 
スズ キ 、 チャ リ で : 還 


頭 に 、 


この 辺 ( 
よく 出没 する 上 鬼 編集 者 ワタ 


食 へ の 探究 心 E 盛 な 十条 在 
住 カ メラ マン ・ オ カ ダ を 筆 
ナ べ で 、 十 条 に 挑む 。 


十 WW9 生 INwTK 一 


ロー ツー 政 褒 8!6 つ " 


ネー ス 本 思 思 名 税 基 全 ら つ 
人 S ン 十 肖 諸 周 蜂 苫 G 野 咽 局 天 密 本 
NeQSG せ サー ドル へ せ ^ 編 凌 K ふ SN | 
DLG 令 っ つく 握 "RW か RR 
RXINPAS" 折半 6 誤記 AINYN 
ロー ふっ te 出せ 民 選 ・ 十 表 感 | 
@' い 6 っ や さく ユ ホー 中 唱 ゃ 四 野 人 | 
Pi Eco まり いり 
ソ / 除 像 6 へ K 公 珍 


< OS 昌 1G 


釧 畠 G 区 や お や 
無 累 " 「 遷 編 』 G 
蛋 上 組 畠中 年 
" 翻 系 おく で 
し 光 や お やっ っ " [4QH6102JinI G 給 
採 き きつ 皿 縮 忠 ら つ を で 上 徹 ら 選 
臨 北 SG 世 こさ 也 ン 曲 下 せ 算 っ ? 
[ 痕 "』 G ホ キー ロー 中 そ へ トト 
て PONe" 「 丈 30] G 昌 0 忠 6 
皿 ぜ きり 公 ン 取っ " [所 田 圏 】G 四 直 
押 GfQDWO や OH6 っ 」" Op 公 短 " 
「r)G4Q 公 生 RG 地 0 直人 つい 
十 上 村 Q し SON DKK 半 
到 昌 取 ep7 in 一 指 咽 じ で 」 
友 叶 っ 人 SS っ いふ ト ダ "の を 47 
目 GHHG4Q SG 撰 孝史 傘 つね 7 
本 て AGS 條 由 の 一 ミ K」 ロ つつ を 
iQGHC-」" TS し WOH6 つ や 心 |" 
っ いち やじ KTKTt2 い ふ ホ くじ 
「 昌 作 」 「 副 K] GHQ2uin』 [ 握 "」 
S ぐ 世 編 ロ 志 や 喝 更 ( 氏 OS)” の 7 
ー ミ KOWe ン 其 目 9 公 生 04S 居 
柚 つ じゃ "OSnOSIns 和 OM 
3J10Q 公 っ 心 ) 利 衝 づつ 甘 搬 守 
CD 公 ” 臣 燃 っ きっ " CC 訟 人 

| 男 穫 やら Q" 邊 兄 SOPtW 鍛 
地 注 叶 NO 棚 G 人 SS っ Q つ 7 
剛 GRA キ され” 所 GDAKDS つ 
鍵 彼 つ ン DPP 客 (QSINA 
中 穫 ANK" 中 ・ 十 上 ・ 束 居 も 
台 人 PC 


散歩 の 達人 
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電線 愛好 家 は 
上 を 向い て 歩く 


石山 蓮華 shyama Renge 


俳優 ・ ラ イタ ー・ 電 線 愛好 家 。 主 
な 出演 作 に 、 映 画 思い出 の マー 
ニー]、 舞 台 [遠野 物語 - 奇 ッ 怪 其 
ノ 参 -]、 ネ ッ ト 動 画 [石山 蓮華 の 


電線 礼 其 ] (STOLABO TOKYO)、 


DVD 「 石 山 匠 華 の 「 電 線 礼 譲 ] ( ア 
ミュ ー ズ ソフ ト ) な ど 。 Instagram 
アカ ウン ト @renge_ge 


電線 は 都市 の 血管 だ ! 


あり ふれ た 商店 街 を 、 キ ョ ロキ ョ ロ と 上 を 見 な が ら 歩 く 女性 。 石山 蓮華 さん は 、 電線 を こよ な く 愛 する 「 電 線 愛好 家 」。 
電線 の 、 一 体 何 が 彼女 を 床 に する の か ? これ を 読ん だ ら 、 あ な た は も う 下 を 向い て 歩け な い 。 


取材 ・ 文 = 鈴木 紗耶 香 撮影 = 鈴木 奈保 子 P.61 写 真 提供 三石 山 交 華 


「 タ イ で 撮影 。 引 留 具 (P63) や 電柱 の 形 が 日 本 と は 違い 、 
1 配線 の 量 も か な り 多 く 見 ご た え が あ り ま す 」 
「 電 線 が ギザ ギザ に な っ て いる の は 鳥 除 け で す 。 絶 対 に 
鳥 を 避け た いと いう 強い 意志 が みな ぎっ て いま す ] 


一 、 


Ei 


い 
る 


「 新 宿 三 醒 目 の ビ ル の 側面 に 配線 され て いま す 。 見 る た 
びに 経年 変化 し て いて 、 見 守る 楽し は が あ り ま す 」 


S 堪 剛一 


ご 時 QA ツ 潮 持 


線 
写 
選 
レ 
多 
シ ーー 
2 志 
ン 
( | の 「 今 年 の 初 語 の 帰り に 撮影 し た 、 田 端 銀座 の 電線 で す 。 
午前 中 の 日 の 光 が 電 灯 に と も り 、 電 線 を 光ら せ て いま す ] 
「 ネ オン に 照ら され た 電線 が 暗がり か ら ぬ っ と 出 て くる 
様子 は 、 夜 な ら で は の ちょ っ と 不気味 な 良さ が あり ます ] 
[電線 マニ ア 」 の キッ カケ と は 2.( 人 
いら 伝 交 り 優る な を し て し 写 と 見 路 学 
きれ 道 力 同業 ほり 伝 て 上 て 真 感 る 地 3 電 
た る 師 を 人 と ど ま え も 電 い 部 じ 電 を 年 線 
で と と 伝 誌 並 本 し る ら 綴 ま で た 線 通 生 を 
す ェ し レ し を を 行 白 た た え が し “ん は つ 頃 初 
ね ろ て る 作 し く " め な 好 た 電 で 生 た * め 
s に 活 っ て な す に か き ね 線 す き と 父 て 
は 電動 た て つる 勉 っ て “を "生き の 意 
積 線 を り べ て と 強 た 言 社 よ 高き 職 識 
極 が レレ ン “ す の う 会 く 校 し ふ 場 し 
的 取 伯 を 』 知 る Ks 軸 人 に で 内 な 「 挟 まっ た "南国 "(P63) は 珍し い 。 挟ん だ 人 の 「『 い いと 
に に に い 所 に = ロ 
出 ま 線 出 い ば う 畠 理 因 休学 る 尽く は ころ 見 つけ た ! 』 と いう 声 が 聞こ えて きそう で す ]」 
て げ * の た 俳 知 に 力 解 つっ に は な 間 の 小 
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に 


12 」 電 線 愛好 家 は 上 を 向い て 歩く 


le ヨ w さ 
杉 柚 王 能 
INvh 


ヨ 搬 掛 人 くせ” Q 台 
| ベ ユ 志 の っ 田 覆 諸 財 
据 世 如 り ′ RXIN 屋 
壁 全 いつ ヘー10S 叫 生 G く へ 
學 表 0 陣 で 上 " 「 垣 英 号 し T 中 
キ い つじ っ じ " 近 N 公 下船 々 征 
悪人 回 占 10 や Ne 屋 忠 GNR さ さく 公 
取 0 ぐ し "SQ 政 oY 
や マ 過 限 じ WOe さ し 」 則っ で 穴 
酸 得 ふり 諸語 0 黒 提 WAN 
電 ン 年 つじ 時 氏 旨 忠和 つ 過 " さ 
K 加 人 ……" 「 醒 可 せ 訟 人 っ 人 る 
長蛇 公 っ ン 6 じ 選 亜 角 じ 加 で teG 
や っ っ くさ しか 」" 映 つ っ や 40′ べく ロ 沖 向 


せ 人 むし っ っ 『 [ 妥 区 せ YAININHS | 


名 太 貴人 居 尻 り 10.QOS 代 人 RS!08 ご 豆 
周 宣 "nteH5JG 宮 角 公 殖 や 6" マズ 
皿 ① 問 0M 居 地 0G 電 に ゃ 入っ つつ” 
さだ ロ 則 っ 隙 昌 ん 毅 和 類 且 玖 お 
PDN-JD つ 6 や さ | ツ 拉 @ 控 要 
し A キ 私 入 一 選 尽 へ H6 ン hG" 

忠 原 ば ′ ete 隊 租 隊 學 更 上 電 得 
疫 選 昭 で や te 計 将 公 叩 っ" 

「 納 世 選 SDG 電 時 Ne 
YAhIh も SN9 屋 想 せ 旦 虫 の 且 王 ” 
公家 0 生 つじ 嘱 上 パス NeGS 寺 や つ ン 


し SOr) っ っ "Py 尽 和 DGGU 


疲 や 嘱 じ きっ つ ^ Q 侍 っ) 福 L0 お ? 

硫 忠 GRRRSSSOP ン AG” NG 固 抽 

DJ、3J 想 忠 つ 6 や] 
つっ 心 で むし 6 本 せ 責 手 吾 代 恥 選 


配慮 


下 ノ メー ター 横 の 電線 に 施さ れ た " 光 


上 ノ ぷ ら 下 が っ た ラッ シン ング ロッ ド 。 
学 迷 彩 "。 ひ と 手間 か け て 景観 


聞 培 WPp(Q0O” 認可 誠 む の ① 宮 
軌 器 り 剖 隙 公 旨 Ne" | 腸 二 ロ 記 人 で いじ 
っ No っ 鷺 公 CoO 〇 〇 >G 碗 田路 し ” 
GU せ 生 つく へ Gt 渦 符 演 宗 G 押 田 
相 公 Se" つつ し GU ー の OO の ー 
QOo> ロ 税 田 0 で 台 屋 居 和 人 陽 冬 懲 
世代 3 咽 む NO 男 田 忠 " GOQDE" 
民 HoE ベ SQG8 到 応 じ ヒヒ 
求 ホ ー れ ミ で SUG 咽 時 路 人 記 人 で っ 
NG トー 届き @ 四 せ 穫 管 へ AA 穫 SU7 
ILCIESL ま 1 に で くい いり 
Lett 


SENIWks い だ 


回 経っ つや 篤 妥 も 

て 四 圏 抽 時 岡 り 公夫 KG 押 鶴 Q 
GS 揚 世 曜 十 選 尽 っ じ 了 ン " 

「 器 じ ン 刀 人 0 っ 一 ]” 典 ゴ 0 ぐ 公 舞 
つ 刀 ボロ き 。 vike ン NO つ 志 忠和 S" INS 
へ や 口 和 を りつ 避 ” 屋 足 6 のり SS 
層 違 3NG 愉 旧 避 職 代 和 he 台 人 SG や 
SRS 尽 人 る G 下 中 唱 率 で る 刷 短 7 [ 
甘 唱 りく 宇 角 証 祥 換 牌 0 東台 っ 眉 人 


SNeD 洋 疾 じゃ 

4Q 評 "本 民 ー ふ ーG 組 忌 公 選 
EC 全 EMINEPUEETNOEEIEP り 
っ さじ" 甘 臣 の 穫 ロ て ヘ せ し 
凌 ヽ 史 S 台 剛 宮 居 忠和 * 外 親 所 、 四 
ヾ し っ es」 回 ゴ 0 ぐ “本 壁 滝 つ 
じ Q 拓 いじ 脚 じ eGp" 妥 喘 上 
飲 G 光 つ GSJ0 り っ 7n" 求 拒 
栄 @ 旬 肖 せ *K 選 0 代 トス 窒 園 [ウエ 
〇 の ヒ ー 己 ヒ 上 エロ の エロ ココ へ 療 
窟 事 訪 癌 」 (の の の ) 避 旬 洋 NeNon* 
[人 S 所 周 、 公 夫 や 6 つ 台 一 」 

了 器 6 作 D や 江 償 ( 條 也 ) 外 党 ロ 反 
っ じ 忌 野人 で や G7 民 ゴ 0 く で [所 
固 |] だ お " ペ 福 マイ ホ さ リロ 選 
上 骨 7 0 ソン 和 公 玉吉 祭 員 祭 シン 
0 く 咽 各 上 " NbG 号 態 公 幼 ソ " 十 財 
球 蛇 G 和 や ふい 信 っ 演 時 G 


工事 の 方 と 話 が 弾む 石山 さん 。 


偶然 唱 遇 し た 
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ャ ペー 光 p 吾 っ ne り っ Q" 

「 肌 忠 GDP じ ” 1 トト ー 公 っ te で 
お し ゃ SS マン" 事 詳 王 守 摘 輝 4 れつ っ つ 公 
っ りら を さっ し か 公 " で SG 唱 坦 上 吾 
BS 和 R 和 STT で て 咽 過 皿 り や 
っ t9-JIJNOR 居 っ くし じゃ 」 

TI し 皿 公 り ゃ 7 了 喘 G 日 修 陣 ロ 
舞 照 " 悪 災 Ii ト AA AS 十 代 ea 


0 さ " 選 和 柚 は の RS OS や 


燃 マ RS 只 っ 下 忠 WheG 夜 得 


っ ぷり 。 


座 商店 街 。 古 き 良き 商店 街 の 魅力 も た 


写真 に 。 左 電線 が 軸 還 ( ふ くそ う ) す る 田端 銀 


上 ・ 下 ノ 真 下 か ら 撮 る と 、 下 の よう な 迫力 ある 


[mm 人 SON て ふせ っ 公 宮 っ 1 
ロ つ し っ Hes" ゴ 福 "一 革 唱 悪 範 ww 
日 骸 鋼 画 つ じい" 嘱 じ っ Q 居 更 や 障 
SQ で し 申 (SQ を で や も" し ゃ 7 小 つ 
人 SQS(0D っ 組 つ 史 く し つ 6 っ 6 
" 宙 也 凡 G 選 且 ロ SQ っ 量 暗 ロ ] 
ee し 映 祝 波 G ボ 鋼 到 敵 ン 公 (Q 到 
SNO 隔 っ SNKG*O じ SNe" to 
隊 っ R 昭 や 選 G 公 ′ 日 嶋 @ 失 公 引 つ 
公 や レン 人 0 上 ー 瑞 覆 全 WD7 も 
や 製 心 玉 つ NH 中 想 
巡 雅 王 避 ロゴ 0 ぐ " 葉 
繋 じ りり で や お 括 電 人 Ne 
9 に が (いび くだ 」 マ ん く 】 
ざ じ し 貼 や で QNWO* 
SS っ っ 了 楓 一 」 居 人 
いむ Sr)0p7 認可 臣 
熊 G 固 0D か 全く 
ル C し っ ” hm ら 
EWWP シ っ 公 下 し 天 
ヾ し っ te? 
「RSD し っ 台 乱心 
で つっ し じ ち ー じゃ 7 国 
可 堅 藤 せ 財 全 民 っ じゃ 
刀 JJN 失 公 容 H6D 台 屋 
可 恨 葉 陵 誠 つ い 還 由 
令 わ 台 さ ” 下 証 折 唱 60 
じゃ 押 公 配 で 6 
ET マビ よ さい いり 
ヾ しゃ ゃ ]" 

加 ゴ くせ "叶っ 


に 浮い て いる タイ プ 。 


使わ れ て いる 銅 。 電 線 メ 
石山 さん の 宝物 。 を / 


ー カ ー の 方 に も ら っ た : 
! 空 中 ( 


右 / 電 線 の 導線 に 
れ が 「 南 国 」 だ 


思 り ソン 同 叶っ っ ユ 
代 哨 庄 D ト ふさ EteN 提 案 7 斑 
SQ ビ 臣 " 軸 路 環 信 (QOS や 喜 呉 甘 。「 
談 財 虹 人 Q 球 賠 公 rQ | 手 く D 吉 破 更 
代 2J” 堆 氷 G 短 旨 朱 也 ソン 16SQSW 


心 守 嘩 話 公 園 っ 思 乱 の っ 

「 計 0 や” 展 くく 0 如 瞬 忠 中 契 
加 D じ 『 共 っ っ 屋 忠 』 約 D む り の 万 の 
誤 諸 つ レン 筐 人 0 っ 民 」 回 ゴ 10 く " 
記 閉 で h” | べし ゃ 諸 つ 人 S じ " つ 公 や 
ふ ふ " 台 JJN 給 品 p4RN 信 ンマ レ 7 
壁 公 患 へ 羽 避 OS 刀 好 の の その じい 
で 公 で he" 語 忠 誌 上 せ 絡 但 じ StG* 


| 電線 用 語 集 


知れ ば も っ と お ぉ も る しろい 


ー ド ー 代 富 り 60 し 演 公 陸 Ne 


介 G 井 志 り 思 で Ste り JR 季 っ " 


臣 じ ポポ い トマ ミー 虹 公 ペー" 


志田 吉 S@oo@ 〇 OO> 公 中 能 賜 皿 G 
ーO 〇 の ご ーQOO> ロ 箇 田 本 0* 


に に SEGAEO 誠 ココ 
昌 田 基 公 Q 作 則 守 9 く G 不 相 史 褒 


号 四 トー トミ AH6 つ 人 S 刀 "人 党 0 
や 刀 や topG" トト ロ ふ 回 臣下 公 


散歩 の 達人 
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t 化 を 凌 返す 手法 で 東京 の 呈 を 
キンタ ター 


連続 する マン ホー ル の 典 に よる 陥る と 、、 符 型 の 車 中 = =。 
め が 。 車止め に 東独 が た わ お むれ で いる の が 印象 的: 
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見 えな い 水 辺 の 上 を チャ プチ ャ プ 歩 こう 


歩い て いる と き 、 ふ と 「 こ の 道 な ん だ ろう ?」 と 違和感 を も っ た あな た ! も し か し た ら そ の 道 は 音 、 川 や 水路 だ っ た 場所 か も 。 
下記 の 暗 洒 サイ ン は 水辺 が あっ た と き の 名 残 と ヒン ト を 示す も の 。 い ざ 、 暗 至 ハン ティ ング の 世界 へ ! 


撮影 小野 広幸 


暗 近 ハ ン テ ィ ン グ の 強い 味方 、 厳 選 9 ア イ テ ム 。 


街なか で 出合 っ た ら 、 暗 至 か も ? と 疑っ て みる べし 。 


暗 楽 ハン ティ ング お 役立ち 図鑑 


まさ か 度 : まさ か これ が 暗 紀 に 関係 ある の ! ? と いう 意外 さ 指数 | 暗 還 確度 : これ が あれ ば 暗 索 間違い な し ! と いう 確か らし さ 指数 | レア 度 : そん じ ょ そ こら じゃ 見 られ な い 、 と いう 珍し さ 指 数 


まさ か 度 


くね くね 道 007 緑 道 。 004 橋 跡 ” 001 
電 し 暗 深 確度 まさ か 度 呈 深 確度 まさ か 度 晴 
し 、) し 
レア 度 ーー ドコ は レア 度 


川 で あっ た こと の 記憶 は 、 時 と し て 混 行 と い 
う 形 で 道 に 残さ れる 。 く ね くね 曲がる 道 は あ 
や し い ぞ 。 


下水 道 幹線 の 上 の スペ ー ス を 地域 の 憩い の 場 


と し て 公園 や 緑 道 に 、 と いう パタ ー ン は あ ち 
こち で 見 られ る 。 


川 が 量 集 に な り 、 橋 だ けが 残っ た 状態 。 暗 近 
化 で 橋 も ろ と も 撤去 され る こと が 多い の で 、 
出合 えれ ば ラッ キー ! 


排水 の 便 か ら 川 の そば を 選ん だ 、 と いう 証言 
を 何 軒 も 得 て い る 。 そ の た め 、 暗 で 銭湯 に 
出合 うこ と は 実に 多い 。 


ーー レア 度 
車道 に 対し て 、 お か し いく らい アン バラ ンス 
な 幅 が 広い 歩道 。 も と も と 川 だ っ た の だ か ら 、 
仕方 な い 。 


近 街 編 ソ が 所 視 に ( 加 
所 に と | ひ を 覚 出 今 変 
タ も 並 ド そ 歩 や か こわ 
7 作る きく る 
トド せみ 初 早 み べ と 長 》 
リ そ て た 級 と よ 皮 き 発 く 
ッ て の 今 計 は 見 だ 
フ ほ で 編 る 感 ' が る 
本 きき 用 層間 ラ 
|! い ぁ 中 が 住 覚 ち き ロ 
な 級 秘 宅 を も る 
いた 編 め 地 も ちょ と 
きる 8 る 全て る きえ 
エ 貴 
ご む 級 ピ 近 近い 次 


散歩 の 達人 


政 装 8 氷 Ve で (iT 放 


還 控 確度 まさ か 度 


| 


レア 度 
重量 の ある クル マ か ら 暗 染 を 守っ て いる 車 止 
め 。 形 も さま ざま で 、 場 所 に よっ て の 変化 が 
愉し め る 。 
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障 染 確度 まさ か 度 
し ーー レア 度 
』 近 で は よく 見 られ る 、 暗 空間 の 機能 的 な 


活用 例 。 暗 箇 と 知ら ず に お 世話 に な っ て いる 
人 も 多い の で は ? 


そく つ 街 そ 道 道 も か し 
こつ て で を の が や し が て 
は ます すか 0 
だ と が が が 思 つ た の 意 
だ 八 横 川 か も ら 存外 
の さち 切 の も は 買 在 と 
に 通 
道 え た る 跡 し 追い を 身 
じ つ こ こ だ れ ぞ で 和 物 教 近 
ゃ か と と だ さい に ぇ え 】 
な め を も た いな 向 て 場 
いぼ ば 示 あ ぁ あり" か か < 所 
に も も る 語 民 だ うれ く て 
ち う いか 店 街 裏 の る 何 


周囲 より 低い 所 を 通る 道 は 、 晴 深 で ある 可能 
性 も 大 。 両 側 の 段差 は か つて の 川 が 作っ た 谷 
の 名 残 か も しれ な い 。 


マン ホー ル 003 


暗 深 確度 まさ か 度 


レア 度 
下水 道 に 転用 され た 川 も 多い の で 、 マ ン ホ ー 
ル と も 仲 よ し 。 場所 に よっ て は 、 ず ら り と 列 


を な す 光 景 も 見 られ る 。 

か な れ 見 路 路 
風 ど ぇ じ の の 

そ 景 ` 隠 つ 跡 こ 

うに いれ は 例 と 

い 出 か し 暗 般 を と が な 

う 合 に て 押 と 指 は あ た 

明 う も い は 提 す 地 る の 

確 こ 川 る ^ え が 下 だ 住 

な 選 因 人 愉 和 所 ンー 選 恋 お 

風 は 意 水 ろ 訪 = 埋 う 特 

景 な を 面 い し で 設 か に 

まほ を る そま" 

な 太 誠 六 伏 改 

いろ る よい 街 こ や た 哨 暗 

と うう け で う 水 水 殿 以 ! 


8 」 水 の な い 水 辺 を 歩く 暗 近 さん ぽ 


二 橋 て 


| 橋 跡 の ある 風景 ご 葛 侯 区 入信 3 丁目 の 桜 


初級 編 


《 小岩 用 水 だ っ た ころ 》 


暗 栄 ハン ティ ング 解説 


郡 | | 晶 公 Q 統 吉 で レン 8 つっ 電 守 握 け 刺 部 YO 棋 宙 
監 丘 し 妃 キ の 選 人 "し せ 胸 唱 装 号 嘩 0" 


SMP 


「Y ilK セ ー ト トー]′ 折 時 宮 革 ロ 思 編 繋 GT 


MSG で や ロロ じ せ 10 リ つ 臣 旭 
AH 提 玉 SRISOUB 計 1 
時 科す まま 
を ま ド 和 0 すま ませ 
記 | 8 和 9 IO に 
穴 て 暑 コ 坦 で 加太 っ 
SN やり 当 持 じ 甘 崩 Sp 
ed り 三 屋 つ 
や 哲 1) 居 内 全 ・@ 。 じ 
を AR さ 6 各 補う ロリ 
PO か を を | 


れ が 橋 で あっ た 
えて くる だ ろう 。 


が 、 ひ と た び 
と に 気がつけ ば 、 晴 染 が 発 
する 声 が 聞 


所 SIo そ dEEG へ お だ りり 拍 誠 Ne* 


6 じ つ ト つ 交 
選 C 王 レ トコ 
ま 拉 村 旨 DK 
せ じ 人 丘 関 想 Q | 
五 浴 po 叫 毅 FN 
3 遇 お 思 で 宮 人 な to 
ie D 革 畑 っ 
し @ 着 0 公 押 也 上 ロ おじ 
人 SS っ / き 骨 。 公 如 で 
し っ 3 せ IO 窓 Pi 
を すさ 
由 っ Lo】 
人 后 貧 の や る きき Py to 


加 権 人 人 @ 本 用 る 上 や 軍 宮 け せ 十 月 公 " りり で 柏 人 や 団 


区 せ 田 ぐ W 要 上 


人 8 っ ソン 提唱 や 拓 人 で つ "R へ R や や 揚 で 過 " 


た り 


徒歩 9 分 。 間 飾 


区 鎌倉 3-7 あ 


ー 北 総 線 新柴又 
駅 西側 出口 か ら 


「 融 秋 区 の 昭和 」( い き 出版 ) 


の RM 


5 だ 


R 
こ 


橋 は 子供 た ちの 溜まり 場 


ざり 号 王 代 虹 知 "に 

の BA ※ 導 所 だ 

っ "WT せ "的 四 ※) 

っ OR る 國 G る 4 興 人 SrQ 補 6 
he ビ 雪 皿 交 人 QR 公 皿 
克 過 " 枚 量 較 ロ 1)GtO 穫 
St 2 さり 
つい "4S1Qr 0D 晶 公 本 人 じ っ ぷ "| 

手 呈 凶 人 eSte 胃 ロ 8" 和 
所 人 e 団 的 晶 叶 全 し W 
POP 晶 @ ゴ " 由 寺 や 
GS 湖 つ さ G 理 攻 ” 胃 り 明 暫 D 
VeNH 否 ′ 組員 候 拘 旧 ロ 
te 中 つじ 陣 っ 他 …… 加 @ 
二 ロ 蘭 0SO OH6 和 OH6 守 衝 愉 電 
昭和 所 時 hte" 刀 KIG 軽 DD 
teHu ヘ ー シ を RGPp7 熊 ら 
に NEEYES 症 、E: さ こく X た < 
撰 で レン NG 衝 一 9 氏 ウン SN 人 
つぐ RS っ 刀 り 公 。 江 せ 中 上 懸 
到 尋 っ " 

所 中 感 XRNeJ” 押 量 じ せ を 引 
Sm 竹 因 路 く G 中 へ 史 さ ” 四 ツ マズ 
人 | 琴 り 蝶 .QS 刀 吐 原 っ " 束 
Ne 品 柚 4p7 OJTUH64OH6MSNG 
SN Se 唄 月 ロ 壇 お 押 
時 つき RS SDM 品 人 OM っ 軽 
SS 地 っ PSNrQ7 30 入所 革 人 
SNe 宙 KWn" 軽 Q 下 に Op 三 
地 G を 眉 只 TIN つ "夫人 千 上 短 中 
NO 軍人 誤 電 上 つ 人 人 各 つ し …… で ・ 
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(②⑫ コン クリ ー ト 蓋 


ーー まとい a 


13 | 水 の な い 水 辺 を 歩く 暗 禁 さんぽ 


| 中 弧 編 | 駐輪場 の ある 風景 区 演 瀬 南 自 転 車 駐輪場 


に 
生 
ま 
れ 
変 
ゎ 
っ ウ 
た 

昭和 30 年 代 の 古 隅田 川 の 流 路 。 ク ラン 

ク し て いる 部 分 が 現 叉 輸 場 。 出 典 : 国 

地理 院 撮影 の 空中 写真 (1963 年 )。 


玉 引 (v 誰 古 v 弟 匠 醒 . 紀 三田 


選 叶 。Otrr( 立て 部 短 豆 釘 評 
ON 合 は 栓 計 OS( 」 宮 喘 電 清 


e 藤 Sm ポ 。OONtr( lO と rr ふ 対 


"Tr(1SY り 計 (r 「 と て 充て 
壮 間 4 潤 思 の は の 中 共 浦 占 普 計 」 
> 中 へ 0 野 き 誌 芝 正当 喜 図 中 


疫 。 の 中 翼 玩 み 寺 明 薄 痢 


呈 塞 び 


sr はり 誠 帆 中 9 図 結 


装 でき で 。 翌 器 加 痢 半鐘 器 
毅 へ 漏 C の 迷 て Vie 。 は OKQ ン 


暗 貫 ハン ティ ング 解説 


JR 常 般 線 綾 瀬 駅 の 南側 に 
ある 細長 い 駐 輸 場 (③) は 、 古 
陽 田 川 暗 扶 上 の 物件 だ 。 入 り 
口 に は ご 丁寧 に 車止め (④) 
まで 備え られ て いる 。 さ ら に 


ここ 、 入 り 口 か ら 奥 に か け て 、 


くね くね 道 ⑤) と な っ て いる 
の が お わか り だ ろう か 。 こ の 
くね り は まさ に 古 陽 田川 の 川 
跡 で 、 数 年 前 まで は この 先 東 
方 向 へ 約 300m ほ ど 駐 輸 場 が 
続い て お り 、「 袋 橋 定 第 3 自 
転 車 駐車 場 ] と いう 川 に ちな 
ん だ 看板 も 掲げ られ て いた 。 

細長 い 公共 空間 で ある 暗 
は 駐 輸 場 に 適役 な よう で 、 
JR 渋谷 駅 ・ 宮 益坂 下 ( 渋 谷川 
暗 染 )、 東 武 東上 線 下 板橋 駅 
横 ( 谷 端 川 晴 ) な ど 、 各 所 で 
見 る こと が で きる 。 ま た 、 か 
つて の 川沿 い に は 湿地 や 池 
溢 原 と し て ある 時 期 ま で 手 
付か ず で 残っ て いた 場所 が 
多い か ら か 、 自 動車 教習 所 、 
ゴル フ 練 習 場 、 バ パス ター ミナ 
ル な どの 「 ま と まっ た 広い 土 
地 」 を 要する 施設 も 多数 確認 
で きる 。 


ーJR 常 射線 ・ 
= 細 地下 鉄 千代 田 株 
半 R aaEma | 給 源 恥 東口 か ら 
ー ュ 徒歩 1 分 。 足立 
し 2 
に 区 綾瀬 2-25-8 
ナ ゴ あたり 


適 凌 豆 団 天 。O9 サ べき 程 き 非 


る と を 仙 ま い 
| 水 季 だ ニニ 1 
アソ が な 水 華 
し 流 の 田 , て て 9 
て れ で が 人 古 み 6 
た て いあ 人 技 陽 る 0 
見 中 普 % き 人 うさ 朱 
まま ます すす. 
4 る 取 滞 売 
る 閣 ` 引 * り 用 新 
と は な き 付 上 水 間 
き 大 み 入 近 げ と を 
護 き な れ に らし 見 


古 隅田 川 と 悲 喜 こ も ご も 


068 


1) 据 で し っ GS や 

】) せく HGF※ 應 し 査 
悪 礼 則 三 NTT お EQ 
EE に で IMENP 
D 療 論 補 " 則 介 / 礼 岩 三公 臣 時 
0 如 司 BNT)DBSO 刀 誤る GS 
公 宮 皿 錠 民 三 QS つ " 上 昧 話 
G ズ ロ 玉 っ じ 必 Ne スト 中 8 寺 G 
郷 信 人 殖 コ "に 選 和 蛋 局 5 GS 
三公 考 じ っ 台 和 っ 0” る 折 枯 
6 唱 提 0 刀 やつ 私 艇 宮 
旋 つ JO じ 歯 つじ 独 ぐ し っ" を 
人 ADR ふ PA キ NAT N ト ト 
kb やつ RIIR っ MY で HO 
人 SH6N じ 帆 て や 2 っ he" NG だ 大 
幡 主 四 赴 つ 公 (Q 舞 農 G 礼 則 
三 民 器 記 し っ Q [ 昼 回 や 項 志 0 
じ 換 Q 刀 パー 押 履 翼 SQD っ 
1 人 つ SQ 咽 や 束 WW じ 20" 
EKSTeNESEES( いい 
マ 財 り 時 人 SQS 人 かせ に 区 舞 邊 
DC っ t9" 了 宮 典 G 弄 唱 ゃ 7 
三 G 中 糧 p 提 昧 径 SNe" 1)G 
Xp いつ 坦 ね 搬 嘘 環 公 際 で 
@ Ne” 不了 須 ロ Ne-JNMT) 公 員 邊 悪人 
握 で 三間 @ い っ つや つ 過 
に Nb" 彼 記 忌 菩 ” 騙 や 遇 導 執 
つじ っ っ Jp4SO 刀 )2 っ nmY 固 交 
6 や 8 利和 利 宝 …… の 下 IJNNG 
芝 抽 せき" 大 幅 三 G 障 G 和 公 や つ 


っ " 


天狗 湯 と 松庵 川 と 街 の 人 びと 


| 銭湯 の ある 風景 ~ 杉 並 区 西荻 南 1 丁目 の "天狗 湯 』 ご 


上 級 編 


ろ 》 
け ) に 載る 松庵 
こと 
うな 店 が 、 
ET 
7 マト 
2 
シイ レラ ン ャ 


と 
@ 


暗 村 ハン ティ ング 解説 
天狗 湯 は 暗 拓 沿い の 銭湯 
(④) で 、 向 か い の 幅 広 歩道 
(⑦) が 松庵 川 晴 細 で ある 。 名 
ドリ ー (⑥) な ど 、 一 見 
川 と は 関係 が な さそ 


湯 の 他 に も 大 量 の 排水 が 生じ 


が 多い 。 氷室 豆腐 店 、 コ イ 

だ 。 い まだ 川 と 縁 が 深 そ うな 

養魚 場 な ども この 類 。 
西 攻 窒 駅 


《 松庵 川 だ っ た 


杉並 新聞 (1953 年 11 月 8 日 


ン ラ ン 
暗 生 の 存在 を 教え て くれ る の 


暗 径 沿い に 立地 し て いる 


る 施設 や 業種 業態 は 、 川沿 い ・ 


川 。 天 狗 湯 の 前 の 流 路 の 水害 が 酷い と いう 話題 。 


ー JH 中央 線 西 
荻窪 駅 南口 か ら 
徒歩 10 分 。 杉並 
区 西荻 南 1-21.4 


1 フー ニーー ン っ 


散歩 の 達人 


069 


2 


= 諾 流 ン ギグ 出 族 宮 


EE 
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三 四 較 当 


業 N 放 較 温 中 mW 当 過 


東京 23 区 の 旧 町 名 の ラン ク と 種類 
ラン ク 」 種 類 」 概要 1 例 
[東京 府 ] 「 東 京 市 ] 「 郡 ] や 15 攻 、 


SS | 医 」 東京 23 区 成立 以前 の 旧 困 名 


35 必 時 代 の 市 区 町 村 名 が つく も の 
深川 O 〇 〇 町 、 本 田 〇 〇 町 、 大 井 OO 〇 町 、 
9 HMS HO6 刑 IIOO 町 、 OO 町 、 伊 尋 困 OO な ど 
その 名 前 が 消滅 し た 
A 標準 な 旧名 大 部 分 の 旧 町 名 が 該当 
上 」 町 舞 町 名 と の 違い が [町 ] の 有無 時 区 伯 町 : 負 和 )、 
の み の 旧 町 名 杉 N 区 方 南町 ( 現 : 方 南 ) な ど 
CC 」 旬 上 MO 町 名 、 現 町 名 や 利 了 F 計 な 木製 表札 が 特に 入る 信条 
判別 不能 な も の 後述 の デン リ ヨ ク も 基本 は ここ に 該当 


「 旧 町 名 を さがす 会 」 で 
地名 の 歴史 に ふれ る 


所 


せき 光生 呈 EB 光 半 応 癌 低 開 季 W 


に ゴ 
京 4 
5 
あ 
39 
ペ 
記 
回 


可 崎 装 政 回 図 束 下 紀 洒 


上 写真 は 編集 部 が 文京 区 、 台 東 区 、 新 宿 区 の 街なか で 発見 
し た 旧 町 名 。 文 京 区 は 102so さ ん が 初心 者 に お すす めす 
る エリ ア の 一 つ だ け あ り 、23 区 成立 以前 の 「 小 石川 硬 丸 山 
町 」 や 、 樋 一 葉 も 暮らし た 「 菊 坂町 ] な ど 、 さ ま ざ ま な 旧 
町 名 を 発見 で きた 。 駒 込 エリ ア (現在 の 本 騙 込 、 千駄木 、 
向丘 ) の 旧 「 駒 込 つ 〇 町 ] は 現在 も 高い 現存 率 が 見 込ま れる 
そう 。 新 宿 区 で は 、 過 去 5 年 ほど の あい 栄町 一 四 
谷 三栄 町 「 坂 町 一 四谷 坂町 ] な ど 四谷 ] を 冠 する 形 に 町 名 
変更 され た エリ ア で 、 複 数 の 旧 町 名 を 発見 。 こ こも 初心 者 
に お すす め の エ リア だ 。 


102so jn 


1983 年 生ま れ 。2006 年 に 東京 23 区 内 の 旧 町 名 探索 を 開 
始 。 サ イト 『 旧 町 名 を さがす 会 」 を 主宰 し 、23 区 の 大 半 は 
調査 済み 。 名 前 の 由来 は 新宿 の 旧 町 名 ・ 十 二 社 より 。 自主 
制作 の 旧 町 名 探し ガイ ドブ ッ ク 『 旧 町 名 を さがす 会 入会 の 
ご 案内 」 販 売 中 。Twitter は @102so 


し o | 
EEEzEELEERI 


に さい 
に に 1 


に 
n 凍 | 


EE テー 


に ゴ 


あら ゆる と ころ に 潜む 旧 町 名 


「 近 所 で 散歩 を し よう に も 、 家 の 周り は た だ の 住宅 地 な ん で す 」 と いう 人 に も お すす め な の が 『 旧 町 名 探し 」。 


実は 家 の 近 所 に 残っ て いる 、 土 地 の 産業 ・ 文 化 に 根ざし た 旧い 町 名 を 、 散 歩 し な が ら 探す 
取材 ・ 文 ・ 撮 影 = 古 湊 計 一 郎 提 影 佐 共 海 (編集 部 ) 


「 街 な か の どこ に 旧 町 名 が 残っ て いる の か 」 を 知る の が 旧 町 名 探し の 第 一 
歩 。 街 の どこ に 注目 すべ き で 、 ど ん な も の が レア な の か を 勉強 し よう ! 


ss と いう 楽し い 遊 びな の だ ! 


旧 町 名 探し の 基 集 知識 を つけ る [mm 本 


5 | た ば こ 屋 


古い 店 の 入り ロ 上 を 確認 を 


古い た ば こ 屋 の 入り 口上 に よく 掲げ られ て い 
る 、 赤 い ホ ー ロ ー 製 の 看板 も 旧 町 名 が よく 見 
られ る 場所 。 「 お 店 の 人 が 手書き で 住所 を 記 
入 する 形式 の よう で 、 各 店 の 個性 が 頸 えま す 。 
ビル や 街区 表示 板 よ り 探し や すい で す 」。 


6 | デン リ ヨ ク 


玄関 トビ ラ 上 や 横 を 見 よ 


「 電 力 会 社 が 各戸 の 玄関 に 設置 し た と 思わ れ 
る どら 焼き 形 の ブレ ー ト 。 中 央 部 の カタ カナ 
部 分 に 旧 町 名 が 確認 で きま す 。 文字 の 不安 定 
な サイ ズ 感 や 、2 一 5 文字 に 無理 矢 理 お さめ 
る 省略 の 美学 も デン リ ヨ ク の 見 どこ ろ で す ]。 


散 た シ 散 難 照 ラ レ 
歩 り レ 歩 : な マン ア 
が も し お ロク 度 
宇 す と た と S 上 還付 や 
探る あら 師 8 別け 発 
し "る や ラ 急 を 見 
に 旧 を 古き ン や し 計 
な 町 を クレ て 
見 い や の ぃ い の 
放 名 うー の 参る う 
び で や け 戸 近 あ る 往 こ れ 
な は 大 靖 所 は に 
ゐ の は 大 て を は し 70 さ 
= . 興 の う 発 て の に 
「 ご 和田 門 ラ 見 ほ 表 応 
近 で 柱 っ が し を じ 
所 き に と 困 い 参 て 


散歩 の 達人 


きぐ 0to oe Gー /c 計 「(「 骨 導 」 


き 相 局 骨 < 「 選 羽 光 」 き 下記 后 


: 加 ) 


江戸 て 明治 か ら の 寺院 に 多 し 


表札 の 派生 系 。 門 柱 に 掲げ られ た 寺 名 に 旧 町 
名 が 添え られ て る ケー ス は 多い そう 。「 江 戸 
や 明治 の 地図 に も 「 忠 』 が 見 える 寺院 は 生存 確 
率 が 高め 。 台 東 区 、 文 京 区 は 特に 確率 が 高い 
エリ ア 、 探す の に お すす めで すね |]。 


4 | ビル 


高度 成長 期 の ビル を チェ ッ ク 


こち ら も 表札 の 派生 系 。 高度 成長 期 に 竣工 
の ビル に 目立ち 、 千 代田 区 、 港 区 の オフ ィ ス 
街 は 探し や すい で す 。 怪し まれ ず 探 索 ・ 撮 影 
で きる の も 魅力 で すね 。 昨今 の 再開 発 で 消滅 
が 続き 、 希 少 価値 は 上 が っ て ます 」。 


と 23 名 さら 対 ぶ 町 名 
の 区 に れ 街 象 だ 名 探 
違 成 つた な は け を し 
人 立 て と 表 か “の 現 と 
が 以 ほ 札 に 旧 簡 地 は 
を すす 
ぢ も 軸 だ て が 遊 し 時 
負 の 的 "いり 坦 びく か 
の き 価 な く 役 一 ら 
み 8 値 お 古 だ っ 見 そ 
の ご の 東町 うつ つこ 
場 二 高 京 名 た まけ に 
合 現 い の が 時 り て あ 
は 町 東 旧 表 代 探 ' る 
B 名 京町 示 か す 喜 旧 


記 后 の 叶 面 薄 きみ ぶ 0troo QOー 


2 | 衛 区 表示 板 


。tu ざ 問 石 と 0to o いら ーS 
「 夷 は Otto 避 后 | て 淫 半 落 tN 
記 后 婦中 の と Au 如 生 日 壮 みゆ 


旧 町 名 の 生息 場所 の 約 80% 


旧 町 名 の 大 半 は 表札 に 残っ て いる の で 真っ 先 
に 探す べき 対象 。 住 居 表 示 実施 以前 に 竣工 の 
住居 に ある の が 基本 の た め 、 古 め の 住居 は 要 
チェ ッ ク 。「 堀 や 石垣 に 年 季 を 感じ る 木造 家 
屋 、 木 が 生い茂る 古 民家 な ど は 要 確 認 で す 」。 


行政 の 「 更 新 忘れ 」 を 狙え ! 


行政 設置 の も の で 町 名 変更 時 に 更新 され て し 
まう 。 現 存 は 貴重 だ 。「 あ えて 残さ れ て いる 
ケー ス も ある 昭和 40 年 前 後 の 広告 付き で ホ 
ー ロ ー 製 の も の や 、 更 新 忘 れ も 比較 的 ある 平 
成 に 町 名 変更 され た エリ ア が 狙い 目 で す ]。 


(は 店 彫 
中 


いい hw:ihiaNl 


… 記 〇 〇 沖 和 賠 中 茹 S 


昼 江 計器 1S 図 計 聞 図 語 庄 , 賠 区 


天地 計 古 
Sm 
EE に と 
加油 沿 で 芋 党 囚 癌 痢 の 
Sa 汗 S IN 


RE 14 」「 旧 町 名 を さがす 会 』 で 地名 の 歴史 に ふれ る 


(明治 22 年 ) | 東京 市 用 生 | 東京 府 が 15 還 を 市 域 と する 東京 市 を 設置 。 


必 。rrri 
い : 


万 2 の 5 郡 82 町 村 ※ を 吸収 し 新た に 20 下 (淀橋 / 向 島 / 城 東 攻 / 品 川 攻 / 
在原 画 / 目 黒 馬 / 大 森下 / 蒲 田 馬 世田谷 弄 / 渋 谷 厨 / 中 野 臣 / 杉 並 下 豊島 下 / 
滝野 川 莉 / 王 子 硬 荒川 攻 / 板 橋 攻 足立 看 / 葛 飾 / 江 戸川 華 ) が 誕生 。 こ れ 
に より 大 東京 市 35 語 が 成立 。※5 郡 82 町 村 と は …… 【 南 足立 郡 』 千 住 町 / 梅 
島町 / 西 新井 町 / 江 北村 / 査 人 村 / 伊 興 村 / 清 江村 / 東 淵 江村 / 花 畑村 / 綾 瀬 村 【 南 
高 飾 】 本 田町 / 奥 戸町 / 南 瀬 町 / 秋 計 / 新 宿 町 / 金 町 / 水 元 村 / 小 松川 町 / 
松江 村 / 瑞 江村 / 葛 西村 / 鹿 本 村 / 入 崎 村 / 小 岩 町 / 寺 島町 / 吾 婦 町 / 隅 田町 / 軸 
戸町 / 大 島町 / 砂 町 【 北 豊島 郡 】 巣鴨 町 / 西 巣 輸 町 長崎 町 / 高 田町 滝野 川町 / 
王子 町 / 岩 潮 町 / 南 千住 町 / 三 河島 町 / 日 暮 里 町 / 尾 久 町 / 板 橋 町 / 上 板橋 村 / 志 
村 / 赤 塚 村 / 練 馬 町 / 上 練馬 村 / 中 新井 村 / 石神井 村 / 大 泉 村 【 豊 多摩 郡 】 渋 谷町 
/ 千 駄 ヶ 谷町 / 代 々 幡 町 / 中 野 町 / 野 方 町 / 杉 並 町 / 和 田 堀 町 / 井 荻町 / 高 井戸 町 
/ 淀 機 町 / 大 久保 町 / 戸 井町 / 落 合 町 【 在 原 郡 】 品川 町 / 大 井町 / 大 崎 町 / 在 原町 / 
目黒 町 / 碑 全 町 / 大 森町 / 入 新井 町 馬込 町 / 池 上 町 / 東 調布 町 / 蒲 田町 / 矢 口 町 
/ 六 無 町 / 羽 田町 / 世 田谷 町 / 駒 沢 町 / 松 沢村 / 玉 川村 / 


きせ め 医 NHS へ Wad 悪 型 沿 @ う I 


。 諾 員 蘭 一 て 秒 玖 杏 岳 
。 こ ざ ず 9③ ひ て 0 環 記 呈 き 昌男 


oo @O @9 @ @ 6 Oo 
に 2 = ーー = つい 
直訴 まま まま 衝 織 東京 2 区 の 町 名 変更 の 謎 を 学び 、 いざ ご 近所 散 集 へ ! 
な し 旧名 誠 名 用 ど ま に 所 れ 間 リ り ここ ご ご ご ご ご ご ご ご ご ご ご ここ ここ ここ ここ 
る て 町 を めか う の 旧 を ば ほ ま 
前 も 名 1 て ど 里 し 敷 町 見 自 多 も 生 年 で き ご と 朋 
に 双 に 点 速 う 浴 て 地名 る 転 く < 気 地 
が 向 見 や か 案 も に の 時 車 の を 地 1878 年 。 語 =15 語 記 = 員 田 工 / 和 町 / 日 本 橋 工 / 疾 / 府 赤坂 四谷 医 / 生 込 / 小 
な か う 四 見 有 は の 98 (明治 1 年) | 和 川 居 / 本 后 / 下 谷 必 浅草 / 本 所 必 / 深 川 攻 
い お 【 は け | 
う た 断 な か を 1! 用 円 1889 年 
8 が と どら 判 ) を 
難 で な 足 断 2 * 
し も け を せ 秒 
い 満 れ 踏 よ 
場 足 ば 
電 中 
は 


の 名 列 Are9「 区 対 湘 消 還 下品 


玉 型 S 訟 
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1932 年 
( 琴 和 7 年 ) 東京 35 居 成立 


Jr 


活 男 融 


。 仁 江 還 (yr「 忠 喘 補 の ゆ ど コー 


er こざ 宮下 可 岳 S ペ 。 
s 史 地 普 Sm 


1943 年 


( 和 19 年 ) | 更 京都 誕生 


東京 府 、 東 京 市 が 廃止 。 


> 代田 区 ( 医 町 医 ) 中央 区 (日本橋 吉 橋 ) / 浴 区 (が 坂下 

た い 正夫 和民) / 新 愉 区 (四谷 画 邊 竹橋) / 京 区 (本 義和 川 ) 

は 住 台東 区 (温和 臣 + 下 谷 工 ) / 時 田 区 (本 所 四島 工 ) 江東 区 ( 泊 薇 東 

ほぼ 地 域 住民 し か 歩 1947 年 3 月 東京 2 区 成語) / 品 川 区 (品川 攻 + 在 原 下 ) 目黒 区 / 大 田 区 (大 森下 示 田 陣 ) / 世 田谷 

き 止ま り に も 入り と 区 / 潤 人 区 / 中 野 区 / 杉 交 / 代 人 区 / 北 区 (野川 攻 王子 硬 ) 荒川 区 / 折 
し て も 、[ 隊 質 経 験 は ゼロ 」 と い | 区 / 尽 区 / 芝 区 / 江 戸川 区 


ん の 街 歩き テ 


1947 年 8 月 | 東京 23 区 成立 | 練馬 区 が 板橋 区 か ら 独立 。 


1962 年 住居 表示 法 施行 」 翌年 以降 、 各 区 で 順次 町 名 変更 を 実施 。 多 く の 町 名 が 消滅 し 旧 町 名 が 誕生 。 


東京 23 区 か ら 東京 23 区 唯一 の 小字 と し て 存在 し て いた 伊興 町 〇 〇 シリ ー ズ 。 最後 まで 残 


誰 に も 注目 され て な い 史 跡 で 101 生 | 池 が 清 基 | っ て いた 中 区 人 上 町 、 負 が 人家 才 で 消 
街 の 歴史 に ふれ る 喜び 2015 年 | 旧名 交 活 | 新 眉 区 の 四谷 坂町 が 104 年 ぶり に 復活 。 上 町 名 [坂町] 誕生 。 


2017 年 旧 町 名 誕生 | 新宿 区 本 塩町 が 四谷 本 塩町 に 町 名 変更 。| 旧 町 名 「 本 塩町 ] 誕 生 。 


の さ 重 が 京 攻 合 
了 了 要 感 に # 則 き 旧 2019 和 1 月 本 ICHI 困 が 51 年 ぶ リ に 上, [ 了 楽 町 | 「 三 
に 住 ポ 成立 治 何 、 ーーーー ー 
人 
い 示 ト い 東 以 有 へ も 知る 探 = 
に 法 は ど 京 降 1 な っ 遊 し 
[本 部 こき る 二 ほ 
2 の 6 大半 京 6 東 く が す 旧 町 名 を 探し や すい 23 区 の エリ ア と は ? 
了 四 年 あ 人 を 占 橋 2 と 町 NN 発見 疾 度 が 高い の は 文京 区 と 台東 区 全域 で 、 旧 町 名 由来 板 が 街なか に ある 点 も 初心 者 向け 。 
は で に 誠 て 生 東 区 そ 名 所 中 野 区 の 中 内 線 南 側 、 杉 並 区 の 中 央 線 北 側 も 数 が 多い 。 近 年 に 住所 が 変更 され た 千代 田 区 
* だ 22 ` 京 の の の で 三崎 町 と 猿楽 町 、 新 宿 区 の 三栄 町 、 坂 町 、 本 塩町 も 発見 率 は 高い ! 
O 国 行 が 区 東 15 場 楽 変 楽 
: く 探 が 先 た て 感 の う を 宅 様 町 違 名 確 す 注 町 れ と 姿 前 -- すそ な 大 〇 
| 々 し ! に 近 歩 じ 旧 ち 探 近 の 名 い は 認 な か 目 名 た ` の の 東 遊 こっ 量 何 
と 今 は 工 抜 所 くる 町 に し 辺 遊 が は お し お ら さ が う 東 ま 東 京 び で た の 本 
実る こい け で と 古 名 ー た 全 び ああ よ た 1 ニニ れ 書 れ 京 ま 京 35 で 途 * 町 目 
感 当 近 5 道 、 いい を 応 と 新 は り る そ 結 0 1 て か し の 街 15 攻 も 絶っ 名 な 
し 手 所 新 が 行 歩 家 発 合 こ 信楽 "が 1 果 2 0 な れ さ 歴 に 攻 の あえ ま が ど 
た り の 般 | きき を 見 語る ろ 計 し も 0 に s 2 いた が 史 残 時 時 る た り 消 の 
の る 街 省 二 正 尽 探 " 久 ` 忠 め ち 234 よ o s 忠 表 あ の つ 代 代 只 街 ^ 減 食 
だ きのこ ご まく し 堀 町 1 編 る ろ 区 7 る さっ o 貴 札 リ りー の や の 昌 し 理 
た る 歴 あ ん り し や ゃ や 二 時 買 ん の "と ん さ の な ま べ る 町 歴 町 た 的 
s 遊 史 つ な だ た 表 石 市 間 論 人 な 23 い 探 が ん よど と すま 1 の 名 さ 更 名 ー 
び ぴた た 場 と と 札 垣 合 も ご お 区 ず し 東 街 "うほ は " ジ を が ら を 名 上 ある 
な だ "所 思 思 に に 河 経 で 筆 外 れ や 京 を な っ し に 見 回 掘 て 旧 の 
有る る 侍 256E ま 6 8P62091 65E 
還 人 S 9) ト い の に 
な な 名 店 た いし を 見 いい 名 自 同 旧 の 町 て で も 旧 ら る の 以 こ は と 還 


散歩 の 達人 


旧 町 名 探し に 役立つ サイ ト 


か ら | 探 
0 記 半 に 1 
・ 国 立国 会 図書 館 
電子 展示 会 「 写 真 の 中 の 明治 ・ 大 正 ] な ど に 写真 が 登 宮 。 
http://www.ndl.go.jp/scenery_top/index.html 
・ 中 央 区 立 図書 館 
関東 大 震 災 以前 の 日 本 橋 や 銀座 界隈 の 写真 が 豊富 。 
http:/www.iibrary.city.chuo.tokyo.jp/areamenu?6 
・ 里田 区 立 図書 館 
主 に 昭和 40 年 前 後 の 写真 が 閲覧 可 。 都 電 関 係 の 写真 も 充実 。 
http://www.library.Sumida_tokyo.jp/areamenu?1 
・ 足 立 区 立 衝 土 博物 館 
https://jmapps.ne.jp/adachitokyo/ 
水害 で 冠水 し た 商店 街 や 、 農 作業 の 様子 な ど 、 当 時 の 暮らし 
ぶり が わか る 写真 が 充実 し て いる 。 


町 うに 
{ 2 | 理解 する て いた の か の 人 人 も 時 する 
・ 東 京都 立 図書 館 
全域 の 古 地図 を 閲覧 可能 。 ま た 、 明 治 一 昭和 初期 の 写真 給 華 
和書 が 閲覧 で き 、 古 写真 か ら 旧 町 名 を 探す 自主 トレ に も 。 
http://archive.Iibrary.metro.tokyo.jp/da/top 
・ 文 京 区 立 図書 館 
古 地 図 と いう に は 微妙 だ が 、 昭 和 30 年 前 後 の 旧 町 名 全盛 其 
当時 の 地図 を し か も フル カラ ー で 公開 。 住 宅地 図 まで 綱 弘 し 
て お り 、 当 時 の 人 々 の 息遣い まで 次 っ て くる か の よう 。 
http:7dl.Nb.city.bunkyo.tokyojp/index.html 


学ぶ 区 史 や 区 報 の 住居 表示 が 実施 され る 
前 後 の 内 容 の 変遷 や 経 線 を 学ぶ 
・ 中 野 区 立 図書 館 
区 史 や 区 報 な ど を 閲覧 可能 。 
https://archive.nakano-libraryjp 
・ 練 馬 区 立 図書 館 
板橋 区 か ら の 独立 の ほか 、 東 京 35 革 成立 まで の 経緯 な ども 
学べ る 。 
http://j-dac.jp/extend/nerimakurekish 


es 入 どど 


ネッ ト と アプ リ で 旧 町 名 探し を 楽し く & 効 率 的 に 


第 第 ⑨⑳ 贅 上 第 
の 6 荻 4 窪 数 5 
問 問 窪 つ 帝 窪 問 
ーーーー ーー が 園 パ ーー 
た 次 次 ん @。 西 実 次 
ぶ の の て 5 荻 荻 在 の 
ん 旧 デ も う 導 韻 す 旧 
旧 町 ン と 幕 る 町 
町 名 リ も @ 府 南 も 名 
名 を ヨ と 全 の ・ 
だ 解 ク な まそ 論 は 現 
と 読 が か まま いい 町 
思 せ 表 大 北 く 名 
う よ の す 数 る ・ 
を 四 だ る 放 る 地 
で ぃ 町 だ る 角 
す や 名 @@ 東 答 ・ 
よ 解 を 私 全 殖 え 国 
こ 読 ロ 奏 よ 名 
秒 . じ 作 生生 吉 
に あく 閉 新生 う 
50 く の 揚 補 衣 上 よる 
あな 2 る る ご 
し 
IN 間 
間 
区 
療 


旧 町 名 探し に は 、 ぜ ひ 高 性 能 な 地図 アプ リ も 活用 を 。 
「 昭 和 戦 前 期 、 高 度 成長 前 夜 な ど 各 時 代 の 地図 が 見 れ 
て 、GPS も 表示 され る 「 東 京 時 層 地 図 】 は と て も 便利 。 
GPS の 軌跡 も 記録 で きる 『 ス ー パ ー 地 形 』 も 併用 し 、 同 
じ 道 を 二 度 歩く こと を 回 避 し て いま す 」 と 102so さ ん 。 
その ほか 「 自 治 体 や 図書 館 の オン ライ ン 資 料 ・ 写 真 
を 活用 し て 旧 町 名 を 探す ・ 理 解す る ・ 学 ぶ ] 「 家 に あ 
る 昔 の 本 や 雑誌 、 地 図 か ら 旧 町 名 を さがす 」 と いっ た 
自宅 で で きる 旧 町 名 の 遊び も 楽し い の だ 。 


【 ス ー パ ー 地 形 】 【 東 京 時 層 地 図 】 


Kg 


上 下 の 写真 は 102so さ ん が 本 や 
雑誌 で 見 つけ た 旧 町 名 の 一 例 。 こ 
の よう に 「 旧 町 名 か な ?」 と 思う も 
の を 見 つけ た ら 、 ぜ ひ ネ ッ ト や 資 
料 で 確認 を 。「 東 京 、 大 阪 、 名 古 
屋 な どの 主要 都市 は ネッ ト 上 で 答 
え 合 わせ が 可能 な は ず 。 こ うし た 
自主 トレ で 、 コ ロナ 収束 後 の 旧 町 
名 探し に 備え まし ょ う !」 


Me 
で RW (ee っ 


(一 時) 日 本 地図 セン ター 作 


成 の 東京 時 層 地 図 を 使用 。 
入会 試験 mm 本 
99 す 8% # Soe99l 
東 黒 問 問 島 森 問 闘 新 宏 だ 商 
区 区 一 硬 大 一 一 に 
浅 康 家 旧 徳 P._ + エ キー 京 らら g ロ 

草 番 | 70 本 蒲 _ WI MM 
詩 講 町 川 ン 京 、 町 
の 名 家 の 所 田 に 35 深 大 小 成 成 名 
鳥 鷹 あ 光 表 攻 司 当 臣 川 番 山 宗 宗 の 
町 狩る が を MI て 時 千 町 町 キ 二 合 
りあ へ へ は 代 田 圭二 西東 成 
@@ に る 導 者 ま の 町 右 茂田 田 に 
芝 中 起 は り に る 区 士 京 旨 町 町 よ 
恒 野 因 あ す し ご ご 区 名 深町 町 う 
鳥 区 すま る な 区 区 名 を 川 キ 記 
る り た が を 使 石 根 誕 
妖 園 筆 に な ら 答 島 。 ノ 生 
町 町 朱 有 有 ビ ご @@ え て Id [9 
を 名 町 1 板 滝 よ 東 町 た 
の の 壮 だ 名 人 
証人 な が 旧 介 川 各 伯 
市 区 の 次 まま 町 上 大 2 区 町 
を の ま 名 土 点 を 名 
折れ を 一 完 を 
合っ 時 が 見 子 成 
還 選 当 と 層 証 東 窟 oceaks つ 捉 
と ドコ 休 きつ た * 
ち ま 8 各 
トー】 各 区 こ 和 
本 コ 区 あ 
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う 。 


と いう こと を 思い 知る ! 
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近所 痢 と 宅 聞 を いろ いろ 楽し み ま く ろ 


ー 


近所 は 意外 に 広大 : 


そ 喧 乳 類 の 初心 に 帰っ て 、 


会 こ 
oe プー 


だ っ た 
数 多 あ る こと に 、 き っ と 驚く 。 


私 た ち 喧 乳 類 は も と も と 夜行 性 だ 
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日 の 出 、 月 の 出 、 金 の 出 を 拝む 
自分 の 待ち 場 を つく る 


日 の 出 、 月 の 出 な ど を 拝む た め 、 家 の 近く に 東側 の 展望 
が いい 待ち 場 を 見 つけ よう 。 金星 が 昇る 「 金 の 出 ] を 待つ 
の も いい 。 真っ赤 な 金星 が 見 られ る 。 金 の 出 時 刻 は 国立 
天文 台 の ウェ ブサ イト で 調べ られ る 。 日 の 入り や 月 の 入 
西側 の 展望 が いい 待ち 場 や 、 国 際 宇宙 ステ 
流星 を 水面 に 見 る 、 水 の 待ち 場 も つく ろう 。 


怪獣 注意 、 夜 は 植物 が 迷 居 する 
夜行 性 植物 あら わる 


夜 の 植物 は 動物 っ ぽい 。 今 に も 動き 出し そう だ 。 夜 の 植 
物 が 怪獣 に 見 える こと も 結構 ある 。 暗 いと 私 た ちの 想像 
力 が 豊か に な る か ら だ が 、 そ れ だ け で は な い 気 が する 。 
夜 に な る と 植物 は 、 動 物 と 同じ よう に 酸素 を 取 っ て 二 酸 
化 炭 素 を 吐く 。 そ し て 植物 は 夜 か ら 朝 に か け て 生長 する 
(つま り 動く )。 そ の せい も ある の か も し れ な い 。 


電柱 の 陰 か ら 


絶対 、 目 を 合わ せ て は いけ な い 


公園 の 動物 は 夜 が マジ 


大 人 だ っ て 、 ス キッ プ す る だ け 
で ウキ ウキ する 。 い い 歳 し て ス 
キッ プ す る 深夜 が いい 。 昼 
間 に は 感じ られ な い 浮 遊 感 も 楽 
し め る 。 1 歩 で より 遠く に 跳ぶ 
[水切 り リス キッ プ !、 高 く 跳 ぶ 「 ハ 
イス キッ プ ]、 千 島 足 の 「 酔 い ど 
れ ス キッ プ 」、 ナ ン バ 歩 き 風 の 
「 ナ ン パ スキップ | な ど な ど 、 い 
ろ い ろ ト ライ し て みよ う 。 
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さ ロ SOP208G せ 人 和 人 5 で や つや 仙人 
Na 本 ト Ri ト 7 和民 匿 似 押 り 選 基き 
IING 敵 倒せ ン D り のせ 避 っ し 
つ ゃ inS" [IIRNHKN」 避 や p 胡 独 G 康 


SV 


中 尋 DGG 人 SopGx 叫 で 6 


係 ぐ 県 忘却 私 ら ゃ 拝 つ 2 沢 篤い 9 


訳 李 公 | 収 款 っ や つつ 6 二 人 SO" 

せ 尋 法 選 調 編 G 隊 龍 り せ 抽 公 (QOH6 
4016 宮 吉 で RS 夫 や 6k" 人 屋 泉 起 失 
様 医 思 f0 お 振 釣 上 G 才 で し づつ ? 中 
超 飲 G 撰 で や DSN0" 詞 党 拍 3JY 穫 
ロー (上 言 邊 ) TA ゼー ロ 幡 学 つ 
如く トリ キー 水 崩 K ゴ 悦 0 ぐ 公 問 
ne 忠 作 じ ゃ 愉 や 6 本 つづ" 

ーー④ せ Q 弧 十 暑 態 公 人 へ te 人 
迫 つ 2 め 信 Oo ズル 中 軸 革 人 SW6 愉 で 
本 織 マ pGE ゼ 人 か じゃ 人 S さ 6 民 " 
尽 N8 嘆 財 G む SQQ0 で や 外 熊 払 
閣 公 「 困 弄 と マン さく ヘミ 一 ボー" 防 
居 層 nh 掴 了 恋 局 ]GYo ロ 、 中 回 マ " 
箇 選 騙 く ン つじ っ teRM 坦 品 固 抽 
っ GSR 厩 悦 nh” 所 際 拓 G 居 人 SQ「 臣 内 
員 引 由比 せ 擬 舞 り 6 っ 6 つ 


巡 代 お SQQ れ 0 くせ 認 民 層 っ 届 
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話題 に 出 た 
路上 観察 本 


( 


街角 図鑑 


画 抽 品 代 亡 薄 jp 庶 似 つじ っ Ne ( 了 )* 国 
G 細 10G 守 羽 弄 時 公 mmG 投 ] SG 
ps ) っ うい) 昭 っ 6p" 

ーー ( 塚 )” 人 セ W ぐ せっ 公 和 じ So・ 
包 載 の の 玖 じ っ Ne 刀 む じゃ 強 ン 
DPG ゼ や 夫 さ 6" 6 妃 。 扱 駒 畔 
G 崇 松 直 補 む し や ソン 「 叫 や GSG 
0D 代 深 じ 6 のり SSNe 公 | や p 振 つも 還 
垢 3 和 6t" 

加 打 WW ゆ G 下 し ば の ママ mO ヒ ロン の 
固 軸 っ し じゃ" 話 二 賠 押 衣 編 院 G 写 
田 介 交 )0 ぐ J′ 掴 換 パス he 「 換 選 
や さく ] 弄っ NG 抑 田 頑 飲 人 OSQ ズ 
墨 じ ′ 紀 KQG 店 電 ロ SNepG 「 能 
へ ふむ て せく つい K ふ へ ロロ つ し っ 
Ne し "tuGK ふ AN 選 服 WSK ふ へ 
か し 自 人 G 引 症 S で NO……J っ ymY 
世 媒 SGK ふ へ か せ 滋 加 .Q つ っ し 


(実業 之 日 本 社 ) 

土 た つ お 編著 
今 和 次 郎 考現学 入門 
(ちく ま 文庫 ) 

今 和 次 郎 著 
座 森 時 人 編 


IQ 打 「『) 生 族 本 臨 肖 G い いれ ネー 
GS お HHRp 人 SNe で 穫 一 ]*0O6 つ で " 


「 に で 挨 さ Se 章 東 」 
「 由 路 刀 回 茎 ふ 下 e 則 机 0 


セ 尋 部 人 マン ズ ロ 如 SNeG ぜ 回 三 臣 
介 基 選 じ 過 語 Ne 「 柚 基 貼 由 」 し" 堆 
雷 G 区 攻 0 ぐ 民 甘 る ロ 門 十 雅 懸 斑 
代 電 春 UP っ ” 由 赴 さそ 時 中 選 生 
じ っ neN ヽ ミー に 「 記 得 ] 「IR 思 」 [ 過 中 
ユ ] で 3Jー 蜂 倒 一 込 キ ハミ" 思 昨 6 し 
じ っ 6s* 相 天 由 臣 @ 暴 六 せ 性 親 唱 央 
所 っ くじ か お 20 10G 昌 天 せ 相 貼 て 
へ ふり ロ ーー 本 No” 環 じ JO し 
昼 穫 KC] の 隔 DQ や SUDO っ 郁 
組 糧 貼 組 選 記 つっ Ne で し "つつ 
ド 組 民 下 ンマ で NG 斉 表 じ ′ 
NG 下 記 唱 人 SNeG 公 っ 0 過 軍 雅人 で 公 
nhe" 部 で 衣 選 記 む っ 壮 空 
G+ ) っ で ふい 隔 っ 6 つ ( 閉 )" 

Q 杯 つ S や ー 里 ー つ O 外 で くし ちゃ 
評 ” 寺 せ 「 記 二 軸 」 公 固 加 D し " 
セ 尋 机 天 貼 喉 せり 公 ン 皿 頁 0 


三 号 


金沢 の 路上 で 見 つけ た 


金沢 民 景 第 
私 有 橋 


(金沢 民 景 ) 


山本 周 企画 


頓 安 ブル ノ 礼 市 写真 
高村 美緒 文 


G 邊 ね 恩 や わい ン ユ 認 SNe@ つ "NG 正 
聞 明 VOJte" No いつ 退 盟 東映 
べ Y@ 電 典 信 Q 閉 Q 限 で レン 6 固 帳 公 
「 申 忠 」 し G 管 へ 財 AQ0 基 NO 所 
「 申 幡 吾 悪 才 ] の 暑 (のせ 似 導 つ いっ 6 
"NG 下 虹 人 媒 @ 雨 利 G く し ゃ て へ K 
ーー ミ し WON6" Nuin を CO し に 人 SQ 前 誰 
十 IiRte 炉 料 責 ] 択 Ke 因 困 0 柚 中 
著 人 で 唱 背 S じ 客 で や 6 つ 六 " 抽 JJ7 
1JG 「 編 交 G 痢 べく 】 じ 殖 針 つじ NG 翌 臣 
民 四 0 で G 『H の ンス ベー ヘー て ロー」 
で や 4⑯G 表 密 QSG 纏 私 G 燥 つ 選 
じ 帳 山 っ いり 協 わ fe" An つ 思 上 ト 
ふ へ ロ HG 稔 更 昌 人 つ 旧 や 6 得 -J7 
外層 せ 園 選 過 皿 hNe べ や 了 ソン NG 公 
っ J 茹 っ es" 

Na 本 丈 由 補 や 忘 固 じ 暑 Ne くっ tes" 
セ 尋 SpKyK た MG 享 固 暑 演 公選 
加 DSORS(QP ゃ SS” HT_HG 勾 
熊 父 / 棚 選 衣 陣 弄 図 IGG い KIyK ト 
かさ で るり 和 9 十 中 則 皿 村 Ne )) 公 し 
で 7 都 ゃ せ 拭 紅 三 0 ぐり きじ WO 人 
志 思 衝 ODNO 昭 っ 6s" 


ミッ ト 


(武蔵 時 美術 大 学 出版 局 ) 
石井 哲 / 長 谷川 秀 記 ほ か 著 


ド ボ ク サ 


散歩 の 達人 
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・ 武 田 憲 人 が 、 
老舗 の 銭湯 「 タ カラ 湯 ] で 気 の 向 くま ま 『 
写真 を 撮り 、 散 歩 カ メラ に つい て 語り まし た 。 


理想 の 散歩 カメ ラ っ て どん な カメ ラ ? 銭湯 研究 の 
撮影 し な が ら 街 歩き 。 北 千住 の 商店 街 や 、 


第 一 人 者 ・ 町 田 忍 と 本 誌 編集 人 


タカ メラ 


歩 


寺 代 ゆり 愉 っ SH6 め 


本 生 で 人 S… 和 中 


。 庶 民 文化 研究 家 。 幼少 
期 より 銭湯 に 通い 、 


ーー 


湯 研 究 の 第 一 人 者 


「 鍼 湯 [浮世 の 垢 ] も 落 
と す 庶民 の 社交 場 ]( 


ネル ヴァ 鼻 房 ) な ど 錯 


湯 関連 木 ほか 著書 多数 。 


ーーーーー- 


所 田 与田 ぐ 4K じ し 足球 
とっ 総員 G 忠 令 暑 6 つ 届 Cx 
酢 田 ゆい 民 時 つ ー 
鶴田 じゃ ゃ "弄る や っ Q 
SpQ 牙 へ 至 っ し 2 い 0 昭 
っ jm” ④〈⑯ ぜ し つっ ーー 
コー 且 ベー の の > 和 地 0 し 帳 相 
更 O7 FARIN 遇 ev 飛 N6 つ 
尋 ) 一 上 還 っ 8)) 令 陸 せ で ・ 
挟 田 JGRXIN ぜ 環 人 0 の K 
OOS0 in っ っ " 

福田 打 説 の SRXIN 


地 Qbie く し か SC・ 
玉田 の に の 時 ロ 思 0OY 
握 田 記 時 揚 - ……S!QRー 


ミ kyillH ト ミ し mt" 

挟 田 歳 つ ン さ っ *" 堪 〇 ① 
キトー ド に ツー シュロ N や hG 
お "提要 寮 つ っ や SR6" 
所 田 玖 WWG 倍 卿 で SN 
ms 抽 GRXAINO レ "KN 私 中 
人 S ふ で キ ミ つ 公 屋 人 0 お 7 
思 w@ 召 つ 0 和 人 Se つ 選 ? 
玉 田 vn" JGRXIN ぜ MM 
GSRG 居 地 WRS0 レ ウン SN 
SQS つう SS" 味 民 NeOR 一 
て NR ポーRK や る 表 環 祥 つ ( 了 )" 
福田 へ AKG 尽 ex・ 

太 田 押 説 せ 民 語 " 玲 栓 Q じ 
WQ 門 民 約 し つき " しゃ 
@ 語 @ 党 避 私 民 問 儲 せ 約 we" 


書 昌 oOO 言 6S" 

福田 h ヾ ミ く AH ヘー ハ WA 
や JGRXING 虹 加 じ p 公 ′ 坦 
nbPDn い し か SG・ 

盛田 部 せ ふ ミー モミ 豊 じ 理 
導 せ NHDNT うう) ン 選 6 は で ミ 
KN" SIIOS 域 っ お お 公 1 ト 
途 ふ ミレ し 0 のせ 謀 了 0 補 SN" 
観 田 INAANKR つ っ 届出 
ー と 的 eS し p" 

太 田 QQO7 JJG 皮 証 骸 

福田 尽 田 0 ぐ 人 広和 じ つ 
*c・ mp/ 1)S て 柚 D1 ト 
込 ふ ミロ AN て つ し で ・ 

挟 田 いひ ー さ 品 時 と Q2 協 
ny や / 将 宗 O2X0YO レ 
QRSQSe” し る ょ JGRXIht 
可 AURAT22" 悪 愉 時 財 
PH へ NAA つ MGS 乱 お 7 
尽 XINU 思 時 畔 0 し きじ iG つ りう 
NO 作 約 eS 忍 侍 5 

舞田 ny 

胡 田 域 い 天 お むら を S ご 地 
O 軍 も っ" JJG 了 時 答 S 
RNO や つい @ つ MOSS 
に よさ いよ つよ る くだ 

所 田 SS ぜ トミ II いく の を 
っ つ 五 きっ を ONinP" 

田 悪人 上 2 ふ ャ hG ズ 起 
"jn っ inG 責 っ うく 6S* 


避 ー ベ 籍 SS( 了 )" 


082 


町 田 忍 、 松 本 康 一 (P.82 の み ) 


文 = 武田 憲人 (対談 )、 町 田 忍 (キャ プシ ョ ン ) 撮影 


アア アア アア アン アア アア アア アア アン アア アア アア アア アア アア アア アン アア アア アア アン アア アア アア アア アア アア プン 
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「 タ カラ 湯 』 の 脱衣 場 に 沿っ た 縁側 か ら 見 える 豪華 な 庭園 。 か つて 
は 専属 の 庭師 と 大 工 さ ん が いた が 、 現 在 は ご 主人 みず か ら が 手 入 
れ を し て いる 。 普段 は 男 湯 側 だ が 、 毎 週 水 曜 は 女 湯 側 に 。 


@F2.0 @140 秒 @ISO200 @Velvia モー ド 


庭園 突き 当たり に ある 池 に は 廃業 し た 
銭湯 か ら ゆ ずり 受け た 見 事 な 錦 鯉 が い 
る 。 タカ ラ 湯 の アイ ドル 猫 ・ ボ ビー 藻 
は 鯉 と 仲良 し 、 運 が 良けれ ば 会 える 。 


(上 2.0 @1/20 秒 @ISO200 
@Velvia モ ー ド 


見 事 な 宮 造り の 「 タ 
カラ 湯 」。 昭和 13 


新築 され た 時 
の 姿 を と ど め て いる 。 
玄 に は 小さ な 
家 が 一 軒 建つ ほど 
の 費用 を か けた 七 
福神 の 彫刻 が 客 を 
迎え て くれ る 。 


@F2.5 
@1790 秒 @IS0200 
@Velvia モ ー ド 


か つて の 宿場 通り 沿い に ある 


記録 取材 し て いる 。 特 に 薔 麦 店 の ラー メン に 興味 を 持っ て いる 。 北 千住 は 
町 蕎麦 店 が 多い の る 特徴 。 @F2.2 @1770 秒 @ISO200 @ ク ラシック ネガ モー ド 


宿場 通り に 並行 し た 通り に ある 千住 
本 氷川 神社 の 手 水 舎 。 一 般 的 に は 
龍口 が 多い が ここ は 珍し い 唐獅子 。 
ンズ と 超 高 性 能 < (上 )@F2.0 @18 秒 @ISO200 

た ルカ メラ 。 ポ ボ デ @PROVIA (スタ ンダ ー ド ) モ ー ド 
ィ 天 面 お よび 底面 に は ア 
な デザ イン と 、 手 に し っ 
撮影 地 ・ タ カラ 湯 
昭和 2 年 (1927) 創業 。 現在 の 建物 は 昭和 13 年 に 建て られ た 。 縁側 か 
ら 見 える 日 本 庭園 と 、 こ だ わり の 薬湯 が 人 気 。 写 真 家 ・ 松 本 康 一 氏 が 3 
代目 主人 を 務め る 。 足 立 区 千住 元町 27-1 谷 03・3881・2660 
富士 フィ ルム デジ タル カメ ラサ ポー ト セ ンタ ー 富 050・3786・1060 
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中 人 ポー6 机 篤 折 NovSY へ 
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表 証 時 6G 選 世 や ERSNO りや の 案 
る "WS ロゼ 柚 家 壁 加 証 己 り た 
She 喉 褒 准 胡 つ いり wmm7 コ 
ふ ー へ や G 枝 縮 せ ぜ ー 表 証 有 也 や 
※※ で で ” 悪 へ 除 党 理 公 咽 暴 
@ 相 定 選 還 ww や ルト で ふ HK K や 挫 
n ppQ へ いり の つり SM9 

NG ぐ 密 中 く 維 軸 和 yoK 寺 < ら 
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則っ 4 や SO nm く ゼ W 球 必 り 
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つい Sh 

選 せ 問 で 結 近 や 46 組 乏 語 ww 
水 ぐ USG 選 GA ロペ ヘー へ NN 
史明 SS? 功 り 掛 称 放さ じ 公 
で べく G 昧 ンマ SQ7 畠 民 
\ | 加 り 悪 Ne 内 陣 居 染 Pww り つが 


KN くつ 振 区 放り の 並 宝 7 
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ESX くだ る 人 PE)】 
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ANo せ 和 op く ? 問 So ロ 孝 錠 
困る くい る だく 直 り 放 NQo 慰 7 
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栄 り つ w で AP 想定 民 陣 信 ぐ 畠 民 
拓 居 く @ 舞 周 せ くく 候 写 陳 ” 区 り 紀 
語り 骨 yeG 吾 堅 Q 介 穫 届 梨 7 
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Ws ツネ ー」 コ の 押 稚 知 つ 7 
「 紀 足 e…」 つ る 必 無 伯 つ ける 
で ズ 電 隊 届 No りや て 泊 写り て 
い ヤ 吐 衝 m や 凍 庫 釣 寺 筑 ネ ー 
さ G | 貴 本 < 宇 弄 "区 細 司 り 淫 
*Q り つり や りり が め ゼ 表 夫 く 乱 届 
ざく ここ に そ さ こび くすり 
りつ sn 人 7 畠 選 ww や 肖 い で 
に いこ に の す こい 

コ 較 和 症 いし SNo ら つま ー さ マ 
調 周 節 で Po 宙 衝 7 昭 0 羽 % 
杜 償 公 思 る 送 S Sno 栓 誌 さや 公 
だ 性 注 や 当 w% で AP る や 求 守 
畠 居 < 下 公 9 淫 周 証 選 や 料 ぐ 


愉 SAnT で 天守 詞 定 り 心 や 
選 の 一 くり きる? 失 束 葉 司 補 G 


PS ズリ つが? 
や SH 年 信和 潤 つ TS 


りり ざ 半 ざめ 忌 く や 届 守 で 
つる 和 屋 知 娠 季 競 人 | 握り 肖 
に に 0 ゴマ ココ 
惹 *eG” 勧 り 公 陥る NAO 
べ @ 角 ゅ 蟹 料 ぬら や 若い 

斑 諾 mm で 前 知 申 noS 和 用 O 
じき PS SG QOS 人 OSG 
信 / 迎 べ 下り 結 *% へ で へ で G 療 
とり に so: ようこ まう 
mo ヨ p 品 AS SnQ タ 居 素 
SQ ズ や 引か 療 和 介 財 恨 りつ 
nA 得 人 JRNoG 衝 礁 
AE こ ペ とこ 

舞 IK や 回 @ 骨 選 各 < 当 人 No? 
避難 角 い いり 幅 穫 器 SQQ/ 白人 
己 G 肖 っ 悪 素 で マ ヘ ベー ツマ っ ) 押 
供 記 SNo 選 状 誠 潤い し ST 
忠 尽 G 肖 悪 臣 り 人 So 所 挫 り 握る 
"記せ Q ズ 染 護 持つ 選 完 や や 
h9 乱 や 生 い ン らい 護 上 ネー コリ 
閉 忌 当 O 7" K セ まつ 鯉 求 悪 に 
様 伯 入団 り 宮 人 Q「 仙 守 / 仙人 
つ S7 人 Se vnS 愉 
りつ 信忠 信 吉 論 和 か ho ト 鹿 
つい り い べら 之 王 公 起 べり る く ン 6 包 
赴 い VSAQ7 馬 尽 人 で ロ 0 べ で 余 
臣 賠 いり 「 骨 中 計 WO や か 
の 羽 是 更 代 つ リン 宗 選 P「 交 7 
WO 人 Q 全 」 NT 生 乱舞 回 や 
CN いい Y パ IN まう リュ スン) 
こと ここ 


りや ペコ セ 寺 


Aa いで 4 で 
JJ) ベー 人 半 S 必 富 全 うき 


「※ 刀 懇 り 扶 いり Cye で 人 る パ 」 


否 人 SneG モ 技 称 篤 7 六 
前 り 鞭 reG ゃ KK べり つり MnSG 
ASNvne 着 吊 つく さる 
ぐら ・e 査 償 基 やり 組 り 差 つ る 
心 抱 居 S 振 失 集 拉 つ 民 に 皿 諾 半 
財 貞 記 人 つ りく 胃 堅 寒 的 
で 染 想 り 寺 い や 敵 染 Pr 放 公 定 
や 問 々 yK ル 表 多 環 を か ン 計 で 
篤 ^ 革 静 汁 意 ら 写 星 る 臨 や りく 
拓 元 せ 中 つ く 必 篤 穴 マン 代 N NT 
剖 十 選 ^ 還る 肖 悪 GS 押 
田 り Suica 6 仙 軍 染 四 逢 営 豆 せ 
店 信和 信 OSyo の 7 守 劉 せ ズ 
や っ 届 提 下り の 導 マ 。 KK 
つく Es て 8 で MP 
を の 梁 R OSG せく SS 仙人 
G 臣 館 や 0 QNOS 守 馬 
球 守 くく SGSNnS DS 居 逢 る 
0 に たら WAN 
つ 宮 人 の NT 

記せ 約 忌 玖 久 りつ? 
※@ 牙 報じ で ら % ぐ くつ 二 4 つ や 
wm Pone 窟 選 下 Ke ン 「JG 柱 
] 捉 り 悪い 円 舞 居 we 知人 
や か % 玉 ーー」 の 皿 ぐ 手 塁 守 虹 
不 人 90Q 号 雪 つ 民 G7 SG マ 
ロゼ ぜ m へ つ 押 り る S る 押 筐 や 
「 交 懲 …… くく く 」 の 入選 年 る 
昌 還 了 く 称 餅 つ ^ 交 生 Yotn タ 写 
Mn く 所 AP 

飲 Y 避 上 誠 せ 信 に り 直 き ” 晴 刀 
つり り 6 皿 測 称 忠 避 や セ 選 麹 和 や 
1@ り つ 穫 onoNOn 公 に 地上 
回 宮 り SA 
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撮影 鈴木 愛子 


よし だ や すなお | 1987 年 、 香 川 
県 生ま れ 。 早 稲田 大 学 在学 中 に 結 
成 し た 「 ト リプ ルフ ァ イ ヤ ー」 ポ ボー 
カル 。 映画 最新 作 は 村橋 直樹 監督 
「 エ キス トロ 」。 主題 歌 は トリ プル 
ファ イヤ ー featuring 松崎 し げ る 
「 天 空 の 芋 者 一 宇宙 原始 獣 ガ モ ゲ 
ドラ の テー マー」。 


R 嘱 101087 
Q 守 XQ 十 邊 0300 つ らい 熊 仏 


の 場所 … 


全て に な る ぁ の 道 


| < | * | 地図 で 
14 47 っ 蘭 国 


町 みね 子 


1 コ 
攻 


肖 


元郷 水川 神社 
Ll 


今月 の コー ス 
エル ザ タ ワー 55 北 側 の 
道 が や た ら 多 い 住 宅地 
元 衝 


川口 元 手 駅 


ee 
悪 
川口 


@es 5 
プ 


C 忌 @ 要 避 Q つ っ いで さき KGS 
ゃ っ も や KG 本 語 各 り 
pte 地 昌 ロ SG し Sh" 肌 民 
し いひ) る ロロ ン G ぜ も し 球 笠 僅 避 
如 う つつ …… つ 隔 0 じ 懲 篤 作 Q 麗 
お ぃ 所 困 G 虹 床 史上 やつ いう 
弄 ” 据 三 G 忌 り 璧 己 約 回 K 守 
ふ ロ トー” 阪 届 SO や く SS" 

控 GXU ぜ HH ミ や ふい ー8"” 提 
S へ @ 剖 抽 じ SAAmA" 赤 
Q し SQ 時 呂 のせ 相 申 の つじ 
せ 還 性 | 宣 っ 押 時 宙 い Qiny* 
柱 障 と へ mA っ 名 信 を 彼 
Q 公 Q 臣 人 0 PS お 7 
塩 具 躍 三 己 S” 詩人 Q る や ルル 粉 
っ JIJQBS@ レ AA へ ( 伸 管 
親骨 示 字 麹 弟 環 や 代 人 SS 
も し” 路 枯 い G 三 口中 る Q 昌 玖 避 


り 漫画 を 描い た り 。 本 連載 を まとめ た 単行 本 、 敵 歩 の 達人 


POCKET 『 ほ じ く り ス トリ ー ト ピュ ー』 が 好評 発売 中 。 近著 


導 南 小南 
の うま ち ・ み ね こ 欠 北海 道 出身 、 茨 城 県 育ち 。 コ ラム を 書い 
に [結婚 の 放 』 (平凡 社 ) 、 私 以外 みん な 不潔 ] (幻冬舎 ) な ど 。 


た 


ペー) 介 県 っ り ざ 還 柏 16 志和 選 
瓶 Q し っ 刀 の っ ひい G8 反 侍 各 
1) っ 1) つじ" かしゃ 塊 朋 蘭 | 志 
っ 琶 時 Q つ っ ?* 

1JGH ミ や ふい ー@ 志 電信 和 
Q つ 居 ロ きじ っ 尽く じゃ 篤 ” 翌 
切 じ 咽 \% の 0QBKDS 震 
ふい ー@ 宮 舞っ 人 る ロ p 加 
ENTSTEEE CutUESESYNN 
1 リン で 季 公 計 鐘 穴 じ か 公 / 尊 
己 掲 ke 掴 委 を SQW ン 所 也 団 @ 
に 103FE く いま くだ 3 いい に くす さす っ も 3 
WS 塁 公 慌 也 1010B Q 証 
※Q 証 衝 O0O つら 人 熊 公 握 で レ 
2 っ ne” さく し つき 心 公 けり" 
功 宛 信 Q 和 っ し で し 所 つ 玉 * 
据 三 興 いや Sne 日 ミ 中 ふ 
トー 咽 二 お 半 公 Q 環 弄 <" っ 


劉 


5 
砂利 当 と 人 


砂利 道 と ふつ う の 住 | 


十 


地 と エル ザ タ ワー。 


味 が あり ます 。 


【 


し 3 
に 3 
中 
路 
G 
選 


昌 田 ” 押 豆 人 QGSC 四 咽 @ 提 近 遇 


さ ざっ 璧 人 る …… 隔 0 し 
8 る QQ し か" 掴 代 問う 
し 人 S く 時 くし SQ 昌 詞 析 
ン る や 押 つ ンタ や 8 っ 1 由 疫 し 公 穫 上 
つじ 2n 和 8 やじ" 1 庫 祥 や” 接 
選 了 QS 刀 屋 居 の 守 毅 異色 
人 SO お で 弄 公 扱 団 つじ せ 
普 較 て 0) つき 約 いや" 訓 
せ 層 fsne" 


トー 
ふ ロ ー ひ GS せ そ SN 


忍 補 10 多 忌 鈴 各 eS" 
掴 仏 義 戸 で し っ きっ りり じゃ" 

紳 中 家 ロ 悪い 弟 避 WS し っ ぃ 相 
爺 弄 @ 掴 人 瞳 ざ くき 細 索 人 で し う っ 
っ "| 証 G 伯 SG 丸 SG 応 掴 祥 O 
妨 Q の や 人 る ン 1) お 凶 固 公 
4H 答 豆 尿 震 凌 り っ へ SE 人 8 つう" 
飲も や Ss)J ン る QS 
わら ね 公 や つて きっ おり” pn 
し ゃ きっ SGY 納 足 堆 公 富 % 
Rh? 

交 Ne 亜 明 人 QRe の 7 例 記 
珈 相克 弄 公 QH ミ や ふい トー 
問 代 \@ DJ つや し NT JJ や 
キキ ュ N 公 人 S し る つ 穫 層 
忠 じ s* 

皿 て じゃ we′ 日 ミ きも や ふ 
ー@ 冶 弄る りや 「m 作 や 


KK へ や へ へ 」G 細 翌 ” 話 揚 避 
A 公 AS 元 喝 の 選 直 則 和 か Ne 日 虹 
つじ 棚 じ QS 7 葉 足 認 時 選 下 時 
つじ っ "人 かしゃ 臣 困 っ 
昌 嘩 和合 ず JNDIDQ 館 0 し っ 
や りや FDG 准 お ら 「 キ 
ロー 穫 INS 玖 te 思 ] りつ 三 hG 
型 昌 暴 加 GS じ し " 選 現 燕 玲 蘭 
Ne JIJS 暴 る っ 凶 固 ぷ 鶴 福 名 Q 
中 te" TIR 藻 順 ] つっ 心 箕 映 ゃ 囲 
地 h\o つ (IR ゼ 日 只 く 門井 環 皿 下 
地軸 衣 補 8 つう )′ 1 挫 せ 
圭 配 提 選 っ い 久 5" 4QbQ ン ント) 
S 虹 人 る っ 凶 固 セ 日 虹 葉 擬 @” 臣 
ら 演 @ 埋 GIOS や GS 篤 財 で 
っ AU 飽き さい を さっ 人 ね" 

凶 賠 人 し % 刀 親 衣 G 失 泉 記入 
8 きっ G も し" 度 旧 号 計り 人 
MS っ 篤人 錠 4⑯" 寺 統 私 時 ざさ 
や きっ 信人 る し ” 駒 応 環 @ 類 忌 税 如 
人 店 0K 照 総 味 し" 


ト 
間 。 
ッ 


散歩 の 達人 


087 


人 和み e ま ス - Back Number 


2020 年 5 月 号 2020 年 4 月 号 
大 特集 
東京 周辺 
自転 車 さん ぼ BN 
第 2 特集 
h 山手 線 
池袋 カレル チャー 
業 前科 ! 30 駅 さん ぼ 
2020 年 3 月 号 2020 年 2 月 号 
大 特集 大 特集 
戸越 銀座 ・ 所 沢 ・ 飯 能 ・ 
武蔵 小山 ・ 中 延 狼 山 ・ ・ 入 間 
人 特集 
関東 で 戦国 歴史 さん ぼ 近 電 の 省 内 
2020 年 1 月 号 2019 年 12 月 号 
天香 入 
EE 

大 特集 
特集 お 落と あん ご 
東京 お も し ろ 
御 利益 さん ぼ 所 田谷 線 さ ん ほ 
2019 年 11 月 号 2019 年 10 月 号 

大 特集 

LOVE 鉄 道 ! 
ーー デー 首都 國 版 
荻窪 ・ 西 荻窪 2 特集 
第 2 特集 葛西 & 西 葛西 で 
東京 0 円 満喫 術 ナマ ステ さん ぼ 
2019 年 9 月 号 2019 年 8 月 号 
大 特集 
yo 市 川 ・ 本 八幡 
食 で 楽し む 第 2 特集 
ラグ ビー ワー ルド カッ プ g TOKYO 夏 酒場 案内 


バッ ク ナ ン バー を 扱っ て いる 主 な 書店 


東京 都 (83 区 ) 書泉 グラ ン デ ( 神 保 町 ) 
明正 堂 書 店 ペア トレ 上 野 店 遍 屋 書店 "代官山 店 
一 弘 堂 書店 (本 小山 ) 東京 都 (市 部 ) 
紀伊 國 屋 書 店 “新宿 本 店 オリ オン 書房 
三省 堂 書店 "神保 町 本 店 ノル テ 上 店 (立川 ・ 立 川北 ) 
ジュ ンク 堂 書店 池袋 店 紀伊 國 屋 書店 < 国分寺 店 
ブッ ク フ ァ ー ス ト -。 新宿 店 ・ ア トレ 大 店 ・ ジュ ンク 堂 書店 

ルミ ネ 北 千住 店 ・ レ ミィ 五反田 店 吉祥 寺 店 ・ 立 川 高島 屋 店 
文教 堂 書店 赤坂 店 博文 堂 書店 / 田 無 店 


丸善 丸の内 本 店 ・ 日 本 橋 店 

MARUZEN& ジ ュ ン ク 堂 書店 "小谷 店 
ライ ブラ リー ショ ッ プ S カ フエ ェ 日比谷 
八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー 千葉 県 
本 店 (東京 )・ 石 神 井 公 園 店 


ブッ クス ルー エ ( 吉 祥 寺 ) 
ブック フ ァ ー ス トノ アト し 吉祥 寺 店 


※ 営 業 時 間 ・ 在 庫 状況 に つき まし て は 、 事 前 に 書店 に ご 確認 くだ さい 。 


と きわ 書房 本 店 船村)・ 本 八幡 店 


文教 堂 書店 浦安 西友 店 
丸善 津田 当店 

神奈 川 県 

文教 党 書 店 溝 ノ ロ 本 店 
丸善 プラ ゾー ナ 川 欠 店 

ジュ ンク 堂 書店 / 麻 沢 店 
岩手 県 

ジュ ンク 堂 書店 盛岡 店 


ク ナ ン バー の 購 


お 近く の 書店 に て ご 注文 くだ さい 。 
交通 新聞 社 オン ライ ン シ ョ ッ プ に て ご 注文 くだ さい 。 
お 支払 い は カー ド 払 い (一 括 の み ) か コン ビニ 払い と な り ます 。 
お 電話 また は FAX で の お 申し 込み は 、 下 記 の 交通 新聞 社 販売 部 
まで お 問い 合わ せく だ さい 。 お 振込 用 紙 で の お 支払 い に な り ます 。 
※※ パ バッ ク ナ ン バー を オン ライ ン シ ョ ッ プ ・ お 電話 ・FAX で の お 申し 込み 
の 場合 は 、 所 定 の 送料 が か か り ま す 。 


@ お 問い 合わ せ 交通 新聞 社 販売 部 
TEL.03-6831-662g 
FAX.03-683 1-6624 (82 時 迷人) 


〒101-0062 東京 都 千 代田 区 神田 駿河 台 2-3-11 
NBF 御 茶 ノ 水 ビ ル 


交通 新聞 社 オ ン ラ イン ショ ッ プ 
https://shop.kotsu.co.jp/ 


否 品 切れ の 場合 は ご 容赦 くだ さい 


半 い た だ いた 個人 情報 は 、 ご 注文 され た 雑誌 ・ 書 籍 の 配送 、 お 支払 い 確認 等 の 
連絡 お よび 小 社 出版 物 の ご 案内 を お 送り する た め に 使用 させ て いた だ き 、 そ の 
目的 以外 で の 利用 は いた し ませ ん 。 変更 が 生じ た 場合 に は 、 加 や か に 小 社 
販売 部 まで ご 連絡 を お 願い いた し ます 。 


8.250 ロ 4 ぬ ) 


年 間 定期 購読 お 申し 込み 方 法 
マ Fujisan.Co.jp に て 承り ます 


①PC・ ス マ ホ サ イト か ら 
散歩 の 達人 Fujisan 


⑧ お 電話 で (新規 定 其 購 読 申し 込み 専用 ) 
gg.0120-223-223 


(24 時 間 年 中 無休 ) 


ご 注意 

人 @ お 申し 込み は Fujisan.Co.jp の 利用 規約 に 準じ ます 。 

@ お 支払 い の タ イミ ング に よっ て は ご 希望 の 開始 号 が 後ろ に ずれ る 

合 が ご ざい ます 。 

@ お 届け は 発売 日 前 後 を 予定 し て お り ま す が 、 発 送 事情 に より 遅れ 
る 場合 が ご ざい ます 。 

人 @ 定 期 購 読 は 原則 と し て 途中 解約 は で きま せん の で 、 予 め ご 了承 
くだ さい 。 

@ お 支払 い 方 法 な ど 、 詳しく は Fujisan.Co.jp を ご 覧 くだ さい 。 


(( 第 2 特集 )) 神出鬼没 、 で も や みつ き 


街角 で し ば し ば 見 か ける 、 キ ッ チ ンカ ー (フー ド ト ラ ッ ク と も )。 そ の 数 は 近年 右 誠 あ が り で 、 あ ちこ 
ち で オー ナー の こだわ り が 光る 料理 が 手軽 に 気軽 に 味わえ る 。 今回 は 、 レ スト ラン と も お 弁当 と も ち 
ょ っ ぴり 違う 、 キ ッ チ ンカ ー な ら で は の 個性 的 な 一 品 を 提供 する 店 を 大 捜索 ! 盛り 方 も 彩り も 、 車 の 
見 た 目 や 出店 地 も 多種 多様 。 思 わ ず 見 つけ に 行き た く な る ユニ ー ク な 魅力 、 ご 堪能 くだ さい 。 


089 英 歩 の 達人 撮影 一 泉田 真人 加 歴 態 三 全 井 塚 太朗 


取材 ・ 文 ニ 
佐藤 さゆ り 、 
高橋 健太 、 


泉田 真人 


ご わざ わ さ ざ 行 きた い 、 


“ 個性 派 ク グレ メ 大 全 


未知 な る 食材 に 、 異 国 ・ ご 当地 の ソウ ルフ ー ド な ど 、 店 主 の 創意 工夫 が 満載 。 
車 中 で 仕上 げた ほか ほか の 一 品 は ユニ ー ク な 味 揃い 。 日 だ まり の な か で 味わお う 。 


マカ ロニ な し の コシ ャ リラ ンチ の 
ラム 800 円 。 肉質 柔らか ー。 


エジプト めし コシ ャ リ 屋 さん 
放 0 時 

具 の 下 に は 茹で マカ ロニ と ライ ス が ぎっ し り 。 コ シャ 
リ は "混ぜる" を 意味 する エジプト の ソウ ルフ ー ド 。 旅 
先 で 虜 に な っ た 店 主 の 須永 本 さん は 会 社 を 辞め 、 飛 び 込 
み で 現地 の 専門 店 に 教え を ち う た 。「 日 本 初 の 専門 店 で す 
が 、 あ まり 知ら れ て いな い 料 理 だ か ら 」 と 販売 は キッ チ 
ンカ ー で 。 ソ ー ス と 上 只 が 絡み あう と 味わい 陶 然 。 揚げ オ 
ニオ ン も サク サク 。 レ モン ビネガー や チリ ソー ス は お 好 
み で 。 日 本 で この 味 に 惚れ た ドイ ツ 人 客 も 足し げ く 通う 。 


⑬・@: 休 

@ : TLUNCH 虎 ノ 門 (城山 トラ スト タワ ー) 
@ : 東京 大 学 本 卿 キャ ン パ ス 村 

@ : TLUNCH 銀 座 (銀座 6 丁目 スク エア ) 
代 ・ : イベ ント な ど に 出店 

合 な し Twitter : @egypt_koshary 


TIETS 


< 記 ラン ララ チ r に 
8B6NNI 自 ERIED.tokyo 
AI * 
クリ アン 修業 還 が 店 王 ・ 赤 澤 夏子 さん は 、 ア 
り 訪 I@ 目 の 当 大 に し た ハン バー ガー の 自由 度 の 
高き に 感激 還 隔 に は な い バ ー ガ ー を 開発 し た い ! 」 
GS た 。 目 を 奪わ れる 黒 バ パー ガー に か ぶり つ 
大 外 カ リ 中 モッ チリ の 竹炭 入り バン ズ と 、 パ リ 
パリ の フラ イド チッ プス が 口中 で 躍る 。 ブ ラッ クア 
ン ガ ス 牛 パテ ィ の 肉汁 、 マ スタ ー ド ソー ス 、 素 揚げ 

ケー ル の 苦み も 追い 打ち を か け 、 中 毒性 高 し 。 


: 二子 玉川 ( 宝 意 ビル 裏 ス ペー ス ) 

玉川 ( 宝 意 ビル 裏 ス ペー ス ) 

TLUNCH 千 駄 ヶ 谷 ( 北 参道 DT ビル ) 

ニ 了 玉川 ( 宝 ビ ル 裏 スペ ー ス ) 

UNCH 御殿 山 青空 キッ チン (御殿 山 ト ラス ト タ ワ ー) 
: 二子 玉川 ( 宝 恵 ビル 裏 ス ペー ス ) 

不定 休 。 全 080・4798・0223 

Instagram : @ bonnieandfriedtokyo 


らら 6 の 6@@⑤⑤ 


MA 
塩 昆 布 と 牛乳 入り の サ 
メグ リー ンカ レー800 
円 は まさ か の 和風 味 。 


アン ャ 
SAMEYA 
、 間 。: 

サメ の 身 の 普及 を 目指 す の は 、 店 主 の 高 
瀬 拓海 さん 。 震 災 ポ ラン ティ ア て で 訪れ 大気 
仙 沼 で 、 も うか の 星 = ネ ズミ ザ メ の 心 職 を 
食べ た の が きっ か け だ 。「 お いし い の に ハ 
ン ペ ン に 使う ぐら いて 身 の 需 要 が な いん で 
す ]」。 実は 栄養 価 が 高く 、 あ っ さり 味 の カ 
ジ キ の よう 。 し か も 食 感じ し っ と り と 。 そ こ 
で 、 サ ッ メ ァ 出 汁 を H ナ シゴ レン に 、 炒 め 油 を カ 
レー の ルー に 加え る な ど 、 身 の 可能 性 を 模 
索 し 、 工 夫 を 凝ら す 。 サ メ フ ァ ン 急 増 中 だ 。 


@ : TLUNCH 三 田 (三田 国際 ビル ) 
@・@: 休 

@ : 丸の内 仲通り UrbanTerrace 
人 : 慶應 義塾 大 学 拓 上 キャ ン パ ス ネオ 屋台 村 
人 @・⑧ : イベ ント な ど に 出店 

合 な し 

Instagram : @ sameya_foodtruck 


091 散歩 の 達人 


ジャ スミ ン ラ イス は ニニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー= メソ ド ネ シ 
無料 で 大 起 り に ! LTFT 750 円 デ ゥ 


バリ 食堂 
文 

店 主 ・ 金 子 龍 巨 さん は 、 修業 先 で 出合 
っ た イン ド ネ シア の チキ ン ラ イス ・ ナ シ 
アヤ ム の 味わい に 感動 。「 本 場 の 味 を 伝 
えた い 」 と 、 レ モン グラ ス や バイ マッ ク 
ルー な ど 、 使 用 する ハー ブ は すべ て フレ 
ッシュ に こだわ る 。 ホー ルス パイ ス な ら 
手 で 挽 く こだわ り よ うだ 。 甘 し ょ っ ぱい 
タレ で ホロ ホロ に 煮込ん だ 鶏肉 を 、 特 製 
ソー ス 、 ジ ャ スミ ン ラ イス と 混ぜ て 類 張 
れ ば 、 芳 香 が 口中 に 広がり 、 後 を 引く 。 
玲 9 DATA 


⑲ : 外 飲 前 ( 港 区 南青山 2-24) 

@ : 玩 町 (麹町 田村 ビル ) 

@ : TLUNCH 日 本 橋 (KDX 日 本 橋 216 ビル ) 
@: 

人 @: 

不 


TLUNCH 港 南 (W ビ ル ) 
TLUNCH 南 青山 (DECOUVERTE 青 山 ) 
定休 。 合 な し Twitter : @mexibaka 


ーー ご 
エビ の ココ ナッ ツ 者 は 
+100 円 で 付け られ る 


ーー 
9 内 トウ モロ コシ 粉 を 団子 
サク ボ 二 オ クラ シチュ ー に し た 主食 格 の サク ボ 


【 ブ ルキ ナ フ ァ ソ 料 理 】 soa 


ヤッ サ 、 サ ガサ ガ 、 ビ ー フ 
マフ ェ な ど 、 ア フリ カン シ 
チュ ー が 多彩 だ 。 


ECLZ】 


_FOFO 
CATERING SERVICE 


支 廊 支 
(の エミ ー ル さん は 元 ギ ニア 大 使 館 
の 料理 人 。 今 も 各国 大 使 館 へ 出張 し た り 、 
デリ バリ ー し た りす る が 、2014 年 より 
下 9 DATA [趣味 みた いな 感じ で ] と 、 キ ッ チ ンカ ー 
: TLUNCH お 台場 (トレ ー ド ピア お 台場 ) で 西アフリカ の 味 を 届け て いる 。 ギ ニア 


オク ラ と 干し 魚の 出汁 
で 煮込ん だ シチュ ー 


3】 

に : TLUNCH 天 王 洲 (野村 不動 産 天王 洲 ビ ル ) カレ ー や クス クス も 作る な か 、 珍 し い の 
: TLUNCH 平 和 島 (東京 流通 セン ター) 8 

@ : TLUNCH 中 原 く 神 奈川 川崎 市 > が 細 ・ ブル キナ ファ ソ の 電 在 料 た 

人 @ : TLUNCH 充 浦 (シー バス S 館 ) モチ ッ と し た サク ボ と 、 ニ シン 目 の 干 し 

人 @・@⑨ : イベ ント な ど に 出店 魚の 出汁 を 利 か みせ た マイ ルド な オク ラ シ 

0 チュ ー は 、 日 差し の 下 で こそ 味わい た い 。 


Facebook : @fofobfjp 


士 ソ フト アキ バ 屋 台 村 

テラ ス -WATERRAS ネオ 屋台 村 

: 東京 工業 大 学 すず か け 台 キャ ン パ ス 
ネオ 屋台 村 

: 東京 国際 フォ ー ラ ム 地 上 広場 

ネオ 屋台 村 

: 西新 宿 ( 西 新宿 プラ イム スク エア ビル ) 
・⑮ : イベ ント な ど に 出店 

な し Twitter : @shoppersNy 


9 の の ら @ @ ら @@1 


散歩 の 達人 


SHOPPERS 
抽 。 座 際 た 

[最初 は K、 フ ォ カ ッ チ ャ ドッ グ 
が メイ ン だ っ た ん で す 」 と は 、 
店 主 の 一 谷 純 平 さん 。 ト ッ ピ ン 
グ の ひと つ だ っ た キー マカ レー が 評判 を 
呼び いつ し か 看板 に な っ た 。 一 番 人 気 
は 、 極 太 ソ ー セ ー ジ と 季節 野菜 の ソテー 
を トッ ピン グ し た 全部 の せ 。 プ リプ リ の 
ひき 肉 が た っ ぷり 入っ た ルー と ソー セー 
ジ を 口 に 運べ ば 、 オ リ ジ ナ ル ブ レ ンド の 
スパ イス と 、 肉 汁 に 溶け 込ん だ ハー ブ が 
ふわ っ 。 その後 、 ほ の か な 辛 さ が ピリ リ 
と 効き 、 次 の ひと 口 に 誘う 。 


チー ズ フ ォ カ ッ チ ャ ドッ グ 750 円 は 、 
現在 イベ ント 出店 時 に 提供 し て いる 。 


Amo 。 。 。 。 80O 相 


し ら す と か じき 丼 


避 油 な ど で 味 付け た 気 
仙 沼 産 カ ジ キ の 焼き 魚 


要 Q DATA 


@ : TLUNCH 日 本 橋 ( 日 本 橋 室 町 三井 タワ ー) 
TLUNCH 芝 公園 (メソ ニッ ク 38MT ビル ) 

@ : PICNIC GOHAN (中 野 セン トラ ル パ ー ク ) 
TLUNCH 港 南 (W ビル ) 
TLUNCH 品 川 (イン ター シテ ィ ) 

@ : TLUNCH 芝 大 門 ( 芝 NBF タワ ー) 
TLUNCH 御 殿山 青空 キッ チン 
(御殿 山 ト ラス ト タ ワ ー) 
TLUNCH 飯 田橋 (飯田 橋 ラ ムラ ) 

@ : 常盤 橋 FOOD TRUCK STREET 
TLUNCH 大 崎 (大 崎 ガ ー デ ンタ ワー) 

人 : TLUNCH 神 谷町 (ヒュ ー リ ッ ク 神 谷町 ビル ) 


合 な し 


肉 派 に は 自家 製 角 煮 丼 800 円 を 。 
「 静 岡 産 じ しゃ な いけ ど 人 気 で す よ ]。 


ご は ん は 
玄米 か 孝 ご は ん か ら 
選べ ます ! 


静岡 食堂 す だ 屋 
る 人 拉 し : 

家業 が 魚屋 だ っ た 安田 浩章 さん は 、 
魚の 目利き や さば き 方 を 叩き 込ま れ た 。 
東京 で 飲食 店 を 営み つつ 、 イ ベン ト で 
富士 宮 や き そ ば を 出店 。 そ の 後 、 オ フ 
ィ ス ラン チ 向 け に 作っ た し ら す 弁当 が 、 
健康 を 気遣う 女性 や 和食 好き に 大 当 た 
り 。 現在 、3 台 の キッ チン カー で 駆け 
巡っ て いる 。 郷里 の 誇り 遠州 森 鈴木 
農園 ] の 米 は 、 並 盛り 220 240g と 
大 盤 振 る 舞い 。 手作り 総菜 は お 供 に サ 
イコ ー だ 。 ご は ん 少な め 、 野 菜 多 め な 
どの 要望 に も 応じ て くれ る 。 


094 


アポ カド チー ズ コ ロッ ケ 1 個 380 円 。 
これ 目当て の 客 も 少な く な い 。 


高円寺 アボ カド 食堂 
去 娘 畜 

高円寺 と 歌舞 伝 町 で 店 を 営む オー ナ 
ー が 、 メ キシ コ 風 アメ リカ ン の TEX- 
MEX 料 理 を 作る うち 、 ア ポカ ド チ ー 
ズ コ ロッ ケ を 発案 。 塩 、 ガ ー リ ッ ク 、 
ハラ ペー ショ 、 オ ニオ ン を 加え た アボ 
カド ペー スト を ベー ス に し た ら 、 こ れ 
が 大 ヒッ ト 。 そ こ て 上 黒板 塗料 を 施し た 
クー ル な 車 で 2015 年 、 販 売 を 開始 し 
た 。 ラ ンチ は この 濃厚 ペー スト を 盛り 


付け た タコ ライ ス を 。 ア ボカ ド 増 し 増 


し パー ジョ ン も 評判 だ 。 


香ばし い チ キン 料理 は 
ラタトゥイユ を 添え て 


095 散歩 の 達人 


人 PB 


和牛 ス テー キタ コラ イス 


醒 9 DATA 


⑲ : TLUNCH 晴 海 (CT 晴海) 

ICNIC GOHAN (中 野 セ ント ラル パー ク ) 
定休 

定休 

: 不定 休 

氏 ・⑧: イベ ント な ど に 出店 

合 03・6750・8233 (TEX MEX Diner) 

Twitter : @ BOURBON_kouenji 


ーー 倒 洛 仕上 げた 人 気 の 定番 
ョ ヨシダ ゴハン 
六 本 設 。 通 


チキ ン は ヨー グル ト と 香辛料 で 、 ポ 
ー ク は ハー ブ で 。 一 晩 マ リネ する 手間 
隙 が 、 ジ ュー シー な 風味 と 柔らか な 食 
感 を 生む 。 吉 祥 寺 に あっ た レス トラ ン 
「 シ ャ ポー・ ル ー ジ ュ 」 で コッ ク を 務め 
た 店 主 ・ 吉 田 順 さん の 料理 は 、 き っ ち 
り 仕込 みす る 本 格 洋食 を ベー ス に 、 白 
い ご 飯 が すす む 味 を 大 切 に し て いる 。 
筐 や か で 甘み が 深い ご 飯 は 、 山 口 県 産 
の コシ ヒカリ 。 各所 で 幅広 い 世代 の フ 
ァ ン が 、 心 待ち に し て いる 。 


: 千駄ケ谷 (渋谷 区 千駄ケ谷 4-10-6) 
: 休 


: TLUNCH 芝 公園 (メソ ニッ ク 38MT ビ ル ) 
: 天王 洲 アイ ル ( 天 王 洲 セ ント ラル タワ ー) 
: TLUNCH 白 金 (NBF プ ラチ ナタ ワー) 
・・ づ : 吉祥 寺 の 店 舗 

(武蔵 野市 吉祥 寺本 町 2-34-15) 

合 050・1122・8666 

Twitter : @yoshidagohan 


スカイ ター アン ズ 
SKY GARDEN'S 
ヤァ ン 
KITCHEN 
王 ま 手 : 実 

店 主 の 中 村 巧 さん は 、「 目 の 前 で 肉 を 切 
り 分 けた ら 、 お 客 さ ん の テン ショ ン が 上 
が る と 思っ て ] と 、 ロ ー ス トピ ー フ を 看板 
に か か げ 開 業 。10 年 前 に 現在 の 場所 で 
出店 し て 以来 、 近 隣 サラ リー マン の 腹 を 
満た し 続け て いる 。 そ の 日 に 仕込 ん だ ば 
か り の ロー スト ビー フ は 、 肉 汁 が ギュ ッ 
と 閉じ 込め られ 、 口 当たり し っ と り 。 特 
製 ツ ソー ス や ターメリック ライ ス と の 相性 
も パッ チリ で 、 か き 込 む 手 が 止ま ら な い 。 

iQ DAT 
@-@⑥ : 文化 放送 1F 広 場 
@・⑬・@: 休 
谷 080・4177・1100 Twitter : @1134sky 


VEGAN DONUTS1 個 350 円 。 全 迷 粉 入り 
で ずっ し り 。 味 は ココ ア や シナ モン な ど 数 種 。 


ラル 

TABELL 

太 

「 マ クロ ビ ピ に ハマ っ た こと が きっ か け 電 
今 の メニ ュー を 考え まし た 」 と は 、 店 主 
の 宮代 麻美 さん 。 品 書き は 週 替わり の 2 
種 で 、A セ ッ ト が ヴィ ー ガ ン ラ ンチ だ 。 
主 菜 に 加え 、 サ ツマ イモ の 塩 麹 き ん ぴら 
や ニン ジン の 豆 肪 マヨ サラ ダ な ど 、4 種 
の 副 菜 付き 。 も ち も ち の 玄米 ご 飯 と 一 緒 
に 食べ る と 、 素 材 を 活か し た 滋味 深い 味 
わい が 口中 いっ ぱい に 広がる 。 ま た 、 旬 
野菜 を 使っ た 日 替わり スー プ も 人 気 だ 。 


( DATA 


人 : 東京 国際 フォ ー ラ ム 地上 広場 ネオ 屋台 村 
@ : ANKA ICHIKAWA (千葉 県 市 川 市 ) 

人 @ : TLUNCH 銀 座 (銀座 6 丁目 スク エア ビル ) 
その 他 の 曜日 は イベ ント 出店 や ケー タリ ング な ど 。 
合 な し Instagram : @tabellkitchen 


の 人 気 連 載 が 単行 本 化 ! 
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ジャ ッ キ ー・ チ エン 
美 説 ・ 長州 カ よう た か っ た 


定価 本 体 1.400 円 + 税 四 六 判 


あの 日 、 あの 時 、 あの 出来 事 。 当時 、 僕ら は 何 を 思い 、 何 を し て いた の か 。 
東京 に 生ま れ 育 ち 、 暮らし て きた 作家 ・ 樋 口 毅 宏 が 、 
様々 な 切り 口 か ら 、 昭和 の 思い 出 を 振り 返る 。 


支 30 年 ぶり の 大 江 千 里 支 男の子 は みん な ジャ ッ キ ー・ チ ェ ン に な り た か っ た 

支 僕 は 渡辺 美里 と 結婚 し た か っ た 玉 TM、 チャ ゲ アス 、 米 米 、 バク チク 、 ブル ー ハ ー ツ 
ーー80 年 代 日 本 ポッ プ ミ ュー ジッ ク 考 80 年 代 ラ イブ 評 

太 樋口 毅 宏 の 引っ 越し 人 生 載 武 道 館 を 愛し て いま すけ ど 何 か ? 

支 BO つ の WY と わた し 支 人 生 で 大 事 な 町 は すべ て アド 街 か ら 教わっ た 

支 久米 宏 さ ん の こと 支 佐野 元春 が どれ だ け 神 だ っ た か 知っ て ます か 

文 尾崎 豊 が 死ん だ 日 支 金曜 夜 8 時 と いえ ば 一 一 昭和 プロ レス の 妃 影 

壇 中 島 みゆ き に 謝罪 し ます 丸 「 タ ッ チ 」 と は 「 あ し た の ジョ ー」 で ある 

太 ゾ ン ビ 、 ネバ ー・ ダ イ 支 異説 ・ 長 州 力 

支 テ レビ が や ん ちゃ だ っ た 頃 支 When | was young, 「'd listen to the radio 

支 桑 田 佳 祐 は 、 日 本 の ポッ プ ミ ュー ジッ ク 史 上 最大 の 変態 だ 支 昭和 最後 の 日 、 平 成 最初 の 日 


〇 お 求め ・ お 問い 合わ せ は TEL.03-6831-6622 FAX.03-68316024 


人 ム 
書店 ほ 交通 新聞 社 販売 部 〒101-0062 EE https://shop.kotsu.co.jp/ 国 
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に いた こい に 月 いび こつ とっ: に 】 
っ ろ や] 氷 祥 2 を し" 
りゃ "VS 総 缶 治 つじ を 社 
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いう 、 子 ども 用 ロッ キン グチ ェ ア 。 


アメ リカ か ら 脚 の 部 品 が 届い た と 


修理 中 の イギリス 製 テ ー ブ ル 。 伸 
子 さ ん も 仕上 げ 率 装 な ど を 担当 。 


照明 、 額縁 、 食 器 、 卓 上 カレ ンダ 
ー な ど 古 さ が 魅 力 の 雑貨 も 多数 。 
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森山 大 道 の 東京 ongoing 


森山 大 道 が と ら えた 東京 


「 東 京都 写真 美術 館 」 で は 、6 月 2 
日 か ら 9 月 22 日 まで 企画 展 「 森 山 
大 道 の 東京 ongoing」 の 開催 を 予 
定 。 ス ナッ プシ ョ ッ ト の 名 手 と し て 
知ら れる 、 日 本 を 代表 する 写真 家 ・ 
森山 大 道 。 東京 オリ ン ピ ッ ク が 開 
催さ れ た 1964 年 に フリ ー カ メラ マ 
ン と な り 写 真 家 と し て の 活動 を 始 
め 、 昨 年 に は 「 写 真 界 の ノー ベル 賞 ] 
と も いわ れる 「 ハ ッ セ ル ブ ラ ッ ド 国 
際 写 真 賞 ] を 受賞 する な ど 、 デ 
ビュ ー 55 年 を 経た 現在 も 第 一 線 で 
活躍 し て いる 。 活 動 当初 より 一 貫 
し て 森山 が と ら え 続け て きた の が 


uompuno olodd etueAuoW QpleO 振 p 一 ON ご (NN 油 洒 ) 


8 「 東 京 ]。 本 展 で は 、「ongoing = 継 
上 続 中 、 進 化し 続け る ] を テー マ に 、 
絆 今 な お 進化 し 続け る 東京 の 様相 が 
還 最近 作 を 中 心 と し て 展示 され る 。 
き 5 一 般 700 円 。10 > 18 時 (入館 は 
は て 17 時 30 分 )、 月 休ん 。 人 0 東京 者 
日 写真 美術 館 な 03・3280・0999 


旬 の メロ ン で 初夏 を 味わお う 


『 ホ テル 椿山 荘 東京 J の ロビ ー ラ ウン ジ 「 ル ・ 
ジャ ル ダ ン 」 で は 、6 月 1 日 より 「 メ ロン ア 
フタ ヌー ンティー」 を 開催 する 。 果 肉 を の 
せ た シ ョ ー ト ケー キ や フル ー ツ サン ド な ど 、 
旬 の メロ ン を 修 沢 に 使用 。 香 り 高い 味わい 
と 甘み を 堪能 し て みて は 。 12 て 18 時 。 ア 
フタ ヌー ンティー 4000 円 、 ウ ェ ル カム ド 
リン ク 付 き プ ラン は 4500 円 。 予約 は 電話 
も し く は 公式 HP で 。 ホ テル 椿山 荘 東京 
ル ・ ジ ャ ル ダ ン 合 03・3943・0920 


東京 の 古今 の 風物 が テー マ 


ao ー 日 本 郵便 か ら 、 東 京 の 古今 の 風物 を 題材 に 集 ] が 発行 され る 。63 円 切手 シー ト で は 、 
ハロ ウジ シン ツメ ニン ジジ し た 特殊 切手 [江戸 一 東京 シリ ー ズ 第 1 「 甘 味 | 親子 井 ] と いっ た 日 本 橋 界 隈 の 食 
べ 物 、 小 物 、 道 具 類 な ど を 江戸 時 代 に 流行 
し た 双 太 風 に デザ イン 。84 円 切手 シー ト 
で は 、 「 日 本 橋 三 越 本 店 ] 「 和 紙 小物 店 ] ほか 、 
伝統 的 な 日 本 橋 界隈 の 建物 や ヤラ ンド マーク 、 
風俗 な ど が 地図 風 に デザ イン され て いる 。 
レト ロ で 柔らか い 風合い の イラ スト は 、 コ 
レク ショ ン と し て も 楽し め る 。 6 月 16 日 
より 全国 の 郵便 局 ・ ネ ッ ト シ ョ ッ プ な ど に 
て 販売 。 人 日 本 郵便 お 客 様 サ ービス 相談 セ 
ンタ ー 王 』0120・2328・86 


本 文 に 記載 され た 情報 は すべ て 5 月 11 日 時 点 の も の で す 。 詳細 は 各 施設 に ご 縮 認 くだ さい 。 
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銭湯 文化 の 魅力 を 紐解く 


ぬく も り と 
希望 の 空間 
~ て 大 銭湯 展 


カバ ン で 巡る 世界 旅行 を 
自宅 で も 楽し め る ! 


エー ス 株 式 会 社 か ら 、『 世 界 の カバ ン 博 物 
館 』 の 所 蔵 品 を 解説 する 公式 アプ リ が 登 
場 。『 世 界 の カバ ン 博 物 館 」 は 、 約 50 カ 国 
より 収集 され た 希少 価値 の 高い 約 550 
点 の カバ パン を 収蔵 する 、 世 界 的 に も 珍し 
い カ バン の 博物 館 。 本 アプ リ で は 、 ヨ ー 
ロッ パ ・ ア メリ カ ・ 日 本 の 3 つの 地域 の 
注目 の 所 蔵 品 に 対す る 説明 ガイ ド の ほか 、 
産業 文化 の 発展 で 変化 し て きた 各地 域 の 
人 々 の 文化 や 暮らし を 学ぶ こと が で きる 。 
エー ス 全 03・5843・0606 


ご パプ ユニ 史 敵 玉 
「 拓 半 砲 ぐ うき ③ 光 庄 」 


足立 区 千住 元町 より 『 江 戸 東 京 た て も の 園 』 に 移 
築 し 、 保 存 ・ 公 開 し て いる 「 子 宝 湯 」。 に ぎ や か 
な 装飾 と 社寺 建築 を 思わ せる 外観 を 備え 、 東 京 
型 銭湯 の 特徴 を 表す この 建物 に て 、9 月 27 日 
まで 特別 展 「 ぬ くも り と 希望 の 空間 大 銭湯 展 」 
が 予定 され て いる 。 江 戸 時 代 に 人 々 の 憩い の 場 
と し て 広まり 、 時 代 と と も に その 姿 を 変え な が 
ら 発達 し て きた 銭湯 。 平 成 そ し て 令 和 へ と 時 代 


「 ハ ッ ピ ー・ マ ニア 」 1996 年 ⑥Moyoco Anno/Cork 


漫画 家人 生 の 光 と 影 、 一 そし て 光 。 


「 世 田谷 文学 館 』 で は 、6 月 2 日 か ら 9 月 6 日 ま 
で 「 安 野 モ ヨコ 展 ANNORMAL] を 開催 予定 。 
少女 漫画 か ら 青 年 漫画 まで 活躍 の フィ ー ル ド 
を 果敢 に 広げ 、 幅 広い 読者 に 物語 を 届け て き 
た 安野 モヨ コ 。 デ ビュ ー 30 周 年 を 記念 し て 、 
その 格闘 の 軌跡 を 500 点 に 及ぶ 作品 原画 で 
た どる 。 紙 版画 の 技法 で 描い た 『 オ チビ サン 』 


ピ ゥ の の ジジ 珈 星 


が 移り 変わ る 中 、 銭 湯 は 年 々 数 を 減ら し な が ら 
も 、 人 と 人 が 交流 する 場 と し て 、 ぬ くも り と 和希 
望 を も た らし 続け て いる 。 本 展 で は 、 銭湯 が 社 
会 に 果たし た 役割 や 変遷 を 紹介 し な が ら 、 東 京 
の 銭湯 の 歴史 と その 魅力 に 迫る 。9 時 30 分 て 
17 時 30 分 (入園 は 17 時 )、 月 休 ( 祝 の 場合 
は 翌 平日 休 )。 一 般 400 円 (入園 料 )。 江戸 東 
京 た て も の 園 全 042・388・3300 


[動き マン ] 2007 年 ⑥Moyoco Anno/Cork 


や 美人 画 な ど を 手がけ る 卓越 し た 絵師 と し 
て の 側面 も 垣間見 そえる 。 普 通 で な い (unnor 
mal)、 安 野 モ ヨコ (Anno) の 「ANNORMAL 
[アン ノー マル ]」 な 創作 の 世界 が ここ に 。10 
て 18 時 (入館 は 17 時 30 分 )、 月 休 ( 祝 
の 場合 は 翌 火 休 )。 一 般 800 円 。 人 世田谷 
文学 館 合 03・5374・9111 


散歩 の 達人 


In Il 思 | 下 I 
中 時 1] ビジ 
衣 由 AKYRG 
INT へ 穫 を 必 心 へ 


褐 田 き 呈 性 GRHG 義 政 ロ し 責 県 公 7 
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ト 束 直り っ 心 片 作 東 本 め HH で "NG 剖 
県 表地 G 羽 胃 や ご ^ 欠 也 由 李 容 祭神 
で ロ 侍 で” WS 宮園 M 人 SN9 上 枝 玩 JS で し 
人 の 球 弄 和 誠 幅 NIINT 公 軸 っ * 

企 令 祭 や ン し 折っ KY 愉 7 区 革 員 上 性 1G 
IIAAASSU「 抱 胃 TNNN 和 と | 計る 妃 っ 是 
凌 p 二 WW" リン リロ K て や 百 剛 < 福 二 つ 
妃 JJD 人 SO レ 「 搬 時 KR] GO 勾 四 叶 中 
宗 公 Q 旨 彫り 最 .Q で し っ” 挟 革 展 赤 G 刀 
合 ロ 咽 悦 G 孤 明 揚 公 K0 ン 抽 了 公 還っ 「 箇 還 
KYR]" 二 近 の 中 甘 尽 祭 喘 個 要 "1J で 公 
Q 尽 所 選 ぼ ロ 半 珈 や き ン くい 訟 沿 会 ふ て 
へ ロ SQS” つ 窒 田 緊 G 雷 宮 せ や 心 軍 団 " 
溢 区 人 SQGK ふ や K ロ 8 pnQSKY 連 
っ し O と 球 喉 一 


富里 ホー ス / ー 

1953 年 に 開設 され た 競走 馬 の 育成 牧場 「 篠 
原 フ ァ ー ム 』 に 併設 され た 乗馬 クラ ブ 。 大 小 
4 つの 馬場 と 3 つの 放牧 場 、 バ ー ペ ベ キ ュー ガー 
デン な ど が ある 。 開 放 感 あふ れる 環境 の な か で 、 
初心 者 で も 気軽 に 乗馬 が 体験 で きる 。20 頭 あ 
まり の 競走 馬 が リフ レッ シュ ・ ト レー ニン グ 
を 行う 育成 牧場 は 見 学 可 。 欠 体験 レッ スン 平 
日 30 分 3000 円 ( 土 ・ 日 ・ 祝 は 3500 円 ) 。 8ー 
16 時 (季節 に より 変動 あり )、 月 休 ( 祝 の 場 
合 は 翌 火 休 )。 中沢 1155 頭 0120・542・064 


右 少 人 数 制 で 丁寧 に レッ スン 。 着実 に ステ ッ プ アッ プ で きる 。 
上 馬場 の 隣 に ある 放牧 場 。 敵 策 し な が ら 間 近 で 見 られ る 。 


が 。 


現在 も 同じ 建物 馬頭 観 音 に 騎兵 畑 を 歩ん だ 三好 一 中 将 の 揮 


競走 馬 の 。 
ふる さと 案内 所 
千葉 連絡 セン ター 
競走 馬 に 関す る さま ざま な 情報 を 提供 する 
サー ビス 施設 。 重 賞 レー ス を 勝ち 取っ た 名 司 
や 種 牡 馬 の 此 殖 成績 、 現 役 時 代 の 競走 成績 な 
どの 資料 を 豊富 に 揃え る 。 千葉 ・ 茨 城 エ リア 
で 見 学 で きる 競走 馬 の 牧場 の 紹介 窟 口 で も あ 目 
り 、 市 内 に : 20 以 上 ある 牧場 も 案内 し て く れる 。 
@9 ご 16 時 、 土 ・ 日 ・ 祝 体 。 寺 革 ( 結 葉 県 両 
総 馬 区 諾 業 協同 組合 内 ) 全 0476・93・1008 


だ っ た 13 の 里 の み め 


呈 

富里 マメ 知識 人 懐 っ こい 5 頭 の 牝馬 と ツル オカ オウ ジ ( 牡 13 版 ・ 右 奥 ) に 会 える 。 
[ 直 時 | と いう 地名 の 由来 は シン プル 。 現在 も 宇 名 に 残る 13 村 が 明治 2 年 (1889) 

合併 、「 十 三 の 里 」 か ら 富 里村 に な っ た 。1985 年 に 町 、2002 年 に 市 に 昇格 し た が 、 
一 共 も 合併 し な か っ た の は めずらし い ケー ス だ 。 また 市 域 の 多く は 、 畑 作 地 帯 が 9 
割 を 占め る 平ら な 台地 。 標 高 40…45m ほ ど な の に 、 印 旗 沼 に 下る 高崎 川 、 利根川 
に 合流 する 根 木 名 川 、 九 十 九里 浜 か ら 太平 洋 に 注ぐ 木戸 川 の 分 水 准 に な っ て いる 。 
見学 自由 。 道路 元 標 は 七 栄 296-1、 三 角 点 は 高松 和田 山 437 


みさ ざ ざ ざき 計 ご 正調 立 費 へ 
憶 NOON 。 と こ で o 凍 濁 S 弄 海 改 


山田 和 場 


千葉 県 で 唯一 の 生産 牧場 。 今 年 は 夏 に 2 頭 、 北 海道 で 種付け の 予定 と 
か 。 右 ペー ジ の ツル オカ オウ ジ は メイ セイ オペ ラ の 産 駒 。 大 井 競 馬 を 舞 
台 に 活躍 し 2015 年 に 引退 し た 。 脚 の 怪我 で 乗馬 で きず 、 馬 場 で ゆっ た 


芝山 仁王 草 の 参 語 で に ぎわ っ た 基 35 年 前 まで 富里 「 村 ] だ っ た の で 、 
山道 そば の 畑地 に 立つ 一 等 三角 点 。 中 高 年 に と っ て は 遺 和 成 が な い 。 り 草 を は ん で いる 。 く し くも 伺っ た の は 彼 の 誕生 日 。 熱心 な ファ ン が 会 


] い に き て いた 。 旬 見 学 無料 。 日 中 随時 。 御 料 623-2 全 0476・93・3612. 


111 散歩 の 達人 白黒 写真 : 『 写 真 で 見 る 富里 の 歴史 - 大 正 一 昭 和 期 富里 の 記憶 -』 (富里 市 教育 委員 会 刊 ) より 転載 (飛行 機 を 除く )。 


年 
の 
名 
車 
コ 
ス 
モ 


着 吾 S 
語 な で 世 藻 石 


な Ss 区 -R 半 間 


駅 生 の - メ コ 局 VNiY ロ ー ニ 


さ ー ロ S 六 症 


*VYHOGS 避 吾 


先進 的 な 農法 に 取り 組み 


旧 岩 崎 家 未 廣 別邸 


大 正 元 年 (1912) 、 三 菱 財閥 3 代目 の 岩崎 
久 開 (1865…1955) が 養鶏 ・ 養 豚 場 を 開設 。 
末廣 農場 と 名 づけ 、 畜 産 な どの 実験 農場 と し 
て 、 各 種 研究 が 行わ れ た 。 農 場内 に 建て られ 
た 別邸 は 国 の 登録 有形 文化 財 。 母屋 の そば に 
東屋 、 ス クラ ッ チ タイ ル 貼 り の 大 谷 石 の 蔵 が 
ある 。 倫 見 学 は 敷地 外 か ら (市 外 者 は ふる さ 
と 納税 の 特典 で 庭園 見 学 可 ) 。 七 栄 650-25 


右 岩 崎 が つい の すみ か と し た 浦 洒 
(し ょ うし ゃ ) か つ 軽 快 な 近代 和風 建 
策 。 母屋 は 昭和 2 年 (1927) 築 。 上 

農場 職員 の 記念 写真 。 大 正 14 年 
(1925) の 撮影 。 


殖産 興業 で 始ま っ た 
牧畜 の 歴史 を 伝え る 


富里 牧羊 場 跡 


近代 牧 や 羊毛 自 給 の 必要 を 説く 内 季 肝 大 
久保 和 骨 の 働き で 、 明 治 8 年 (1875) に 日 本 
初 の 官営 牧羊 坦 が 富里 に 開設 され た 。 関東 財 
辺 を 調査 し 、 最 終 的 に 大 久保 が 放牧 に 使う 
[ 野 島 土手 」 か ら 周 囲 を 眺め 、 稚 の 一 声 で こ 
こ に 決ま っ た 。 ち な み に 計画 は 数 年 で 旨 失 、 
種畜 場 を 経て 下総 御料 衝 場 と な っ た 。 旬 二食 
字 両 国 沖 1322-4 


1. 立 派 か サラ ブレ ッ ド が 
引く 下総 御料 牧場 の 馬車 
大 久保 利通 が 駆け 上 が っ 
た と いう 野馬 土手 と サク 
ラ 並 木 が 後ろ に 見 える 。 

現在 の こ ひ つじ 保育 園 付 


久保 用 半 場 定 の 碑 | 
(御料 171-3)。 実際 の 場 
「 ロ ー タ リー の 神様 」 と 所 か ら は 移転 し て いる 。 
呼ば れる 伝説 の チュ ー ナ ー 


あめ みや 


RE 出 営 の が う 
マツ ダ ロ ー タ リー エン ジン を 得意 と する 、 世 界 的 に 有名 な チュ 


ー ニ ング ショ ッ プ 。 レ ジェ ンド 的 存在 の 雨宮 田 美 氏 が 1974 年 に 


創業 し た 。 レ ー ス で の 活躍 が 印象 に 強く 残る が 、 古 く は [雨宮 シ 人 や 農作物 を 運ん だ 本省 


ャ ン テ 12A| な ど 、 チ ュー ニン グ カ ー や 各種 パー ツ の 開発 に も カ 宮 方 
を 注い で いる 。 江東 区 東砂 に 支店 が あり 、 こ ちら は 競技 車両 が 中 富里 の 小さ な 大 動脈 に 42caab ak 
作 。 9 時 30 分 ご 19 時 、 無体 。 七 業 439-10 人 0476・90・0007 成田 鉄道 八街 線 跡 


県 営 の 軽便 鉄道 と し て 大 正 3 年 (1914) 5 月 
18 日 に 開通 。 軌道 橋 が 日 本 最小 の 600m だ っ 
た こと も あり 、 三 里塚 駅 か ら 八 街 駅 まで 13.8 
km を 43 分 か け て 走っ た 。 戦争 の 影響 で 昭和 19 
年 (1944) に 休止 。 右 写真 の よう に 軌道 跡 が 
道 に 沿っ て 細長 く 残る 。 戦後 、 近 隣 農 家 に 切 
り 売 りさ れ た 部 分 だ が 、 道 路 拡幅 で 消え る か 
も し れ な い の で お 早め に 。 見 学 自由 。 御料 


スイ カ の 特産 品 化 に も 尽力 


< 南 牙 (らい 6ー) 壮 下 当 型 。 剖 澤 朋 甘 
< 順 昌 員 せ iR 二 聞 光 半生 十 員 還 


4 


。 の と る 降 y 日 半 昌 基き 和貴 
置 HTS 大 芽 融 可 S 出 十 手 
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「 富 里 ホ ー ス パー ク 』 の 馬場 を 望 
お 屋外 テラ ス 席 は 愛犬 の 同席 可 。 


八街 飛 4 場 跡 


戦時 中 、 新 司 偵 こと 陸軍 一 〇 〇 式 司令 部 偵 
察 機 の 練習 部 隊 が 八街 に 置か れ た 。 村 境 を 越 
え 富 里 に も 及 ん で いた 飛行 場 は 戦後 開 王 され 
た が 、1965 年 に は 新 東京 国際 空港 予定 地 に 内 
定 。 そ の 後 空港 建設 の 代替 地 と な り 転入 者 を 
受け 入れ る な ど 時 代 に 翻弄 され た 。 当 時 の 地 
図 と 照合 する と 、 碑 に 面 し た 道 が 南 で カー ブ 
する あたり が 滑走 路 端 の よう だ 。 欠 十 倉 四 区 


0 二 、 フ 
右 時 速 630km ( 三 型 ) と 実用 化 さ れ た 旧 日 本 軍機 で 最速 を 読 り 、 海 軍 も 使用 
し た 新司 債 。 左 四 区 公民 館 前 の 碑 。 入 植 や 新 空港 代替 の 歴史 が 刻ま れ て いる 。 


連なる 不 思 


熊野 神社 


大 同 4 年 (809) に 紀州 熊野 の 本 宮 大 社 (2020 年 5 月 号 参照 ) より 勧請 さ 

れ た と いわ れる 古 社 。 住宅 が 立ち 並ぶ 丘陵 に 鎮座 する 。 拝 典 に 向かっ て 左手 

に 、 古 墳 と し て 築 か れ た 小山 が いく つか あり 、 そ れ ぞ れ 子 安 神社 、 金 

羅 神社 、 三 峰 神社 、 癒 六 神 社 の 議 が 載っ て いる 。 形 で 残る 古い も の が 少な 
い 富里 で は 抜群 に 古い 史跡 だ 。 食 境内 自由 。 日 吉 台 4-615 


散歩 の 達人 


大 地 の 恵み 
ト 位 の イタ リアン 
際 二 生じ 人 は らき 


Cucina Tokionese 


Cozima 


都内 の 名 店 や イタ リア で 修業 し た シェ フ の 
店 。2009 年 秋 に 東京 ・ 青 山 か ら 自殺 豊か な 環 
境 を 求め て 移転 、 地 場 の 食材 を 中 心 に 使っ て 
腕 を 振る う 。 自宅 で 店 の 味 を 楽 め る よう 、 メ ニ 
ユー は テイ クア ウト 可 。 自 慢 の 特製 ミー ト ソ ー 
ス を 通販 や 店 頭 で 販 売 中 。 350g1080 円 。 念 11 
時 30 分 ご 14 時 LO (ディ ナー は 要 予 約 ・1 組 限 
定 ) 、 日 体 。 中 沢 1154-1 全 0476・90・0777 


1 
中 
に 
あ 
る 

い サリ rw ん 人 期 

山中 福 寺 

曹洞宗 の 寺 。 21 世 の 大 中 京 氏 和尚 (1806 ご 1871) は 、 仏 数 史 に 名 を 残す 

高僧 後に 東京 国 大 学 印度 人 学科 最初 の 講 価 に な っ た 仏教 学者 の 原 電 山 

(1819 ご 1892) が 、 放 穫 林 で 講義 を し て いた 際 に 論破 され 、 出 家 し た と い 

う 用 話 が ある 。 境内 に は 応永 33 年 (1426) の 銘 が ある 美しい 宝 際 印 夫 も 。 

肩 額 と セッ ト で どう ぞ 。 倫 拝観 自由 。 中 沢 593 全 0476・93・1382 
た 
夫 
有 
回 
も 
あぁ 
る 
の 
に 


半生 こ 立 つ 、 富 里 最 古 の 馬頭 観音 


に っ ぱし 


新橋 


水田 の 広がる 谷津 を 望ん を で ポツン と 立つ 。 元々 伯 護 の 一 つ だ っ た が 明治 の 
結 わ り に 寺 は 合併 で 消え 、18 世 紀 前 期 の 築 と いわ れる 観音 堂 だ けが 残さ 
れ た 。 傍ら の 石造 物 群 は 市 文化 財 。 延 享 元 年 (1744) の 銘 が ある 市 内 最 古 の 
司 頭 観音 を は じ め 、 首 な し 地蔵 や 板 砂 を じっくり 観賞 し た い 。 変 わっ た 読み 
の [新橋 ] は 、 平 安 時 代 の 古文 書 に 出 て いる 古い 地名 。 介 観 自由 。 新橋 809 


往 (中 属 ) 疾 汰 きき む 攻 晶 


適 。 串 欄 過 滑 SH 癌 引き 滑 寺 


記さ へ 前 へ まき 。 叶 価 松 
司 閑 > . 合 m 放 洋 . 導 借 叶 


和 F、 
富里 香取 神社 

経 宇 大 神 を る 富里 の 針 守 。 御朱印 本 や 絵馬 、 御 守 
な ど 特 産 の スイ カ を モチ ー フ に し た オリ ジ ナ ル の 授与 品 
が 揃う 。 黒 西瓜 ・ 西 払 御朱印 (朱印 込 各 1500 円 
御朱印 300 円 ご 、 西瓜 御 守 700 円 、 西瓜 絵馬 500 円 。 季 
箇 感 あふ れる 月 庫 限 定 の 御朱印 や 、 毎 月 1 日 ・15 昌 限定 
の スイ カ の 皮 目 と 実 の 部 分 を モチ ー フ に し た 御朱印 ( 当 


面 自 者 ) も 楽し み 。 欠 参拝 自由 (授与 9…16 時 )。 高 松 
101 人 S0476・94・0633 


今春 設置 され た 絵馬 奉納 所 。 ツ ル 御朱印 。 神 前 に 福家 (ね ぎ ) の 篠原 さん 
に スイ カ 形 の 丸い 絵馬 を 替 納 する 。 が 育て た スイ カ が 替 納 さ れ て いる 。 


上 / 水 で な く ス イカ が 渡さ れる 大 会 名 物 の “ 給 スイ カ所 "。 下 - ゴ 
ー ル 後に も スイ カ 。 コ スプ レ し た ラン ナー も 多く 大 会 を 盛り 上 げ る 。 


員 で は の レー ス 
トーリ に どー 
富里 スイ カロ ー ド レー ス 大 会 
2019 年 に 36 回 を 数 え 、 毎年 ニュ ニー ス で も よく 報じ られ る 富里 
の 定番 イベ ント 。 高低 差 が 少な い の ど か な 田園 地帯 に コー ス が 設 
定 され 、 総 勢 1 万 人 が 参加 する ほど の 人 気 。 給水 所 な ら ぬ 「 給 ス 
イカ 所 」、 ゴ ー ル 後 の 「 ス イカ コー ナー] で 心ゆく まで スイ カ を 
堪能 で きる 。 来年 こそ 、 甘 く て お いし い 富 里 ス イカ で 忠 を 潤し な 
が ら 走 り た い 。 但 例年 6 月 第 3 日 曜 開催 (エン トリ ー は 2 月 中 旬 ) 。 


富里 の すい か まつ り 

40 年 以上 続く イペ ント で 、 例年 約 1 万 5000 
人 が 訪れ る 。 ス イカ に ちな ん だ イベ ント が 盛 
り だ くさ ん で 、 な か で も 無料 の 試食 コー ナー 
は 大 人 気 。 形 の 美 し さ か ら 食味 、 和 糖度 の 高 さ 
を 競う 「 す いか 共進 会 ] が 前 日 に あり 、 そ こ 
で 出品 され た スイ カ も 即売 され る 。 氏 例 年 6 
月 第 3 日 曜 9 時 14 時 30 分 開催 。 七 栄 652-1 
富里 市 役所 全 0476・93・4943 (市 農政 課 ) 


1.「 す いか 共進 会 ] の 品評 会 に 並ぶ 選りすぐり 
の スイ カ 。 2 子供 た ち が 笑顔 で ほお ば る 「 す い 
か を きれ い に 早 食い 競争 」。「 志 村 け ん さん の 食 
べ 方 は 禁止 」 の ルー ル が ある と か 。3. 思 わ ず 目 
を 見 張る スイ カ の カー ビン グ 作 品 の 展示 。 
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境内 の 公民 館 横 に 置か れ た スイ カ 
柄 の 自販 機 と 中 学生 の スイ カ 画 。 


開拓 50 年 、100 年 、150 年 の 節目 
に 建て られ た 記念 碑 が 境内 に 並ぶ 。 


= ュ 


「 鮮 さ が ウ リ の 弟 型 j で スイ カ を 
ゞ 
JA 富里 市 産直 セン ター1 号 店 ( 旬 菜 館 ) 
スイ カ を 買う な ら 産 地下 送 の JA 直営 店 へ 。 毎朝 、 安 全 ・ 安 心 な 野菜 や 肉 、 卵 を は じ め 、 弁当 や 総 
菜 が 地域 の 生産 者 か ら 届け られ 、 富 里 の 農 畜 産物 を 使っ た 加工 品 「 ふ る さと 産品 ] も 揃う 。「 と みち 
ゃ ん ビー ナッ ツバ ター サブ レ ] 648 円 ご 。 ニ ンジ ン き 特産 で 「 に ん じん ドレ ッ シ ン グ ] 530 円 、「 フ ル 
ー ツ & キ ャ ロッ ト 」 105 円 な ど 。 欠 9 時 30 分 >17 時 30 分 、 無休 。 七 栄 652-225 合 0476・91・0520 


| り =] 


は 凶 


初夏 に は スイ カ が 店 頭 に 並ぶ 。 看 


富里 産 の 酒 米 で 造ら れ た 米 旗 酎 
「 十 三 の 里 」 1223 円 ~-。 板 に は 市 の キャ ラ 「 と みち ゃ ん ]。 
アテ に に ーー 
/ 熊野 EN も 
| 本 ジウ 東成 田 | 
= ご 成田 空港 駅 
as 交 選 罰 赤十字 病 芝 2 ココ 422 
ら 


な 
パ 角 CC IRREe 光 
| 
ぎ 山 千代 田 駅 


新 空 科 情 補填 。 | 


国 <z 
計 倉 選 の | ・ 
武 放 入荷 神社 
の 南小 


成田 鉄 3 


つじ 保育 画 


| 
新作 守 引 人 有野 宛 
N g オー トキ ャ ンプ 場 
ヽ 、 
へ 
ヽ 、 5 
0 tkm NN、 9 ハ 条 市役所 es る 
ーーー ハ 人 街 駅 き 、 


< 地 喘 Qt 「 は へ ok 隆 | せり 人 (y 商 吾 . 可 っ よせ さ ざ 涯 六 演 古田 


1950 年 代 後半 頃 の 風景 。 境内 に ス 
イカ を 集荷 し 都内 に 出荷 し て いた 。 


見 守っ て 
紅葉 山 七 栄 稲荷 神社 
明治 維新 後 、 江 戸 の 武士 な を ど が 最初 に 入植 
し た エリ ア に 立つ 。 江戸 城内 の 紅葉 山 に あっ 
た 租 荷 社 か ら 勧請 し た 神社 で 、 昨年 居 座 150 
年 を 迎え た 。 門前 に は 当初 秋 が 並び 知 い 間 
だ が 栄え た と いう 。 直 県 か ら 入植 し た 地区 
の 臣 放 和 荷 神 社 ( 十 倉 296-1) な ど 名 地区 に 
神社 が あり 、 神 岳 み し た く な る 応 時 開明 の 衣 
し さ が 全 ば れる 。 境内 自由 。 七 迷 326-2 


馬 折衝 に の 
スイ カ 柄 ガス タン ク 
スイ カ 柄 の ペイ ント を 施し た 直径 30m ほ どの 球形 ガス 
タン ク 。 正式 名 を 「 千 葉 ガス 富里 供給 所 ] と いう 。 ネ ッ 
ト で 真 上 か ら の 航空 写真 を みる と 不思議 な オブ ジェ 感 が 
半端 な い 。 地 元 の 要望 か ら 実現 し た も の で 、20 年 に わた 
り 富 里 の シン ボル と し て 君臨 。 残念 な が ら 今年 10 月 に 解 
体 予 定 な の で 見 学 は お 早め に 。 欠 周辺 道路 や 「 富 里 第 二 
工業 団地 第 二 公 園 ] な どか ら 外 観 の み 見 学 可 。 中 沢 269 
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今 朋 2 サン ポ マ スタ ー 本 


あれ は 今 か ら 約 2 年 前 の 取材 時 の こと 。 桃 谷 か ら 雑 色 へ 
向かっ て 歩い て いた ら 、 あ れ ? 右 に も 左 に も 前 に も 斜め に 
も 続く 道 が ……! 突如 出くわし た その 道 の 交差 に 戸惑い 、 
そし て 興 奏 す る 私 を ニヤ リ と 見 つめ る 看板 に は 「 七 辻 の 由 
来 」 と あっ た (「 辻 」 と は 「 十 字 路 ]」 を 表す 言葉 )。 こ れ が 今 
まで で 最も 印象 深い 「 多 叉 路 」 と の 出合 い 。 

東京 の 道 は 複雑 だ 。 交 通 手段 の 変化 や 人 口 流入 に よる 土 
地 利用 の 変化 な どの 影響 を 受け 、 新 た に 道 を 追加 し て は 、 
古く か ら の 街道 と 交わ り 、 時 に は それ が 何 重 に も 重なり 合 
っ て いる 。 本 書 は その 成果 と も いえ る 多 叉 路 を 厳選 し 、 多 
叉 路 化 の 歴史 を 、 古 地図 な ど を 基 に ひも 解い て いく 、 な ん 
と も ゃ 散歩 心 を くす ぐる 一 冊 だ 。 

選ば れ し 多 叉 路 は 全部 で 20。 九 叉 路 を 有する 九 道 の 辻 
(小平 市 ・ 東 村山 市 ) か ら 浅草 大 区 の 六 叉 路 、 そ し て 赤羽 
の 三叉 路 ま で 。360 度 カメ ラ を 又 使 し た 筆者 の ユニ ー ク な 
解説 が 光る 。 中 で も 特に と きめ いた の は 、 池 袋 の 六 ツ 又 交 
差 点 。 江戸 時 代 の 地図 を 基 に し た 川越 街道 に 関す る 分 析 を 
ふま え 、 今 も ビル の 一 角 に ちん まり 鎮座 する 戻 申 塔 を みて 


交わ る 道 か ら 読み 解く 、 


た ろ 
東京 「 多 叉 路 」 散 歩 交差 点 に 古道 の 名 残 を さぐる 
攻 窪 圭 著 淡 交社 1600 円 + 税 


みる と その 存在 に も 納得 。 ま る で 謎 解き の よう に 、 街 の 歴 
史 が 理解 で き て 面白 い 。 何 より その 場 を 見 る 目 が 変わ る 。 
本 書 を 読み 、 街 の 話 を する 際 「 あ の 五 叉 路 の …] と 無意識 
に 交差 点 へ 言及 し て いた 自分 を 発見 。 な る ほど 私 は 多 叉 路 
好き だ っ た の か 。 板橋 の あれ は 七 叉 路 か ? そう そう 、 あ 
っ ち に も いい 六 叉 路 が …… い や は や 止ま り ま せん 。 (町 田 ) 


勝海 舟 関係 写真 集 


森重 和雄 ・ 高 山 み な 子 ・ 三 湿 敏 情 著 
出版 舎 風 狂 童 子 8000 円 + 税 


140 枚 超 の 関係 写真 を 掲載 し た 勝海 舟 写真 集 で 
あり 、 勝 海舟 ガイ ド 本 。 著者 の 一 人 、 三 澤 さん 
に は 本 誌 で も 幕末 関連 記事 を お 願い し て いる 
が 、 彼 か ら 相 鶴 気味 に 見 せ て も や ら っ た こと の あ 
る 「 洋 服 を 着 た 騰 海 舟 ] の 写真 も 掲載 。 ほ か 絵 
画 や 銅像 、 ゆ か り の 地 な ど 、 様 々 な 視点 で 海舟 
に つい て 学べ る 、 資料 性 高 すぎ る 一 明 。 (土屋 ) 
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E 月 レー ト 
喫茶 チェ ー ン 観 家 帖 
飯塚 め り 著 
カン ゼン 1600 円 + 税 


連載 [絶頂 チェ ー ン 店 ] (P123) を 担当 し て い 
る の で 、 こ れ は 見 逃 せな い ぞ ! と 思っ て 、 手 
に 取っ た 一 左 。 チ ェ ー ン の 史 茶 店 を 一 挙 ずら 
り と 並べ て いる 本 は 今 ま で な い の で は 2 松 
樹 新平 さん デザ イン の 店 舗 、 三 軒 茶屋 の ブル 
ー ボ トル は 成 前 の カキ モリ と コラ ボ !? な ど 
な ど 、 目 か ら 鱗 の 情報 が 満載 だ っ た 。 (佐藤 ) 


東京 アン ティ ー ク さん ぼ 


カツ ヤマ ケイ コ 著 
到 葉 社 / 1200 円 + 税 


古道 具 好 き の 著 者 が 、 東 京 近郊 を 中 心 に さま ざ 
まな 骨董 市 を めぐ る コミ ッ ク エ ッ セ イ 。 小さ な 
食器 や 用 途 不明 の オブ ジェ で も 、 作 られ た 時 代 
背景 が わか る と いと お し い 。 骨董 市 な ん て ガラ 
クタ ば か り で し ょ ? と 思っ て いる 人 に こそ 勧 
め た い 、 古 道具 選び の コツ も わか る 一 膨 。 一 期 
一 会 の モノ に 出合 っ て みた く な る 。 (吉岡 ) 
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近所 さん ぼ 
自分 の 街 で 楽し ん で 


みて くだ さい 。 今月 号 は 4 月 号 の お 便り を 中 心 に ご 紹介 。 掲 


載 さ れ た 方 に は 特製 図書 カー ド NEXT を お 送り し ます 。 (土屋 ) 
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大 正 製 薬 「 リ アッ プ エ ナ ジー 薬用 スカ ルプ 
シャ ンプ ー」 「 リ アッ プ エ 薬用 スカ ルプ 
パッ クコ ン デ ィ シ ョ ナー」 (医薬 部 外 品 ) 


健 宜 
「So Kampo]」 


ケン ミン 
「 焼 ビー フン 幻 の カレ ー 味 」 


頭皮 の タイ プ 別 に 3 種 ラ イン ナッ プ 
男性 向け スカ ルプ ケア シリ ー ズ 


大 正 製 薬 の 「 リ アッ プ エ ナ ジー」 が リニュ ー ア 
ル 。 新 た に グリ チル リ チ ン 酸 ジ カ リ ウム ( 抗 
炎症 成分 )、 ワ レモ コウ エキ ス と イチ ョ ウエ 
キス (保湿 成分 ) を 配合 する と 共に 、 使 用 感 の 
政 良 、 香 り を 一 新 し た 。 頭 皮 の ベタ つき が 
気 に な る 人 は スト ロン グ オ イリ ー ま た は オ 
イリ ー、 か さつき が 気 に な る 人 は ドラ イ が 
お すす め 。 オ イリ ー と コン ディ ショ ナー 各 
400m2 3972 円 を セッ ト で 3 名 に 。 人 大 正 
製 楽 お 客 様 119 谷 03・3985・1800 


応募 要項 
【[ ホー ムペ ー ジ ] 交通 新聞 社 HP http://www. 
kotsu.co.jp/ か ら 散 上 赤 の 達人 ペー ジ に アク セス 、 
「 プ レ ゼ ント & ア ン ケー ト ] 科 から ご 応募 くだ さい 。 
[ ハガキ ] ハガキ で の ご 応募 の 場合 は ① お 名 前 
(ふり が な )、④⑫ 年 齢 、③ 性 別 、④ ご 職業 、 
郵便 番号 、(④ 住 所 、⑦ 電 話 番号 、⑧ ご 希望 
の プレ ゼン ト 品 、 さ ら に 【 ア ン ケ ー ト 】 の 回 答 を 
明記 の 上 、 郵 送 し て くだ さい 。 


[送り 先 ] 〒101-0062 
東京 都 千 代田 区 神田 駿河 台 2-3-11 
(交通 新聞 社 「 艇 歩 の 達人 6 月 号 ] 
プレ ゼン ト アン ケー ト 係 
[応募 締め 切り ] 6 月 19 日 必着 
トー ムー 還 
01 今 号 の 発売 、 記 事 内 容 を 何で お 知り に な り 
まし た か ? 
G2 目次 ペー ジ (P5) を ご 参照 の 上 「 よ か っ た 記 
事 ] の 記号 (②③ ) を 1 つ お 書き くだ さい 。 
03「 つ ま ら な か っ た 記事 ] の 記号 (の ー③) を 
1 つ お 守 き くだ さい 。 
94「 よ か っ た 連載 」 の 記号 (⑦ 一 ①) を 1 つ 
お 娠 きく だ さい 。 
05「 つ ま ら な か っ た 連載 」 の 記号 (⑳①) を 
1 つ お 書き くだ さい 。 
Q6 今後 歩い て みた い 、 遊 びに 行き た い 街 は ? 
G7 本 計 以 外 で 買う 雑誌 は ? 
QB 「 散 歩 の 軍人 」 で 読ん で みた い 企画 は ? 
Q9 ご 意見 ・ ご 感想 


* ご 記入 いた だ いた 個人 情報 は 「 当 選者 へ の プレ ゼン ト の 発送 1 以 
外 の 目的 で は 使用 いた し ませ ん 。 ま た アン ケー ト の 内 容 は [散歩 
の 人 人 の 計画 作り の 参考 の み に 利用 させ て いた だ きま す 。 


当選 者 の 発表 は 、 発 送 を も っ て 代え させ て いた だ きま す 。 な お 、 
共 計 公 下 争 約 の 定め に より 、 こ の 帝 に 当 送 され た 方 は 、 こ 
の 号 の ほか の 肛 邊 に 入選 で き な い 場 合 が あり ます 。 


女性 特有 の 悩み や 年 齢 で 
気 に な る 美容 や 健康 を サポ ー ト 


中 医学 と 西洋 医学 の 落合 を 目指 す 健 接 か 
ら 艶 の ある 血液 を 作る 健康 補助 食品 「So 
kampol が 発売 中 。 ロ バ の 皮 を 加熱 ・ 抽 出し 
て 作ら れる 生業 の 一 種 で ある 阿 有 (アキ ョ ウ ) 
や 生 の 甘草 を ハチ ミツ で 炒め た 広 甘 草 ( シ ャ 
カン ゾウ ) な ど を 配合 し 、 中 医 の 極意 、 栄養 
豊富 な 血液 に 。 心 の 機能 を 高め 身体 全体 の 錠 
を 回 復 さ せ 、 内 側 か ら の 美 し さ を 作り 出す 。 
1 万 7280 円 を 2 名 に 。 

@ 健 補 https://kenroku-kampo.com 


1980 年 代 に 発売 し た 

カレ ー 味 を 現代 風 に アレ ンジ 

今年 で 60 周 年 を 迎え る ロン グセ ラー の ケン 
ミン の 焼 ビ ー フ ン シ リ ー ズ に 「 ケ ン ミ ン 焼 ビ 
ー フ ン 幻 の カレ ー 味 」 が 発売 中 。 牛 だ し を べ 
ー ス に 自 と 黒 の 胡 机 、 赤 唐辛子 、 山 相 を パラ 
ンス よく 添加 し 、 キ レ の ある スパ イシ ー な 議 
さき さ に 。 ビー フン 50g と 濃い 味 の カ レー パウ 
ダー で た っ た 202kcal。 野菜 と も 相性 が よ 
く 、 罪 悪 感 な た く 食べ られ る 。124 円 を 5 個 
セッ ト で 5 名 に 。 ケン ミン 食品 お 客 様相 談 
室 合 078・366・3035 


「 温 泡 ONPO ボタ ニカ ル ナチ ュ ラ ル シ ト ラス 」 


ハブ プア ナイ ス 
「SmileScience」 


10 種類 の ボタ ニカ ル 保 湿 成分 配合 
お 風呂 で "お うち 時 間 ” の 満 扉 に 


アー ス 製 楽 か ら 素材 に こだわ っ た 自然 な 香り 

と お 肌 に や さ し い 無 添加 タイ プ の 炭酸 入浴 剤 
「 温 泡 ONPO ボタ ニカ ル シリ ー ズ ] が 発売 
中 。 温 泉 成分 (炭酸 ナトリウム 、 硫 酸 ナ トリ 

ウム ) と 炭酸 ガス が 温浴 効果 を 高め 、 血 行 を 
促進 し 、 肩 こり ・ 腰 痛 ・ 冷 え 症 に 効果 が あり 、 
一 日 の 疲れ を や わら げ る 。 ナ チュ ラル ハー ブ 
と ナチ ュ ラ ル シ ト ラス (参考 小売 価格 各 483 
円 ) を セッ ト で 5 名 に 。 アー ス 製 楽 お 客 様 
相談 宮 口 画 0120・81・6456 


これ か ら は 歯ぐき も 
スキ ン ケ ア す る 時 代 ! 


ハ プ ア ナイ ス か ら 健 康 と 美容 の た め の 薬 用 歯 
ぐ き 専用 ジェ ル 「SmileScience」 が 発売 中 。 
医薬 部 外 品 で 有効 成分 の ほか 、 ハ ー ブ が メイ 
ン の ボタ ニカ ル 成 分 と 美容 成分 を 配合 する こ 
に より 、 歯 で き を 歯 周 病 か ら 守り 、 口 臭 や 黒 
ずみ な ど 全 方 位 か ら ア プロ ー チ する 。 市 販 の 
歯磨 き 粉 に 入っ て いる 研磨 剤 や 発泡 剤 、 パ ラ 
ベン な ど 歯 ぐ き ケア に 悪影響 を 与え る 成分 を 
カッ ト 。30g 4950 円 を 3 名 に 。 ハブ アナ 
イス お 客 様 窓 口 画 0120・301・686 
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関大 に 上 還 看 リリ や 


表面 に 頂く 導 黒豆 は 、 手 に 入れ られ る 規格 
の な か で 最も 大 きい 「 落 切 」。 あ むっ と 類 張っ た 
瞬間 、 大 きく 広がる 風味 は 、 必 要 な 分 だ け 前 日 
に 水 漬 けし て お いた も の を 当日 蒸す こと に より 
守ら れ て いる 。 餅 に は 宮城 県 産 餅 米 「 み や こ が 
ね も ち 」 を 用 い 、 む ちっ と し た 弾力 と 香り の よ 
さ を 立 た せる べく 厚め に 稼 わせ る 。 大 粒 の 北海 
道産 小豆 で 作る あん こ は 、 潰 し すぎ な いよ う 手 
練り し て いる 。 190 円 。 8 時 30 分 ご 18 時 30 分 、 
火 休 。 目 時 区 八雲 4-5-6 合 03・3724・0294 
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豆 大 福 越後 みどり 豆 
『 和 区 同 鹿 季 よ せ 』 


[ 高 幅 不動 ] 


あま り の イン パク ト に 思わ ず 二 度 見 。 表 層 を ほとん ど 隙 
間 な くぎ っ し り 豆 で 覆 わ れ 、 独 特 な 存在 感 を 放つ 。 豆 大 
福 を 始め た 約 20 年 前 に は 赤 え ん どう 豆 の 一 択 だ っ た が 、 
12 年 前 に 常連 客 の リク エス ト を 受け 、 黒 豆 、 写 真 の 越後 
みどり 豆 が 追加 ライ ン ナ ッ プ 。 つ ぶ あ ん に も ご ろ っ と し た 
豆 の 歯 応 そ が その まま 生か され 、 小 腹 を 満た す 。3 種 類 
と も 人 気 ゆ え 昼 過ぎ に は 売り 切れ る こと も 。150 円 。11 
ー 17 時 、 月 休 。 日 野市 高幡 1-16 全 042・593・0635 


『 和 菓子 処 花鳥 風月 』 
[ 天 桜 ヶ E ] 


店 は 2019 年 オー プン の 新 顔 だ が 、 豆 大 福 か ら 、 長 年 修 
業 を 積ん だ 店 主 ・ 篠 田 桂 太 さ ん の 丁寧 な 仕事 ぶり が うか 
が える 。 そ の 日 の 朝 に 餅 を 掲 く の で し っ か り コ シ が あり 、 
食べ 応え 十分 。 赤 えん どう 豆 に 加え る 塩 の 分 量 は あえ て 
決め ず 、 塩 梅 を 見 て 調整 する と か 。 そ の か いあ っ て 、 あ 
ん こ が い きい き ! キメ 細か いさ ら り と し た こし あん は 、 
雑 味 の な い 見 双 精 で ビュア な 甘み に 。250 円 。10 18 
時 、 木 価 。 多 摩 市 東寺 方 1-8-14 な 042・400・0607 
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散歩 の 達人 


今回 の ぉ や つっ 豆 と 鮮 、 あ ん この 豊か な ハー モニ ー 
豆 大 宮 使う 豆 は 赤 え ん どう 豆 が 一 般 的 だ が 、 王 道 を 極め る 者 、 別 の 路線 


豆 大 福 


『 い ちや 』 
[ 累 ] 


ふわ っ と し た 滋賀 羽 二 重 餅 と を まんべんなく か ぶ 
され た 、 ひ と きわ 色白 の 豆 大 福 は 、 気 鋭 の 大 福 
専門 店 に よる 自信 作 。 北 海道 産 の 特選 赤 え ん ど 
う 豆 に 含ま れ た ほのか な 塩気 が 、 同 じ く 北海 道 
産 の 最高 級 大 粒 小豆 「 嘩 福 」 で こし ら え た あん こ 
の 風味 を 骨 や か に 引き 立て る 。 み ずみ ず し いつ 
ぶ あ ん は 、 口 の 中 で 餅 と フッ と 一 体 化 。 店 内 に 
は 季節 も の を 含め 、7、8 種 類 の 大 福 が 並ぶ 。 
176 円 。10 18 時 (売り 切れ 次 第 終了 )、 火 休 。 
墨田 区 東向 島 2-34-10 全 03・3612・0724 


青 豆 大 福 


『 ま ほろ 堂 蒼 月 』 
[宮の坂 ] 


表面 に うっ すら 見 える の は 青 え ん どう 豆 。 ぽ て っ と 柔 ら 
か な 、 や や 厚み の ある 餅 で 全体 を 包ま れ な が ら 、 こ の 豆 
の 絶妙 な 食 感 と ほど よい 塩味 が 軽やか な 印象 を 生む ! 
新潟 県 産 餅 米 「 こ が ね も ち ] で 作っ た 餅 は コシ と 和 細 さ を 
併せ 持ち 、 口 深 け な め ら か 。 甘 さ 控え め の こ し あん が 、 
食べ る 人 の 気持 ち ま で 穏やか に する 。 187 円 。 9 19 時 、 
月 休 ( 祝 の 場合 は 翌 休 。 不 定休 あり )。 世 田谷 区 宮坂 
1-38-19 ウィ ン ザ ー パ レス 103 合 03・6320・4898 


を 選ぶ 個性 派 な ど 意外 と 種類 豊富 。 豆 と 餅 、 あ ん こ が 三 位 一 体 と 
な り 形 成 さ れる 味わい は 、 そ れ ぞ れ 違 っ て 、 そ れ ぞ れ 奥 が 深い 。 


[神保 町 ] 


元々 は 節分 に 合わ せ て 赤 え ん どう 豆 と 大 豆 、2 
種類 の 豆 大 福 を 作っ て いた と か 。「 紅 白 豆 大 福 ] 
と 呼ば れ て いた うち の 、 今 は 白 だ けが 残る 。 ほ 
く ほ くし た 歯 触 り の 北海 道産 大 豆 「 玲 娘 」 は 、 雑 
味 の な い 鬼 双 糖 で 仕上 げた つぶ あん と 呼応 。 餅 
は 、 宮 城 県 産 餅 米 「 み や こがね も ち 」 の 風味 を 生 
か すべ く 砂 糖 は 加え な い 。 な お 、 豆 大 福 の 販売 
期間 は 暑く な る まで な の で 、 事 前 に 確認 を 。 
230 円 。9 18 時 、 日 ・ 祝 休 。 千代 田 区 神田 
神保 町 1-12-1 03・3291・1055 


〈 ご 案内 〉 ※1 : 上 野 東京 ライ ン (東北 本 線 (宇都 宮 線 ) ・ 高 崎 線 ) は 日 暮 里 駅 に は 筆 車 し ませ ん 。 率 2 : 上 野 東京 ライ ン ( 向 特 線 ・ 成 田 線 ) は 品川 駅 発着 で す 。 
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